















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　CONTENTS









第１話　ぼーい・みーつ・みーと

第２話　大地のミノりに感謝せよ

第３話　アルヴィン、トンでもない力に目覚める

第４話　人生、肉ありゃ苦もあるさ





















第１話　ぼーい・みーつ・みーと









　　　　１




　肉を食べるだけで強くなれることに気付いたのは、ミーティアがまだ幼い頃だった。

　特別な鍛錬など、何も必要がない。ただ肉を焼いて食べるだけで、武装した屈強な大人も素手で倒せるし、巨人族にも腕相撲で勝てる。百メートルを五秒で走ることもできる。

「なあんだ。そうだったんだ」

　大事なのは、食材となる生き物に感謝し、残さずおいしくいただくこと。それだけで竜にも勝てるし、天から雷を呼ぶこともできるし、コブシ一つで岩山を砕くことも可能だ。

「そういうことだったのかあ」

　彼女はそれを『覇肉の才』と名付けた。肉を食べ、肉を制し、肉の覇者となることで、ミーティアはあらゆる猛者を凌りよう駕がする無双の強さを発揮することができた。

　……それから十年の時が過ぎた。その間、ミーティアは肉を食べた。牛肉を、豚肉を、鶏とり肉にくを、羊肉マトンを、馬肉を、鹿肉を、食べて食べて食べまくった。さらに強くなった。

　今ではミーティアにかなう敵はいない。

　不思議なのは、誰もミーティアのように肉を食べて強くなろうとはしないことだった。

「食べるだけで強くなるのにな」

「そんなわけがあるかあああ！」

　声を荒らげたのは、革かわ鎧よろいに身を包んだ黒髪の青年だ。旅の仲間で、名をアルヴィンという。ミーティアと同じく人間族の戦士で、技の切れや敵との駆け引き、勝負勘の強さには、並々ならぬ才能を持っている。この世でミーティアと互角に戦える、唯一の人間だろう。

　だが、いかんせん肉を食べていない。肉を食べずに強くなれるはずがない。

　もったいないことだ、とミーティアは思う。肉を食べていれば、彼女をも凌しのぐ無敵の存在になれるはずなのに。

「焼肉を食べただけで？　強くなれる？　そんなわけないだろ！　あんたの身体からだはいったいどうなってるんだ!?」

「これは面白いことを言う」

　ミーティアは笑った。アルヴィンには、なかなか笑いの才がある。

「肉を食べる以外の方法で強くなれるのなら、むしろ私の方が聞きたいさ」

「いや、特訓とか……」

「肉を食う方が手っ取り早い」

「意味が分からん。一種の特異体質なのか？」

「違う。『覇肉の才』は、特別なものではない。誰もが肉を食べることで強くなれる可能性を秘めている。ただ、それを知らないだけだ」

「覇肉の……才？」

「まあ、要はただ肉をおいしく食べまくればよい。それだけで強くなれる」

「……もう嫌だコイツ。全然話が噛かみ合わない。頭が痛い」

「悩みがあるのか？　だったら肉を食え」

　頭を抱えるアルヴィンに、ミーティアは自信に満ちた笑顔でアドバイスした。

「肉はすべてを解決する。肉こそが世界の真理だ」

　もう限界だとばかりに、アルヴィンはその場で崩れ落ちた。

「ん？　どうした？　疲れたのか？　ちゃんと肉を食べないとダメだぞ」

　彼の隣では、もう一人の旅の仲間──エルフの姫であるキャロルが、目をキラキラさせて、うっとりとした顔でミーティアを見つめている。

「ミーティア様……。強くて凜り々りしくて、何というステーキなお方！」

　力強く頷うなずき、ミーティアは遥はるか彼方かなたを指差した。

「さあ、ともに牛肉幻想郷ギユートピアを目指そうではないか！」




　　　　２




　話は少し遡る。




　突如として現れた魔物の大軍によって、神聖ベジタリア王国は一夜にして滅ぼされた。その宮殿から、ただ一人落ち延びる少女の姿があった。

　王女キャロルである。美しいにんじん色の髪からは、エルフの長い耳が飛び出している。清せい楚そな白いドレスを身にまとったその姿は、「麗しの美び姫き」との噂うわさ通りの可か憐れんさだ。必死で馬の手綱を取る彼女の翡ひ翠すい色の瞳には、深い憂いの色が浮かんでいた。

「ギョゲ！　ギョゲゲ！」

　その姫を、小鬼ゴブリンの群れが追っている。か細いキャロルの腕では、とうていゴブリンどもには抵抗できないだろう。捕捉されると、終わりだ。

　キャロルが馬を走らせているのは、王都から南へと向かう街道だ。南の街まで辿たどり着くことができれば、敵の魔の手から逃れられると考えたのだが……。

「ああっ」

　不意によろめいて、キャロルは落馬した。疲労が限界に達していたのだ。たちまちゴブリンどもに追いつかれた。下卑た笑みを浮かべ、ゴブリンどもがキャロルを取り囲む。

　醜い妖魔どもの手がキャロルに伸びようとしたまさにその瞬間──鋭い剣の一いつ閃せんが、ゴブリンどもを一刀両断にした。

「姫！　ご無事ですか!?」

　間一髪、キャロルの危機を救ったのは、人間族の傭よう兵へいであるアルヴィンだった。

　つい三日前、エルフたちの住む神聖ベジタリア王国に雇われたばかりである。

　若くして歴戦の勇士であるアルヴィンは、すでに「生ける伝説」として世界各国に名を轟とどろかせていた。ある国の皇帝は彼を召し抱えるために一千万ゴールドという破格の金額を提示し、またある国の王は国軍総司令官の地位を約束したほどだった。

　そんな彼が魔物の脅威に怯おびえる小国ベジタリアに仕えるようになったのは、

「お前さんがいてくれんと、この国は滅びる！　頼む！」

　国王に土下座されたこともさることながら、

「わたしからもお願いします！　アルヴィン様、あなただけが頼りなのです！」

　王女キャロルに涙ながらに懇願されたことが大きかった。
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　ぶっちゃけ一ひと目め惚ぼれである。キャロルは「伝説の美女ヘレネの再来」と言われるほどの美貌の持ち主で、何よりもアルヴィン好みの大きなおっぱいの持ち主だった。長いエルフ耳がぴょこぴょこと動くところもかわいい。アルヴィンは彼女を守るために戦うと決めた。

　だが、アルヴィンを雇ったことが、かえってこの国の命取りとなった。

「アルヴィン殿が来てくれたからには、この国も安泰だ」

「そうだな、もう見張りも偵察もしなくていいぞ」

「全部アルヴィン殿に任せておけばいいからな！」

「訓練なんかやめて、酒でも飲もうぜ！」

　国じゅうが安心しきったところを魔物の夜襲に見舞われ──アルヴィンが目を覚ました頃には、すべてが手遅れになっていたのだ。

　駄目な連中は、何をやっても駄目なのである。

　大惨事にアルヴィンは愕がく然ぜんとしたが、せめて愛するキャロルだけでも守ろうと、必死に馬を走らせてきたのだ。素早く下馬して、キャロルに駆け寄った。

「アルヴィン様！　わたし、あなたのことを信じていました。絶対に、来てくれるって」

　アルヴィンに助け起こされ、キャロルは目を潤ませた。

「あなたが来てくれたのなら安心です。あなたが味方なら、世界を敵に回したって怖くありません」

　アルヴィンは胸が熱くなった。惚れた女にここまで言われて奮起しない男はいない。

「姫はオレがお守りします」

　決然として、アルヴィンは顔を上げた。ゴブリンどもに、鋭い眼まな差ざしで剣を向けた。

「薄汚いゴブリンめ！　キャロル姫には指一本触れさせはしないぞ！」

　群がる妖魔ども相手に、剣を振るった。若さに似合わぬ凄すさまじい剣技だ。たちまち、彼の周りには魔物の死し屍しが累々と山になった。

　アルヴィンは八歳のときから剣の鍛錬に明け暮れる日々を送ってきた。故郷では、天才剣士の名をほしいままにした。十一歳で初陣。単騎で敵陣に突っ込み、敵将の首を取った。以後、数多あまたの戦場で、凄まじい武勲を重ねてきた。

「何だあの男は。化け物か」

「あいつは人間じゃない。死神そのものだ」

「その細腕から、どうしてそんな恐るべき技が繰り出されるんだ……！」

　あらゆる人々が彼を讃たたえ、驚嘆し、畏怖した。アルヴィン自身、この世で自分ほどの勇士はいないのではないかと思っている。

　だが、魔物の数はあまりにも多すぎる。一夜にして一国を滅ぼした魔物たちの大軍に、アルヴィンはたった一人で立ち向かわなければならない。無謀どころの話ではなかった。

　魔物たちは、死を恐れない。百匹のゴブリンを斬っても、その後ろには大鬼オーガたちの群れが控えている。彼らが繰り出す巨大棍こん棒ぼうの一撃をまともに喰くらってしまえば、アルヴィンといえども、たちまち即死してしまうだろう。

「これは……まずいな」

　数々の伝説を築き上げてきた無敵の傭兵アルヴィン。だが、その伝説も今日で終わろうとしているのかもしれない。

　ごおおおう、という、凄まじい唸うなり声ごえが、天に轟いた。顔を上げ、アルヴィンは凍り付く。

「ドラゴン……！」

　翼の生えた巨大な蛇。世界に破滅をもたらすとされる伝説上の生き物。数々の魔物や幻獣を仕留めてきたアルヴィンも、姿を見たのは初めてだ。蒼あおい鱗うろこを煌きらめかせて、ゆっくりと旋回しながらこちらへ向かってくる。

　魔物どもの軍勢に、まさかドラゴンまで加勢していたとは。

　ドラゴンが火を吐いた。とっさにアルヴィンはキャロルを左手で抱きかかえ、大地を強く蹴りつけた。つい先ほどまで二人がいた場所に、炎の嵐が吹き荒れる。逃げ遅れたゴブリンたちが数匹、巻き添えになった。一瞬にして黒焦げになった妖魔たちの姿に、アルヴィンは呆ぼう然ぜんとした。

「つ、強い……」

　強すぎる。いくら手て練だれといっても、アルヴィンは超人ではない。今のをまともに喰らえば、まず助からないだろう。おまけに、彼はすでに無理に無理を重ねている。とてもかなう相手ではない。覚悟を決めた。

「キャロル姫。ここまでのようです」

「アルヴィン様……」

「様、はおやめください。オレは一介の傭兵にすぎません」

「いいえ、わたしにとって、あなたは英雄です。誰よりも素敵なお方です」

「英雄の頼みは素直に聞くものですよ、姫」

　アルヴィンは力なく笑った。

「オレがここを食い止めます。姫は馬に乗って、まっすぐ南へと駆けてください。絶対に、振り返ったりはせぬよう」

　自分が犠牲になって、姫を逃がそうというのだ。だが、キャロルはかぶりを振った。

「いやです。あなたのいない世界など、光のない世界も同然です。あなたなしの人生など、わたしはいらない」

　キャロルの翡翠色の瞳には、強い意志が宿っていた。アルヴィンは感激した。そして弱気になっていた自分を恥じた。

「分かりました。絶対に二人で生き残りましょう。もし……生き残ることができたなら、そのときはキャロル姫、オレのことを『アルヴィン』と呼んでください」

　おそらくは──果たされることのないであろう、誓い。

　はい、と頷いたキャロルの表情は、とても切なそうで──。

　その瞳は、恋する少女のものだった。

「そして……姫がご迷惑でなければ、そのときはオレと……オレとけっこ……って、ええええええ!?」

　アルヴィンの視界から、キャロルの姿が消えていた。

　いや、脚だけ見えている。ドラゴンの口から、じたばたともがくキャロルの脚が見えている。一瞬でドラゴンに丸まる呑のみにされたのだ。

「キャロル姫──っ！」

　アルヴィンは蒼そう白はくになった。

　オレは、この程度の男だったのか。惚れた女も守れないのか。

　気が抜けた途端に、ゴブリンの群れが彼に襲いかかった。棍棒で、ボコボコに殴られた。

　急速に、力が抜けていくのを感じた。

「力が……出ない……」




「それは、お前が肉を食べていないからだ」




　突然、女の声が聞こえた。顔を上げようとしたアルヴィンの口の中に、次の瞬間、何かが無理やり詰め込まれた。

　塩味の利いた旨うま味みが口の中に広がった。

「それを食はむがよい」

　考える気力もない。アルヴィンはその言葉に従った。しっかりした噛かみ応えで、いい味だ。朦もう朧ろうとした意識が、はっきりしてくる。口の中に放り込まれたのは、どうやらボンレスハムのようだった。

（なぜに？）

　なぜボンレスハム。わけが分からないままアルヴィンが顔を上げると、そこに立っていたのは、長い金髪に黒い瞳の、ムチムチバインバインの美女であった。

　なぜその美女がムチムチでバインバインであると分かるのかと言うと、胸と腰をわずかに覆う革かわ鎧よろいを身につけている他は、その健康的な肉体を惜しげもなくさらしているからであった。いわゆるビキニアーマー・スタイルである。かなり際どい。

（何だ、この女は）

　そんな格好は、実戦的ではない。闘技場で見世物にされている女剣闘士ならともかく、そんな装いで戦場に出る女戦士などいない。だが、無防備極まりない格好でいながら、女の表情はふてぶてしい余裕に満ちている。

　アルヴィンをボコっていたはずのゴブリンたちは、いつの間にか全員がぶっ倒れている。いったい何が起こったのか。

「よく頑張ったな。ここからは、私に任せるがいい」

「誰だ、あんた」

「私はミーティア・ホルスタイン。『肉喰らい』だ。遥はるかなる牛肉幻想郷ギユートピアを目指して旅をしている」

　意味がよく分からなかった。

　だが、ゴブリンどもを倒したのは、このボンレスハム女なのだろう。とすると、手練れの戦士に違いない。朦朧とした意識の中で、アルヴィンは女の右手に目を向けた。どんな武器で、女はゴブリンどもを一瞬で片付けたのか。
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　女が手にしていたのは……




　トング




　であった。

「えっ」

　見間違いかと、目をこする。だが確かにあの、肉を焼くときに使う、トング、であった。

「いや、なぜにトング……？」

　呆然として、アルヴィンは呟つぶやいた。ミーティアと名乗ったボンレスハム女は、背中に剣を背負っているが、なぜか抜く気はなさそうだ。奇妙な姿と言うしかない。不敵に笑い、彼女は魔物どもに向き直った。

　右手のトングが、地を穿うがつ雷光の如ごとく、力強く輝いた。

「な、何だこれは！」

　アルヴィンは驚きよう愕がくに打ちのめされた。ミーティアがトングを振るうと、オーガの三メートルはあろうかという巨体が、一瞬で真っ二つになった。別のオーガが棍棒を振り下ろすと、ミーティアはそれをトングで挟み込むように受け止め、力いっぱいフルスイング。棍棒は持ち主のオーガごと投げ飛ばされた。

「竜！　喰らわせてもらうぞ！」

　キャロルを口にくわえたまま上空を旋回するドラゴンに、ミーティアは目を向けた。軽く助走して、ミーティアは跳んだ。ドラゴンに肉薄する。

「うっそだろおおおお!?」

　ドラゴンは、そんなに低空を飛んでいたわけではない。地上からの距離は、十メートルはあったはずだ。その高さまで、自分の足だけで跳んだのである。人類に可能な技ではなかった。

　ミーティアはドラゴンの翼を鷲わしづかみにした。トングを、力いっぱい突き立てる。ドラゴンは悲鳴を上げ、口から美しいエルフの姫君を吐き出した。

　落下するキャロル。アルヴィンは慌てて追いかけた。地上に激突する寸前に、かろうじて両手で受け止めた。

「キャロル姫！　ご無事ですか!?」

「わ、わたしは……アルヴィン様、わたしは助かったのですか。あなたが助けてくださったのですか」

　意識が朦朧としているようだが、怪け我がはないようだった。キャロルをその場に寝かせて、アルヴィンは再び剣を握った。

　その彼の傍らに、ミーティアが舞い降りてきた。ドラゴンからキャロルを救って、地上へと戻ったのだ。風のように軽やかだった。

（普通……あの高さから落ちたら死ぬぞ？）

「グギギギ！　グルルギャアア！」

　激高したオーガたちが、アルヴィンたちを取り囲む。トングを握り締めたまま、ミーティアはせせら笑う。

「まだやる気か。己の無力もわきまえぬとは、愚かな」

　ズバアアア！　ズバアアア！　ズバアアア！

　ミーティアがトングを振るう度に、オーガたちが真っ二つにされていく。

「オーガって、普通に強い、はずだよな……」

　全長三メートル近い、屈強な巨人である。たとえ熟練の戦士でも、人間族が一対一で戦ってかなう相手ではない。そんなオーガを何十体も相手にして、ミーティアはまったく怯ひるまない。余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情で、まるでニンジンでも切るかのように、オーガの死体を量産していく。

「しかもトングで」

　ミーティアの強さに魔物たちは恐れをなし……ついに潰走した。あっという間の出来事で、アルヴィンは剣を振るう暇もなかった。

　残ったのは、ドラゴンである。全身の鱗が、蒼から朱へと色を変えていた。味方を壊滅させられたことで怒り心頭、怒髪天を衝つく勢いなのだろう。こちらに顔を向け、大きく息を吸い込む。

「まずい、あの構えは」

　ドラゴンが息を吐いた。炎の息吹は、まっすぐにミーティアを狙っていた。生身の人間が喰らって生きていられる代物ではない。

　だが、ミーティアは身じろぎもせず……静かに左手を前へと突き出した。

　ドラゴンの口から繰り出されたすべてを焼き尽くす地獄の業火は……ミーティアの手の前で止まっていた。

「うそだろ」

　ドラゴンの炎の息吹を、手で受け止めたのだ。意味が分からなかった。

「そんな火力で肉が焼けると思っているのか」

　肉どころか焼肉店が一瞬で全焼しそうな火力だが、このバケモノ女には児戯も同然であるらしかった。

　ミーティアは不遜に笑って、トングを投げつけた。ブーメランのように弧を描いて、それは鋼よりも硬いはずのドラゴンの翼に突き刺さった。空飛ぶ幻獣の王は、悲鳴を天地に轟とどろかせた。

　直後、アルヴィンの真横に、ドラゴンが墜落してきた。翼をミーティアのトングにずたずたにされて、飛行する力を失ったのだ。

「もらったぞ、竜！」

　ミーティアは、ついに背中の剣を抜いた。翼を失ってなおももがくドラゴン。その爪の一撃を軽く退け、ミーティアはドラゴンの目に剣を突き立てた。

　血の柱が、豪快に上がった。ドラゴンは断末魔の悲鳴を上げながら、地に倒れた。

「肉の道は、弱肉強食。悪く思うなよ、竜」

「ドラゴンを弱肉扱いかよ……」

　アルヴィンは呆ぼう然ぜんとした。あっけにとられているのは、キャロルも同様である。

「あのお方は一体……」

「分かりません。確かなのは、あの女が姫をドラゴンから救ってくれたということです」

　それ以外には、何もかも分からなかった。

「ふはははは！　私の強さにヒレ伏すがよい！」

　勝利を確信したミーティアが高笑いをした、そのときだった。

　もはや反撃の気力もないと思われたドラゴンが、ずたずたに裂けた翼を動かして、不意に起き上がった。剣を突き立てられていない方の瞳で、鋭くミーティアを睨にらみ付ける。まだ余力を残していたのだ。

「しまった、私としたことが」

　武器を振るおうとして、ミーティアは呆然とした。トングはドラゴンの翼に、剣はドラゴンの目に刺さっている。彼女は丸腰だった。これでは戦えない。

（いや……アホなのか？）

　この女、強さはとんでもないが、どうにも詰めが甘い。

　ドラゴンの顔の筋肉が、わずかに歪ゆがんだ。竜族の表情は分からないが、それは笑みだったのかもしれない。自分を傷つけた憎い人間族の女に復ふく讐しゆうできる、その快感に打ち震えていたのだ。

　とっさに、アルヴィンの身体からだが動いた。

　剣をかざし、まっすぐ正面からドラゴンに向かって走り出す。ドラゴンが口を開く。炎の息吹を吐こうとしているのだ。だが、アルヴィンは怯むことなく、そのまま突進する。驚いたドラゴンは、前脚を大きく振るう。金剛石ダイヤモンドよりも硬い爪の攻撃を、アルヴィンは巧みなステップでくぐり抜けた。

　力いっぱい、跳躍する。そしてドラゴンの口の中に、自ら身を躍らせた。

「……！」

　鉄壁の鱗うろこの皮膚を持つドラゴンだが、口の中は無防備だ。歴戦の戦士としての研ぎ澄まされた勘を頼りに、アルヴィンは迷わず剣を突き立てる。血ち飛沫しぶきが、花びらのように乱舞した。その中でアルヴィンの剣が、鋭く白銀の煌きらめきを放った。

「竜殺しの名声、オレが貰もらったぞ！」

　ズシャアアアアア！　凄すさまじい血の雨とともに、ドラゴンの悲鳴が、再び響き渡った。頭を砕かれて、ドラゴンはなおももがいたが、アルヴィンは突き立てた剣に込める力を緩めない。

　恐怖を覚えなかったといったら、嘘うそになる。だが彼は必死だった。キャロルを守るため、戦士としての誇りを守るため、持てる力のすべてを駆使して、彼は自分よりはるかに強大な恐るべき魔物に立ち向かっていた。

　やがて、彼は勝利の時を迎えた。とうとう力尽きて、ドラゴンが倒れたのだ。

「そうか。お前は……」

　全身をドラゴンの血で真っ赤に染めながら剣を引き抜くアルヴィンを見て、ミーティアは笑った。獲物を見つけた肉食獣のような、不敵な笑みだった。

「ついに、見つけた」
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　敵の姿が見えなくなったのを確認してから、アルヴィンはキャロルに声をかけた。

「大丈夫ですか、キャロル姫。お怪我はありま……」

　そこまで言いかけて、彼は慌ててキャロルから目を背けた。姫のドレスは、ところどころが破れて、白く美しい肌が露出していた。というか形のよいおっぱいや太ももがむき出しになっていて、かなりエッチな光景になっていた。未いまだ恋愛経験のないアルヴィンには刺激が強すぎる。

（いや……でも）

　キャロルはアルヴィンのことを、誰よりも素敵なお方だと言ってくれた。アルヴィンなしの人生など考えられない、とも。

（それってつまり……そういうことだよな）

　キャロルもその気なら、別に見てもいいのではないか。嫌がりはしないのではないか。いや、だが、物事には順序というものがある。とはいえ、さっきの二人はかなりいい雰囲気だった。今なら、今なら許されるのでは……。

「あの、ありがとうございます」

　目を逸そらしたままアルヴィンが迷っていると、キャロルの方から声をかけてきた。

「あなたは生命いのちの恩人です」

「い、いえ、オレは当然のことをしたまでで……」

「どうして顔を背けているのです？　どうか、こちらを向いてください。わたしの、大事な勇者さま……」

　ドキドキしながら、アルヴィンはキャロルの方へ目を向けた。

　キャロルは瞳を潤ませ──

　頬ほおをほんのりと紅潮させながら──




　ミーティアの手を強く握りしめていた。




「いや、そこはオレでしょうよ！」

　ここまでずっと命懸けでキャロルを守ってきたのも、ドラゴンにとどめを刺したのもアルヴィンだ。確かにミーティアがいなければ危ないところだったが……。

　だが、今のキャロルの瞳にアルヴィンは映っていない。すっかり感激しきった様子で、彼女はミーティアに熱弁をふるっていた。

「あなたはわたしにとってかけがえのない方です。あなたを我が国の聖人として讃たたえ、あなたを讃える祝日をつくり、国民こぞって祝いましょう。よければ、お名前を教えてください。ああっ、でも、わたしごときがあなた様の神聖なるお名前を伺ってよろしいのでしょうか」

　完全に恋する乙女の目だ。唖あ然ぜんとするアルヴィンを尻目に、ミーティアが淡々と答える。

「私はミーティア・ホルスタイン。旅の者だ」

「ミーティア様……素敵なお名前ですねっ。わたしはキャロル・サラダイードと申します。この神聖ベジタリア王国の王女です。見ての通り、魔物たちの追っ手から命からがら逃げてきたところです。ミーティア様。もはや、あなただけが頼りです。あなたはわたしの英雄です。あなたのいない世界など、光のない世界も同然です」

　どこかで聞いたような台詞せりふだが……きっと気のせいだろう。

「それにしてもミーティア様。どうしてあなたは、そんなにお強いのですか？」

「私は肉を食べている。ただそれだけだ」

「何言ってんだあんた」

　ちょっと意味が分からない。肉を食べたくらいで、そんなに強くなれるはずがない。

「そ、そうですか。肉……」

　ミーティアの意味不明な返答に、キャロルも戸惑っている。

「あなたには何か褒美を差し上げなくては。今、私が差し上げられるのは、この馬くらいしかありませんが……」

「うむ、馬肉もなかなかうまい」

「え……？」

「引き締まった、いい肉だ。色といい、艶といい、文句なしだ。ぷりぷりとして、うまそうだな」

「た、食べないでえええ！」

　キャロルが慌てたのは、ミーティアの目が本気だったからだろう。動揺しているキャロルに代わって、アルヴィンが説明した。

「この馬は騎乗用だ。キャロル姫は、あんたの普段乗る用の馬として、ご自分の愛馬を差し上げようと言っているんだ」

「何だ。食用じゃないのか」

　ミーティアはしょんぼりした。本気で勘違いをしていた顔である。

「そ、そういうオチじゃないかとは思っていた」

「いやオチとかじゃねえから！」

　やはりこの女、色々とズレている。

　ここでアルヴィンは馬の荷袋から上着を取り出して、キャロルの肩にかけた。今のキャロルの姿は眼福だが、さすがに目のやりどころに困る。

「ありがとう、アルヴィン様。優しいのですね」

「アルヴィンとお呼びください。そういう約束でした」

「そう、でした。その……アルヴィン」

　ちょっと頬を赤らめながら、上目遣い。

「えへへっ、何だか恥ずかしいですねっ」

　恥ずかしいのはこっちだよこんちくしょう、という感じである。よかった、やはりキャロル姫は、オレのキャロル姫だ。ミーティアを恋する乙女の目で見ていたのは、きっと一時の気の迷いだったのだ。オレのキャロル姫は、こんな変なボンレスハム女に夢中になるようなおかしな娘ではない。そうであってほしい。

「ミーティア。オレからも礼を言わせてもらう。キャロル姫を助けてくれてありがとう」

「礼を言われるようなことではない。私は私の都合があって、あの竜を倒したのだ」

「あの、ミーティア様。あなたにお願いがあります」

　キャロルは一変して、きりりとした表情で言った。こういうときの彼女には、一国の王女らしい威厳がある。そこがまたいいんだよなあ、とアルヴィンは思う。

「この国……神聖ベジタリア王国は、魔物に襲われ、滅ぼされてしまいました。あなたの力で、この国をお救いください」

　その横顔は凜り々りしく、「伝説の美女ヘレネの再来」の異名もなるほどと思わされる。

「何でも差し上げます。お金も、地位も、名誉も……。そ、それに、えっと、その……」

　と、ここでキャロルは急に顔を赤らめてもじもじし始めた。

「あ、あなたが望むのなら、そのう、わ、わたしの身体も……」

　ミーティアは眉をしかめた。

「いくら私でも、さすがに人肉は食べないぞ？」

「そ、そういう意味じゃなくて！」

「まさかこの国には、そんな野蛮な文化があるのか……？」

「ねえよ！　なんであんたがドン引きしてんだ！　引くのはこっちだよ！」

　この女は、肉のことしか頭にないのか。

「とにかく、あなたが望むものなら、何でも差し上げます。ですからミーティア様、ご協力いただけませんか……？」

「弱肉強食は世の習い。弱い国が滅びるのは、当然のことだ。私はこの国の興亡などには興味はない。だが」

　ミーティアの黒真珠のような瞳が、まっすぐにアルヴィンをとらえた。その鋭い光に射抜かれて、アルヴィンは身じろぎした。

「この男には、たいそう興味がある。アルヴィンとやら。その『覇肉の才』、しかと見せてもらったぞ。お前こそが、私の探し求めていた男だ」




　　　　４




　緑豊かな街道を、三人は馬を曳ひきながら、とぼとぼと歩いている。

　南の街セロポリスまでは、三日の距離だ。姫であるキャロルを、とにかく安全なところまで避難させなければならない。

「ミーティア。あんた、いったい何者だ」

　歩きながら、アルヴィンは新しく仲間に加わった女に訊たずねていた。

　やけにふざけた女だが、その腕前は確かだ。正体を突き止めたい。もやもやをこのままにはしておけない。

　普段、アルヴィンはちょっと格好をつけて、

「オレは世界で二番目に強い戦士だと自負している。一番強いのは誰かって？　それは分からない。だが、世界は広い。どこかにオレより強い奴やつがいるはずだ」

　などと言いふらしていた。だが、実は内心では「オレより強い奴なんているはずがない」と自うぬ惚ぼれていた。まさかこんなふざけたボンレスハム女がオレより強いとは……。とても納得できるものではなかった。

　ふっ、とミーティアはわずかに笑った。

「私は……ただの『肉喰ぐらい』だ」

「『肉喰らい』？　そんな流派は聞いたことがないが。どんな鍛錬をした？　師匠は誰だ？」

「私は特別な鍛錬は何もしていない。……ただ、肉を食べただけだ」

　こいつ、すっとぼけてやがるな。アルヴィンはそう思った。名のある戦士の中には、自分の修行方法や師匠のことをひた隠しにしている者もいる。彼女もそうなのだろう。

「あのジャンプ力は、どこで身につけた？」

　ドラゴンの飛ぶ高さまで跳ぶとは、人の身にできることではない。魔法を使ったようにも見えなかった。

「私は鶏とり肉にくを食べている。それだけの話だが？」

「ああなるほど、鶏肉を食べている。だから空も飛べる、と。そんなわけあるかっ！」

「言われてみれば、鶏肉を食べて飛べるようになるのはおかしいな。鶏は空を飛べない」

「そういう問題じゃねえから！」

「私はどうして空を飛べるのだろう？」

「オレに訊きくな！　それからドラゴンの炎の息吹を、手で受け止めただろう。あれは何なんだ？」

「肉を焼く達人の中には、火の中に手を突っ込んでも平気な者がいる」

「ああ……それはオレも見たことがある……あれ……凄すごいよな……」

　思わず頷いてから、アルヴィンは我に返って頭を抱えた。

「納得してどうする、オレ!?」

「どうしたのですか、アルヴィン。少し休みますか？」

　キャロルに心配されてしまった。

「いえ、キャロル姫、お気遣いなく。次だ、ミーティア。どうしてトングなんかを武器にしているんだ？」

「それはいずれ分かる」

　多分、永久に分からないと思うが、ミーティアはそれ以上答えようとしなかった。

「オレは強くなるために、鍛錬を重ねてきた。技を磨いてきた。数々の戦場で実戦を積んだ。大陸でも有数の戦士だと自負している。だが、あんたはひょっとすると、オレより強い……かもしれない。その強さの秘密は何だ？　『覇肉の才』とは何だ？」

「何度も言っているだろう？　簡単なことだ。私は肉を食べている。それだけだ」

「いやそれはもういいから」

　アルヴィンは苛いら立だった。ミーティアがふざけていると思ったのだ。

「信じていないな？　お前は確かに強い。だが、惜しむらくは肉に秘められた力を知らないことだ。肉を食べれば、お前はもっと強くなる。私よりも」

「肉くらい普通に食べてるぞ。焼肉は好きだ」

「いいや。お前は、真の焼肉を知らない。本当の意味で肉を食べてはいない。焼肉とは、焼肉であって焼肉ではない」

　難しいことを言い出した。

「焼肉とは哲学だ。食べ方次第で、ただの食事にもなるし、快楽にもなる。客人をもてなす手段にもなる。肉にはすべてが詰まっている。肉を食べることで強くなることもできる」

「あんたの言う、『本当の意味で』肉を食べたら、オレはもっと強くなれると？」

　オレは何を訊いているんだ、とアルヴィンは自分に呆あきれた。だが、強くなることに対しては貪欲な彼である。与よ太た話と確信していても、つい訊ねずにはいられなかった。

「お前は、肉を食べているだけで強い私のことを驚いているようだが、私からすれば、肉を食べずにそこまで強くなったお前の方が驚きだ」

　どんな驚き方だよ、とアルヴィンは思った。

「私と組まないか、アルヴィン」

　ミーティアは、アルヴィンの肩に手を置いた。

「私が旅をしているのは、この世のどこかにあるという牛肉幻想郷ギユートピアを探し求めてのことだ。だが、これは私とともに戦える戦士を求める旅でもあるのだ。私はずっと孤独だった。この世のどこにも、私と互角に戦える戦士、私の強さに釣り合う男はいないのではないか。そう思うと、私は居ても立っても居られなくなる。ある意味では、私はお前に出会うために旅を続けていたのだ」

　そう語るミーティアの表情は、彼女らしくもなく切なそうで──。

　不覚にもアルヴィンは、ドキッとした。

（オレには、心に決めた女性ひとがいるのに──）

　改めて、彼はミーティアを観察した。すごい美女である。蠱こ惑わく的てきな黒真珠の瞳。ややきつい目つきだが、きりりとしていて、引き込まれそうだ。鼻すじは整っており、唇はややふっくらとしている。そして豊かな……豊かすぎる胸。

「お前には『覇肉の才』がある。『肉喰らい』になれる」

「オレをあんたの変な流派に巻き込むな」

「あのボンレスハムひと口で、あれだけの力を覚醒させることができたのだ。天賦の素質といっていい」

「はあ？」

「お前がいくら強くても、『覇肉の才』を得ずして竜を倒すなど土台不可能な芸当だ。お前はボンレスハムの力で強くなったのだ」

（何を言っているんだ、この女は……）

　開いた口が塞がらない。ここまで意味不明な主張を、アルヴィンは聞いたことがない。

　確かに、あの行動はとっさの動きにしては上出来すぎると自分でも思うが、キャロル姫を助けたい一心でのことだ。火事場の馬鹿力というやつで、別にボンレスハムは関係ない。

「ミーティア様にそこまで言わせるなんて、さすがわたしのアルヴィンですね！　お二人が組めば、間違いなく最強です！」

　にこにこと、キャロルが手を叩たたいた。

「キャロル姫は、それでいいのですか。オレがこいつと組んでどこかへ行ってしまっても、それで構わないのですか」

「わたしに引き止めてほしいのですか？」

　キャロルは、悪戯いたずらっぽく笑った。

「ずっとわたしの側そばにいて。わたしだけのアルヴィンでいて。そう言ってほしいのですか？　残念、わたしはアルヴィンが、狭い籠の中で満足する小さな鳥ではないことを知っています。私の側で、少し羽を休めることはあっても、あなたはいつか大空へと飛び立つでしょう。だから、わたしは引き止めません」

「そうだな、焼き鳥を食べたい私の気持ちは、誰にも止めることはできない」

「いや、あんた他人ひとの話ちゃんと聞いてた!?」

　せっかく姫がちょっといい感じの話をしていたのに、台無しだ。

「ギュートピアだかモートピアだか知らないが、あんた一人で勝手に行ってくれ。オレを巻き込むな」

「牛肉幻想郷ギユートピアを馬鹿にするな！」

　強い口調で言い、ミーティアはアルヴィンを睨にらみ付けた。

「牛肉幻想郷ギユートピアは、確かに実在する。世界各地に、伝承が残っているのだ。そこでは誰もが平等で、平和で、好きなだけ焼肉を食べることができるという」

「誰もが平等で、平和……？」

　キャロルが翡ひ翠すい色の瞳を淡く輝かせた。彼女の国は、今まさに魔物たちの侵略を受け、絶望のどん底に叩き落とされている。本当に、そんな夢のような国があるというのなら。そんな国で、幸せに暮らす人々がいるというのなら……。

「お願いです、アルヴィン」

　潤んだ瞳が、アルヴィンをとらえた。

「ミーティア様と一緒に、その牛肉幻想郷ギユートピアを探し出してください」

「キャロル姫……」

「見てみたいのです。平和に暮らす人々を。皆が幸福を享受する世界を」

　惚ほれた女にそう言われると、アルヴィンとしては弱い。

「少し、考えさせてください」

　断り切れず、ついそう答えると、ミーティアが微笑ほほえみながら彼の手を握った。

「決まりだな。よろしく、相棒」

「いや、決まってないけど!?　何勝手に話を進めようとしてんの!?」

　ごく自然にアルヴィンのツッコミを聞き流し、ミーティアは空を仰ぎ見た。長い金の髪が、風でなびいて揺れた。

「そろそろ夕暮れだな。野営の準備をしよう」

　つられてアルヴィンも空を見た。太陽はゆっくりと西の方へと沈んで──いなかった。

「まだ全然明るいけど!?」

　びっくりした。いったいミーティアは何を見て、夕暮れと言ったのか。

　すると、ミーティアは不機嫌そうな目つきでアルヴィンを睨み付けた。

「私は腹が減ったのだ。早く晩飯を──肉を食いたいのだ。だから夕暮れということにする。何か文句でも？」

　ぐう、とミーティアの腹が鳴った。意外とかわいい音だった。







　アルヴィンは川から水を汲くみ、テントと焚たき火びの準備をした。

　彼が得意とするのは剣だけではない。生きるために必要なあらゆることに習熟している。

　キャロルは健けな気げにも「わたしも手伝います。何でも申しつけてください」と申し出たが、丁重にお断りした。アルヴィンが一人で全部やった方が早い。

「で、あんたはいったい何をしている……？」

　アルヴィンがテントを完成させたとき、ミーティアは謎の作業に没頭していた。巨大な肉の塊に剣を入れている。辺り一帯は、血ち塗まみれだ。

「見て分かるだろう？　肉を捌さばいている」

　ドラゴンの死体の一部を、ミーティアは馬に載せて運んでいた。その肉を、剣を使って丁寧に部位別に分け、不要な部分をこそぎ落としているのだ。

「焼肉には、下ごしらえが大事だからな」

「まさかあんた、ドラゴンの肉を食べるのか……？」

　ドラゴンの牙や鱗うろこは、とてつもない高値で取引されると聞いている。だから死体を運んでいたのは換金目的だろうと思い込んでいたのだが……。

「もちろんだ。ああ、そういえば、なぜトングで戦っていたのか、とお前は不思議に思っていたな。その答えがこれだ。この剣は、どちらかというと肉包丁に近いものでな。戦いに向いているのは、むしろトングの方なのだ」

「ああなるほど、よく分かったよ。全ッ然分からないってことがな！」

　というか、ドラゴンの肉って、食えるのか。

　爬は虫ちゆう類るいの肉はまずそうだが……。いや、そもそもドラゴンは爬虫類なのだろうか。

「この部位は、俗に『竜カルビ』と呼ばれていてな」

「竜カルビ」

「竜肉の旨うま味みが凝縮されている上に、脂がのっていて最高だ。お前にもやろう」

　そう言って彼女がアルヴィンに手渡したのは、野性味あふれる骨付きの大きな肉の塊だった。いわゆる「原始人の肉」的なアレだ。

　アルヴィンはミーティアと一緒に、それを焚き火で炙あぶった。なかなか、食欲をそそる香りが漂う。生焼けのまま、ミーティアは肉にかぶりついた。アルヴィンも恐る恐る、その肉を口に入れた。

「うまい」

「そうだろう」

　めちゃくちゃうまかった。絶妙の歯ごたえとともに、牛とも豚とも違う、何とも形容しがたい濃厚な味が、口の中に広がっていく。ゆっくりと、柔らかく溶けていく。

　いやこれ、けっこうバカにできないぞ。少しだけ、アルヴィンはミーティアへの認識を改めた。彼女が四六時中「肉、肉」と言っているのも分かる。こんなにうまい肉なら、毎日でも食べたい。

「いい食べっぷりだ」

　竜肉にむしゃぶりつくアルヴィンを、ミーティアは褒ほめ称たたえた。

「お前からは肉の波動を感じる」

「どんな波動だよ!?　適当なことを言うのはやめてくれ」

「いや、嘘うそではない」

　ミーティアは真剣そのものの口調である。もっとも、彼女はいつも真顔で意味不明なことを口走るのだが……。

「お前の『覇肉の才』は、間違いなく私以上だ。いい『肉喰ぐらい』になれる」

　冗談じゃない。

　アルヴィンは眉をひそめた。こんな変人の仲間入りなど、断じてしたくない……。

「キャロルも食べるといい」

　離れたところにぽつんと立っているキャロルに、ミーティアが声をかけた。

　アルヴィンは、はっとした。彼ともあろう者が、今この一瞬だけキャロルの存在を失念していたのだ。それくらい彼は『竜カルビ』に夢中になっていた。

「キャロル姫。見た目はアレですが、これ絶品ですよ。オレが保証します」

　キャロルはだが、首を横に振った。にんじん色の髪が揺れる。

「あの、ミーティア様。せっかくですが、わたし、焼肉は遠慮させていただきます」

「なぜに」

　ミーティアは驚きよう愕がくしている。焼肉を断るなんて信じられない、という顔だ。

「なぜならわたしは、『ベジタリア教』の信徒だからです」

「ベジタリア教」

「はい。ベジタリア教の信徒は、肉を食べません。ひたすら野菜だけを食べます。世の中のすべては、ただ野菜の中にのみあるのです。早くミーティア様も、ベジタリア教に帰依すべきですわ。とてもありがたい、崇高な教えです。創始したのはわたしですが」

　キャロル姫も、この子はこの子でちょっとおかしいな。そう気付きかけてきたアルヴィンだった（本当はもっと早く気付くべきだったが、恋が彼を盲目にしたのだ）。

「この素晴らしい教えを世界に広めるべく、わたしはお父様にお願いして、ベジタリア教をこの国の国教に指定しました。国の名前も、三年前に『神聖ベジタリア王国』に改名いたしました」

　つい最近だ。

「ちなみに元の国名は『東エルフ王国』と言います」

「そのまんまだな……」

「これは俗称で、正式名称は『なかよしエルフと森のなかまたち王国』と言いました」

「信じられないほどダサいですね、昔の国名……」

「そうでしょう、そうでしょう。だから『神聖ベジタリア王国』に改名して正解でした」

「私はいいと思うがな、『なかよしエルフと森のなかまたち王国』。『肉好きエルフと森のＢＢＱなかまたち王国』だったら完璧だったのだが」

「あんたは黙ってろ」

　ミーティアが絡むと、話が確実にややこしくなる。

「なぜそんな宗教を？」

「わたしレバーが苦手で。レバーを食べたくないばかりに、『わたしは神の声を聞きました。肉を食べてはなりません。野菜だけを食べるのです。それが神の教えです』とか何とか言ったら、お城のみんなが真に受けてしまったのです」

　つまり姫のわがままから始まった宗教というわけだ。

　そういえば。アルヴィンは思い出した。この国に来てから、まともに肉を食べた記憶がない。どこに行っても、野菜料理ばかりだ。確かにこの国の野菜はどれも新鮮でおいしかったので、名物なのだろうと思っていた。だが宗教も絡んでいたというわけだ。

「ちなみに地名も色々と変えました」

「例えば？」

「今、わたしたちがいるこの草原ですが、わたしはここを『モロ平ヘイ野ヤ』と名付けました」

「ソウデスカ。イイ名前デスネ」

　ツッコんだら負けだと思った。

「そんなわけで、わたしは肉を食べる気はありません。申し訳ありませんが……」

　アルヴィンは、ミーティアの反応をうかがった。その黒い瞳には、ぎらぎらと熱い炎が滾たぎっていた。肉を断られて、大人しく引き下がる彼女ではなかった。

「まあ食ってみろ」

「いえ、でも……」

「よしキャロル。いい子だから、目を閉じろ」

「えっ」

「お前のその唇、私が奪ってやる」

「ダ、ダメです、ミーティア様。こ、こんなところで……わ、わたし初めてで……ああっ、でも、身体からだが勝手に……！」

　などと言いながら、キャロルは目を閉じた。チョロい……。

　期待と恥じらいに満ちた表情のキャロル。ミーティアはそんな彼女に顔を近づけ、そのかわいい桜色の唇をこじ開けると……その中に、あつあつの竜カルビ一切れをぶっ込んだ。

「ああっ、こ、これは……」

　キャロルは驚いて目を開いた。ぐい、とミーティアはさらに顔を寄せた。

「いいから食え。黙って食え」

「は、はい……」

　ミーティアに至近距離から命令されて、拒否できるキャロルではなかった。

　もぐ、もぐ、もぐ。

　竜カルビをゆっくり時間をかけて咀そ嚼しやく。

　困惑に満ちていたキャロルの顔に……ぱあっと明るい色が広がった。

「この、口の中にぶわっと広がる肉汁の旨味、柔らかな食感、さっぱりとした後味……何なんですかこれ!?　こ、これが……肉!?」
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第２話　大地のミノりに感謝せよ
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　手が止まらない。

　アルヴィンは、夢中でドラゴンの肉を食べた。がむしゃらに、一心不乱に、食べまくった。

　こんなにおいしいものは初めて食べた。何といっても、噛かみ心地が最高である。柔らかく、しかも重厚な噛み応えがある。そして噛む度に肉汁がぶわっと口の中に広がる。これがまた、オレが今まで食べていた肉は何だったのか、というくらいの旨味にあふれている。

　この世にこれが存在すること自体が奇跡だ、と思った。

　彼の隣では、キャロルも目を輝かせながら無我夢中で肉を食べている。彼女も同じ気持ちに違いなかった。

「満腹だ」

　自分でもびっくりするくらい大量の肉を平らげて、アルヴィンは呟つぶやいた。キャロルもいっぱい食べて、

「もう食べれません。げっぷ～」

　幸せいっぱいの表情だ。キャロル姫はげっぷまでかわいい。

　ミーティアはまだ食べている。アルヴィンとキャロルが食べた合計の三倍くらい食べている。

（どんな胃袋してんだ、この女は）

　唖あ然ぜんとするしかないアルヴィンだった。

「ふはひほも、もふひひほは」

　ミーティアが肉をもぐもぐと咀嚼しながら言った。

「いや、何を言っているのか分からん」

　するとミーティアは、口の中の肉をごくり、と呑のみ込み、

「二人とも、もういいのか、と言ったのだ」

「ああ。うまかったよ」

　深い満足とともに、アルヴィンは返答した。食材となったのはキャロル姫を食べようとした憎きドラゴンだが、今はその恩おん讐しゆうの念も忘れ、「おいしい肉を食べさせてくれてありがとう」という感謝の気持ちで満たされている。

「ミーティア様！　わたしに焼肉を教えてください！」

　すっかり興奮しきった様子で、キャロルはミーティアに懇願した。

「お願いです、何でもしますから！　もう私は肉のしもべです！　肉欲の虜とりこです！　肉奴隷とお呼びください！」

「言葉選びがおかしいですよキャロル姫!?」

「？？？　わたし、何かおかしいことを言いましたか？」

「いや、自覚がないならいいです……」

　アルヴィンが黙り込むと、ミーティアはにやりと笑い、美しい姫の肩に手を置いた。

「いいだろう。お前に肉を教えてやる」

「いいんですか!?」

「肉の道は、誰でもウェルダンだ！」

「ウェルダン……？」

　多分、ウェルカムと言いたいのだろう。ツッコまないぞ。

「ありがとうございます、ミーティア様！」

　キャロルは声を弾ませて、深々と頭を下げた。エルフ耳が、ぴくぴく、と震えた。嬉うれしいときは、自然とそうなるのだろう。かわいい。

「ベジタリア教はもういいんですか、キャロル姫」

　一応、アルヴィンが訊きいてみると、キャロルは即答した。

「改宗します」

「変わり身早いな!?」

「これからは肉の時代です。野菜なんてもう古いのです。そもそもこの国の人たちは、野菜ばかり食べているから弱いのです。そんなことでは、魔物たちに国を滅ぼされて当然です」

「明らかに姫が元凶なんですけど……？」

「ベジタリア教のせいで、どれだけ国民が軟弱になったか。そこに思いを馳はせれば、選ぶべき道は一つです」

　そのときだった。平野の向こうから、馬に乗って駆けてくる何者かの姿があった。殺気は感じられない。それでも警戒を怠らずに、アルヴィンはその人物の到来を待ち受けた。

「ここにおられましたか、キャロル様！　ご無事でようございました」

　肩までの長さのキャベツ色の髪から、長い耳が突き出している。瞳は蒼あおく、疑うことを知らないまっすぐな眼まな差ざしをこちらに向けている。小柄なエルフの少女だった。革かわ鎧よろいを身につけ、腰には小剣を差している。

　名は知らないが、見覚えがある。キャロルの従者で、護衛も務めていた少女兵士だ。かなり華きや奢しやで、本当に兵士が務まるのかというくらい筋肉がついていない。

「まあ、ブロッコ、あなたなの!?　生きていたのね、よかった……」

　少女とキャロルは、涙ながらに再会を喜び合う。一方、ミーティアはうさんくさいものを見る目つきで、少女を見つめた。

「なんだこの、いかにも肉を食べてなさそうな娘は」

　ミーティアにとって、すべての判断基準は肉なのである。

「ボクはブロッコ・リーと申します。お城の兵士をしています」

　礼儀正しく、少女はミーティアに挨拶した。

「不覚にもオーガたちに捕まってしまい、危うく食べられそうになったのですが、釈放してもらえたので、こうしてキャロル様の下へ駆けつけた次第です」

「釈放された……？　どうしてだ？　オーガは人の肉を喰らう貪欲な魔物だろう？　そんなお人ひと好よしとは思えないが」

　アルヴィンが訊たずねると、ブロッコは複雑そうな顔つきで答えた。

「その……『お前は食べるところがない』と言われて……」

「ああ……」

　オーガに「おいしくなさそう」だと思われたわけだ。確かにアルヴィンがオーガでも、ブロッコは食べないだろう。もうちょっと肉をつけてほしい……。

「ちょうどいいところに来てくれました、ブロッコ！」

　嬉しそうに微笑んだのは、キャロルである。ブロッコの頬ほおに朱が差した。自分は敬愛する姫に頼られているのだ、信頼されているのだ、という思いが、彼女を昂こう揚ようさせたに違いなかった。

　ちょっと得意げに、ブロッコはない胸を張る。途端に、キャロルが声を弾ませた。

「ほらっ、皆さん、このブロッコを見てください。この貧弱な身体！　野菜ばかり食べているとこうなるんです！」

「えっ、な、何の話ですか？」

「この、剣もまともに握れない細い腕、ちょっと走っただけですぐにバテそうなナヨナヨした脚、一ミリの膨らみもない薄い胸！　野菜ばかり食べていた者の、これが成れの果てですよ！」

「え、ええええええ！」

　敬愛する姫からいきなり全力でディスられて、ブロッコは混乱している。

「ベジタリア教がいかにダメな教えであったか、彼女を見ただけでも分かっていただけるかと思います！」

「いや、それは……」

　まず教祖がダメだったのではないかと思うが、惚ほれた弱みでツッコみづらいアルヴィンだった。

「ブロッコ、聞いてください。わたしはこの世の真理に目覚めました。焼肉って、とってもおいしいんですよ！　肉こそ至高！　肉こそ最強です！」

　頬を紅潮させ、エルフ耳をぴくぴくさせながら、キャロルは熱弁を振るった。

「あの……キャロル様？」

　呆ぼう然ぜんとして、ブロッコはそんな彼女の話に割り込んだ。

「何、言ってるんですか？　嘘うそ……ですよね？」

　ブロッコは涙目だ。信じていた相手に裏切られたショックで、声がかすれている。

「野菜こそ最強なんじゃなかったんですか!?　ボク、キャロル様の言うことを信じて、ずっと野菜だけを食べてきたのに……」

「ブロッコ、あなたもこの肉を食べてください。きっと考えが変わりますから」

「絶対に食べません！」

　ブロッコは意固地に首を振った。唇が、わなわなと震えた。

「見損ないました、キャロル様」

「え……」

「キャロル様がつくったベジタリア教は、この世のまことの教えです。こんな素晴らしい、ありがたい教えを説いてくださったキャロル様のことを、ボクは心の底からお慕いしていたのに……。キャロル様が、ベジタリア教を捨てるなんて……」

　キャロルはしょんぼり。長い耳も元気なく垂れている。しょんぼりするキャロルもかわいいが……。

「……」

　そのままブロッコもキャロルも無言でうつむいている。これは気まずい。

「なあ、ブロッコ」

　ぽりぽりと頭をかきながら、アルヴィンは口を開いた。

「キャロル姫のこと、嫌わないでいてくれないか」

　ブロッコは、戸惑い気味に顔を上げた。

「キャロル姫は、決してベジタリア教徒をないがしろにしてるわけじゃない。ただ、さっき食べさせられたドラゴンの肉があまりにもうまくて、興奮しているだけなんだ。自分の価値観がガラリと変わるような出来事に出会って、ちょっと混乱してるだけ。悪気はないんだよ」

　我ながらキャロル姫に甘いな……と思いながら、それでもアルヴィンはそう言わざるを得なかったのだ。

　誰にも、キャロル姫を嫌ってほしくない。

　キャロル姫が誰かに責められるところを見るのは、つらい。

　ちょっと変なところはあるけど、とってもいい娘こなんだ。

　アルヴィンはそう思っている。惚れたひいき目だけではない。人を見る目には自信がある。善人面した悪人に簡単に騙だまされるようでは、生死を賭けた戦場ではやっていけない。

　するとブロッコは、鋭い目つきでアルヴィンを睨にらみ付けた。

「そんなこと、あなたに言われなくとも、ボクが一番よく知っています。キャロル様は、とても純粋な方なんです。純粋すぎるくらい、純粋なんです。だから、いつでも自分の気持ちに正直だし、これが正しい、と思ったら、コロリと意見を変えてしまうんです」

　ブロッコの蒼い瞳はまっすぐだった。

「ベジタリア教を捨てたことはショックですけど、ボクはキャロル様のことが大好きですし、それは一生変わりません」

　いい奴だな……。

「ブロッコ……ありがとう……」

　涙ぐみながら、キャロルはブロッコの手を取った。

「あなたは、いつまでも古い教えにしがみつく愚かで哀れな異教徒。もはや同胞でも何でもないですけれど、でもわたしはあなたのことが大好きですよ！」

「ちょっ、キャロル姫!?　空気読んで？」

　いい話が台無しだ。

「じゅ、純粋なだけなんです……分かってます……」

　無理にキャロルを持ち上げるブロッコ。健けな気げだ……。

「キャロル、あまり野菜を悪く言うものじゃない」

　黙ってやりとりを聞いていたミーティアが、初めて口を開いた。

「野菜はだな、肉の添え物としては最適なんだぞ！」

「もうあんたは何もしゃべるな！」

「どなたですか、このボンレスハムみたいな女は」

　ブロッコはむっとして、ミーティアを睨み付けた。野菜をバカにされて、腹を立てているのだろうか。それとも正体不明のミーティアに警戒心を持っているのだろうか。

　いや……何か、嫉そねみ？　のようなものを感じる。ミーティアの大きすぎる胸を凝視する目が、嫉妬に燃えているように見える……気のせいか？

「肉付きが良すぎじゃないですか。胸にも、お尻にも、そんなに無駄に肉をつけて、みっともないですね」

「よせやい、照れるじゃないか」

　本当にミーティアは照れている。皮肉が全く通じていない。

「やめなさい、ブロッコ」

　キャロルが静かにたしなめた。

「この方はミーティア様といって、わたしの生命いのちの恩人です。そして、わたしに肉を教えてくださる師匠でもあります」

「肉を……教える……？　ちょっと意味が分かりませんが、旅の方ですか？」

「そうだ。私は牛肉幻想郷ギユートピアを探してこの国に辿たどり着いた『肉喰ぐらい』だ」

「？？？」

　たちまち混乱するブロッコ。ふと、アルヴィンは疑問を覚えた。そもそもミーティアは、どうしてこの国にやってきたのだろうか。牛肉幻想郷ギユートピアとやらを探すのなら、野菜ばかりで肉を食べないこの国に来ても仕方がないのではないだろうか。

　アルヴィンと同じ疑問を抱いたのだろう。キャロルが訊ねた。

「ミーティア様は、どうしてベジタリアへいらっしゃったのですか？」

　すると、よくぞ訊きいてくれたとばかりにミーティアが胸を張った。

「実は、この国に牛肉幻想郷ギユートピアがあるかもしれないのだ」

「えっ、本当ですか？」

「この国で、最高のミノが手に入るところがあると聞いたのだ。私はそここそが牛肉幻想郷ギユートピアなのではないかと考えている。知らないか？」

　ミノ……確か、牛の胃の肉だ。キャロルは首をひねる。

「さい……きょう……のミノ……ですか？　はい、います。ここからそう遠くない荒野の外れに、最強のミノが住む迷宮ラビリンスがあります」

「本当か？」

　ミーティアは身を乗り出した。キャロルは、やや自信がなさそうに答える。

「詳しくは分かりません。誰も生きて帰ったことがないので……」

「うますぎてか？」

「かなりいくさが上手うまい、とは聞いています」

「かなり臭みが薄い、か。高品質の上ミノに間違いないな」

「迷宮ラビリンスには罠わなが仕掛けられていて、うかつに近寄ると蜂の巣にされてしまうとか」

「何と、ハチノスまでそろっているのか。これはいよいよ真しん実じつ味みが増してきたな」

　どうも話が噛かみ合っていない。ちなみに牛には四つの胃袋があり、第一の胃がミノ、第二の胃がハチノスである。

「あの、キャロル姫。姫が言っているミノというのは、ミノタウロスのことでは？」

「ええ、そうですよ？」

　やはり勘違いしている。

「ミーティア、あんたが言っているミノというのは、牛の胃袋のことだな？」

「それ以外に何が？　つまり牛の胃袋のことを、この国ではミノタウロスと呼ぶのか？」

「全然違う」

「分かった。タウリンが豊富なミノでミノタウロスだな？」

「いや全然違う」

　タウリンが豊富なミノって何だろう。いや、深く考えない方がいい。

「ミノタウロスというのは、牛の化け物です。迷宮ラビリンスに住んでいる最強のミノタウロスというのは、全ミノタウロスを統すべる、ミノタウロスキング。通称ミノ王です」

　キャロルが説明すると、ミーティアは「そういうことか」と呟つぶやき、満足げに頷いた。多分、まだ理解していない。

「牛か。ならば問題ない。さっそくミノタウロスを食べに行くぞ！」

「……ひょっとして、迷宮ラビリンスを焼肉店か何かと勘違いしてないか？」

「ち、違うのか？」

「違います。恐ろしい魔物が大勢いる、危険な場所ですよ」

　キャロルの説明によれば、神聖ベジタリア王国を襲っている魔物たちを支配しているのは四人の魔王であり、ミノ王はその中の一人なのだという。

「魔物たちの軍勢の方針は、四人の魔王──『冥府の四魔王』による合議制で決定されています。ちなみに魔王は、四年に一度の選挙によって選ばれているようです」

「意外に民主的だな」

「でも、変ですね」

　ブロッコが首をかしげた。

「今回、ベジタリア王都を襲った魔物たちの中には、ミノ王は含まれていませんでした。配下のミノタウロスたちも、全然いませんでした。なぜこんな大事な決戦に、ミノ王は参加していなかったんでしょう」

　王都は、この国のエルフたちの最大の拠点だ。わざわざ戦力を温存する理由がない。だが、アルヴィンにはその答えに何となく心当たりがあった。

「多分……本気を出してなかったんじゃないかと……」

「え、どういうことですか？」

「最初にゴブリンのような雑魚モンスターをまずはぶつけてみて、ベジタリア軍の様子をうかがってみたんじゃないか？　そしたら、思いのほかベジタリア軍が弱すぎて、簡単に王都を陥落させられてしまった……とかじゃないか？」

　野菜しか食べていないので当然だが、ベジタリア軍の兵士たちはびっくりするくらい弱い。魔物たちからしたら、軽くジャブを打ってみたら一発でＫＯしてしまったくらいの感覚かもしれない。

「そんな話はどうでもいい。私は早くミノタウロスを食べてみたい」

「まあいずれにしても、迷宮ラビリンスのミノ王は、倒さなければならない相手ではあるな。手下の魔物たちにこの国を襲わせているようだし……。まあ、オレとミーティアがいれば、攻略は可能か」

　ミノタウロスは半人半牛の姿をした、怪力自慢の魔物である。オーガよりもさらに強く、その斧おのから繰り出される一撃は、鋼鉄をも打ち砕くと言われている。

　ただ、ドラゴンすら簡単に倒してしまうミーティアなら、ミノタウロスの迷宮ラビリンスも易やす々やすと突破してしまうかもしれない。

「では、決まりだな。ミノタウロスを食べに行くぞ！　目指せ牛肉幻想郷ギユートピア！」

　ミーティアが勢いよく、拳を振り上げた。まだ勘違いしているようだ。

　ブロッコがこっそりアルヴィンに耳打ちした。

「……ミノタウロスって、食べてもあんまりおいしくなさそうですよね」

「多分な」

　その点は、黙っていた方がよさそうだった。




　　　　２




　そして、一夜が明けて。




「迷宮ラビリンスの手前まで来てしまったわけだが」

　古代帝国が築き上げた巨石都市の遺跡だ。今は誰も住んでおらず、密林に覆われたこの遺跡の中に、地下迷宮ラビリンスの入り口があるという。

「で、そのミノタウロスというのは、どこの畜産農家が育てているのだ？」

　相変わらずミーティアはピント外れの質問をしてくる。どうやらミノタウロスを、ブランド牛の銘柄と勘違いしているようだ。

「やはり一番うまいのは、若い雌牛か？　ベストな食べ方は？　タレは何をつけるのがオススメだ？」

「ですから、ミノタウロスというのは、恐ろしい牛の化け物でして……」

　キャロルが一生懸命誤解を解こうと試みるが、まるで成功していない。アルヴィンはというと、もう無駄な努力はしないと決めていた。

「恐ろしくうまい、牛肉界の化け物というわけか……。今から楽しみだな、じゅるり」

　だが、ミーティアの勘違いは好都合だ。ミノ王を倒すには、彼女の助力は欠かせない。このまま誤解していてくれた方が助かる。ある意味、バカでよかった。

「ミノタウロスに挑むのはいいが、一つ問題がある。オレとミーティアが迷宮ラビリンスに行っている間、誰がキャロル姫の護衛をするかだ」

「そ、それはもちろんボクが！」

「キャロル姫だけでなく、ブロッコの身も守らないとな。これはなかなか難しい」

「うう……」

　申し訳ないが、ブロッコは戦力外だ。戦う姿を見たわけではないが、身のこなしをちょっと観察しただけで、武芸の達人であるアルヴィンには「あっこいつ素人だな」と分かる。

　本当はいったん南の街セロポリスまで二人を送り届けたかったのだが、ミーティアが「ミノが先だ。早く食べたい」と言って聞かなかったのだ。そして気付いたらここまで来てしまった、というわけである。

「やっぱり今からでも、いったんセロポリスに向かった方が……」

「その必要はありませんよ」

　渋るアルヴィンに、にっこり笑ってキャロルが宣言した。

「わたしも迷宮ラビリンスへご一緒しますから」

「それは危ないですよキャロル姫。あなたは、安全なところで待っていてください」

「決して足手まといにはなりません。わたしも魔法が使えます」

「えっ、初耳ですけど!?」

　アルヴィンは驚いた。昨日の戦いの際にも、キャロルは一度として魔法など使わなかったはずだが……。

　とはいえ、エルフといえば魔法が得意な種族である。キャロルに魔法が使えてもおかしな話ではない。

「エルフですから、やはり風魔法？　それとも土魔法ですか？」

「ふふっ。そんなありきたりの魔法は使いませんよ」

　ということは、熟練の魔術師だけが使える上位魔法だろうか。それともエルフの王族だけに伝わる秘伝魔法だろうか。

「見ててください。……草原に宿る精霊よ、我に力を、大地に微笑ほほえみを、世界に安らぎを……えいっ」

　呪文を唱え、指を大地へと向ける。

　するとどうだろうか。草木の生えていない地面から、にょきにょきと植物が生えてきた。それはたちまち緑豊かな葉を茂らせ、美しい赤い花を咲かせた。

「どうです、きれいなお花が咲きました！」

「……」

　花の中央部分が、心なしか、人間の顔に見える。ニコニコマークだ。

　アルヴィンの全身から、力が抜けた。

「ベジタリア王家秘伝の、お花畑魔法です」

　キャロルは胸を張った。形のよい胸が、ぷるんと揺れた。

「キャロル様は、王家始まって以来の、お花畑魔法の天才なのです」

　ブロッコも胸を張った。こちらは胸は揺れなかった。

「……ちなみに、他にはどのような魔法を？」

「お花畑に雨を降らせて、水やりを簡単に済ますことなんかもできますよ。庭の草むしりも一瞬でできますし、野菜に害虫への耐性を付与したり、それから……」

「ソレハベンリデスネ」

　やっぱベジタリア王国駄目だわ。キャロル姫がどうとかベジタリア教がどうとかじゃなくて、王国丸ごと駄目だわ。アルヴィンはそう確信した。

「キャロル様は、野菜に『ありがとう』と言うだけで、その野菜のおいしさを劇的にアップさせることができるんですよ！　凄すごいと思いませんか!?」

　その『おいしさ』というのは誰がどうやって計測するのだろうか。いや、そこは深く追及してはいけない。

「で、それが魔物と戦うに当たってどのように役に立つと？」

「や、役に立つばかりが魔法ではないと思います……」

「論外だな。花を咲かせても、肉は焼けない」

　肉はこの際関係ないが、「キャロルの魔法は役に立たない」という点では、ミーティアの見解もアルヴィンと一緒のようだ。

　キャロルは静かにうつむいた。

「た、確かにわたしは、同行してもお二人の足を引っ張るだけでしょう……」

　無力感からか、キャロルの細腕は、わずかに震えていた。

「でも、わたしはどうしても一緒に行きたいのです」

　決然として、キャロルは顔を上げた。その翡ひ翠すい色の瞳からは強い意志が感じられた。伝統ある国を背負う、誇り高い王女の眼まな差ざしだった。

「ご自分の身を危険にさらしてでも、同行したいと？　それはどうしてですか？」

　王族としての責任感だろうか。危険な敵地へ自らも赴くことで、せめて王女としての務めを果たそうというのだろうか。

「だって、ミーティア様の惚ほれ惚ぼれするようなご活躍を、この目で見たいじゃありませんか。……えへっ」

　……全然違った。ずっこけるアルヴィンに、キャロルは慌てて補足した。

「あっ、もちろんアルヴィンの活躍も！　アルヴィンの活躍も見たいですよ！」

「それはどうも……」

「もちろんボクも行きますよ。キャロル様を危険な目に遭わせて、自分だけ安全なところにいるわけにはいきません」

　当然のように、ブロッコもそう主張した。

「いや、だけどそれは……」

「二人より四人の方がいい」

　なおも渋るアルヴィンに、ミーティアは力説した。

「焼肉は、大勢で食べる方がうまいだろうが！」

　この女は、どこまでも肉のことしか頭にないのだった。







　崩壊した巨石建築が、辺り一面を埋め尽くしている。

　多くの人々から尊崇されていたであろう寺院。在りし日の豊かな賑にぎわいがうかがえる列柱回廊。今なお誇り高く鎮座する凱がい旋せん門もん。それらの大部分は美しい緑色の苔こけに覆われ、時が止まったかのように、静かにそこに佇たたずんでいる。幻想的な光景だ。

　土の中に半分沈んだ方形の巨石に、大きな穴が開いている。アルヴィンが先行してその中を覗のぞき込むと、穴は地下に続いているようだ。

「ここが、地下迷宮ラビリンスの入り口になっているようだな」

　おそらくこのような地下への入り口が、この古代遺跡にはいくつもあるのだろう。

「古代帝国も、一時は世界の半分を制覇したそうですが、儚はかないものですね」

　偉大な文明のかつての栄華を偲しのび、ブロッコが呟つぶやいた。

「その古代帝国というのは、なぜ滅亡したんだ？　肉か？　肉を食わなかったからか？」

「キャロル姫、ここは滑りやすいですから、気をつけてください」

　巨石の上をよろよろと歩くキャロルを、アルヴィンは気遣った。

　すでに彼は、腹をくくっている。本当はキャロルを連れていくべきではない。だが彼女は、何が何でもアルヴィンたちについてくるつもりだ。

（ならば姫は、何が何でもオレが守る）

　アルヴィンに続いて、他の三人も入り口へとやってきた。ミーティアが中を覗き込んで歓声を上げた。

「ほう、これはなかなかオツだな！　まるで地下迷宮ラビリンスのような店だ」

　地下迷宮ラビリンスのような店ではなく地下迷宮ラビリンスなのだが、いちいちツッコんでいてはキリがない。

「マスター！　四名だが、席は空いているか？」

　入り口を覆うツタをくぐりながら、ミーティアは中へと入っていく。どうもツタを店ののれんと思い込んでいる。無言でアルヴィンも後を追った。

「ほう」

　ミーティアは興味深げだ。当たり前だが、中にはカウンターも客席もなかった。

　薄暗く、苔むした石畳の通路──まごうことなき地下迷宮ラビリンスだ。

「奥へ辿たどり着いた者だけが、ミノタウロスにありつけるというわけか」

　いやミノタウロスはありつくものじゃねえし。喉まで出かかったその言葉を呑のみ込みつつ、アルヴィンは仲間たちに警告した。

「いつ魔物が出てもおかしくない。ここからはさらに警戒が必要だ」

「問題ない。私の『覇肉の才』があれば、恐れるものなど何もない」

　平気でうそぶくミーティアに、アルヴィンは自身と相あい容いれぬものを感じた。

（気にくわんな）

　アルヴィンがこれまで数々の難敵を打ち破ってきたのは、単に身体的に強いからというだけではない。慎重すぎるほどの慎重さ、研ぎ澄まされた警戒心、己の力を過信することのない自制心。それらが、彼を数多あまたの危機から救ったのである。およそ歴戦の猛者というのは、そういうものだ。だが、ミーティアはアルヴィンの常識にはまったく当てはまらない。危険や脅威を楽しんでいるようにすら見える。

「ミーティア様さえいれば、何も怖いものはありませんね！」

　キャロルもピクニック気分でニコニコである。緊張感がない。

　と、次の瞬間、ミーティアがいなくなった。

　突然、本当に突然、ミーティアの姿が、掻かき消けすように消えてしまったのだ。

「ねえ、ミーティア様……って、あれ？　ミーティア様？　えええええ!?」

　ミーティアがいた場所に、ぽっかりと穴が開いている。落とし穴のトラップだ。ミーティアはまるで無警戒に、初歩的な罠わなに引っかかってしまったのだった。

　迷宮ラビリンス探索の際には、罠探知に長たけた盗賊シーフか狩人レンジヤーを先頭にするのが基本だ。本来であれば、そのいずれかをまず街でスカウトするべきだったのである。その点、アルヴィンもうかつだったのだが、ミーティアほどの強者なら、罠も簡単に見破れるものだと思っていた。こんなにあっさりトラップに引っかかってしまうとは予想外だった。

（いや、マジで何なんだこいつ。今までどうやって生きてきたんだ？）

　驚くよりも前に、アルヴィンは呆あきれてしまった。本当に意味が分からん。

　キャロルは顔面を蒼そう白はくにして、その場にへたり込んだ。

「大変！　ミーティア様が……」

「あいつなら大丈夫です。殺しても死なない奴やつですから。絶対に生きてます」

　ミーティアがどうなろうと、アルヴィンにとっては正直どうでもいいのである。だが、キャロルを悲しませたくはない。だから彼はそう言って姫を励ました。

「そ、そうですね。すぐに助けに向かいましょう！」

「いえ、むしろいったん引き返して街に向かいませんか？」

　この思いがけぬ危機に直面して、アルヴィンの判断力はむしろ冴さえ渡わたっていた。ここで慌てるような愚か者は、厳しい戦場では生きていけない。落ち着いて、冷静な決断をすべきなのだ。

「正直、オレ一人でキャロル様とブロッコを守りながら迷宮ラビリンスを進むのは危険です。本来であれば、ここは国家の正規軍を総動員しても攻略が難しいほどの危険な場所です。南の街セロポリスで戦力を整えましょう。ミーティアは放っておいてもまず死なないでしょうから……」

「アルヴィンさん、見損ないました！」

　黙って二人の会話を聞いていたブロッコが、突然、激怒した。

「いくらミーティアさんが凄すご腕うでといっても、普通の人間です。殺して死なないわけがないでしょう！　仲間なのに、どうして助けないのですか!?」

「え、いや、ちょっと待っ」

「放っておいても死なない、って何ですか!?　そんなわけがありますか！　この薄情者！」

「いやだから話を」

　ブロッコは、ミーティアの昨日の戦いぶりを知らない。「とてつもなくお強いんですよ！」とキャロルからいくら力説されていても、彼女はそれを自分の常識の範囲でしか理解していない。まさかトングでドラゴンを倒す女だとは思っていないのだ。

「キャロル様、ここはボクたちだけでも行きましょう。ミーティアさんの身が危ない！」

「分かった！　分かったから！　オレも行くから！」

　キャロルとブロッコの二人だけで迷宮ラビリンスの奥へ進むなど、自殺行為もいいところだ。アルヴィンとしては、そう言うしかなかった。

「ミーティア様……大丈夫でしょうか。いえ、アルヴィンの言うとおり、ミーティア様はとてもお強いお方。きっと生きていらっしゃいます。でも……でも……心配です」

　キャロルは本気でミーティアの身を案じている。色々とアレなところはあるが、やはり心はとてもピュアなのだ。

（姫を悲しませるようなことはしたくない）

　その思いが、ふつふつと彼の心に湧き上がってきた。

「キャロル姫。オレがついています。絶対にミーティアは助けます。だから安心してください」

「ありがとう、アルヴィン。あなたは本当にいい人ですね」

　そう言われて、悪い気はしない。自分もずいぶんとチョロいな、と内心で苦笑いするアルヴィンだった。
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　アルヴィンの剣が、白銀の煌きらめきを帯びて乱舞した。

　直後、薄暗い石畳の通路に、ケルベロスの三つ首がそろって転がった。

「まあ、さすがアルヴィン。地獄の番犬と言われるケルベロスを、一撃で倒してしまうなんて」

　キャロルがアルヴィンを絶賛した。アルヴィンは鼻が高い。自分でも惚ほれ惚ぼれするような剣捌さばきだった。

　ずんずん進む。次に現れた難敵も、アルヴィンは華麗な剣技で片付けた。醜い怪物の遺骸だけが後に残った。

「素敵、さすがアルヴィン。睨にらみ付けた相手を石に変えてしまうバジリスクを、背後からの奇襲で瞬殺してしまうなんて」

　キャロルが再びアルヴィンを絶賛した。またもアルヴィンは鼻が高い。

　さらに進む。またも現れた恐ろしい魔物たちも、アルヴィンの敵ではない。たちまち、物言わぬ血ち塗まみれの肉塊と成り果てた。

「素晴らしいわ、さすがアルヴィン。オーガ三体に囲まれた状況から、相手の連携を完璧に突き崩し、一体ずつ確実に仕留めていくなんて！」

　キャロルがまたまたアルヴィンを（以下略）。

　アルヴィンの剣には、一滴の血もついていない。剣を振るう彼のスピードが早すぎて、血が付着する間もなかったのだ。鮮やかに勝利を重ねて、アルヴィンは上機嫌だった。

　今日は絶好調だ。いつも以上に、自分の力が発揮できている気がする。

（オレは……さらに強くなっている）

　ミーティアの強さを目の当たりにし、プライドをバキバキにへし折られていたアルヴィンだったが、少しずつ自信を取り戻しつつあった。自分はまだまだ強くなれる、と確信した。

（何が、肉、だ。何が『覇肉の才』だ。強くなるために必要なのは、やはり鍛錬だ。絶え間ない鍛錬を重ねて、オレはここまで強くなった）

　今ならどんな恐ろしい敵と出会っても、負けない気がする。ミノタウロスとだって、今の自分なら、十分に渡り合える。そんな気がする。

「とてもかっこいいです。素敵です、素敵です、アルヴィン」

　キャロルが感激している。キャロルが褒めてくれる。それが、何と幸せなことか。

「凄すごいなんてもんじゃないですね。やっぱりアルヴィンさんは強いです」

　ブロッコも当然、アルヴィンを大絶賛だ。曲がりなりにも彼女は兵士で、強さへの憧れを持っている。地上最強クラスの剣技を目の当たりにして、感激しないはずはない。

（ぶっちゃけ、もうミーティアいらなくね？　オレ一人でどうにでもなるんじゃね？）

　今なら、少しくらい自うぬ惚ぼれても許されるだろう。ただし、もちろん慢心はしない。細心の注意を払いながら、彼は地下一階をじりじりと攻略した。

　そして……。

「見つけたぞ。地下二階への階段だ」

　あっという間に迷宮ラビリンスの地下一階を踏破してしまった。凄いぞ自分、とアルヴィンは内心で自画自賛した。

「早く行きましょう！」

　キャロルがせかした。

「いえ、姫、お下がりください。誰か来ます」

　階段を上ってくる人影があったのだ。しかも、殺気にあふれている。かなりの難敵かもしれない。

　つかつかつか……。

　ゆっくりと階段を上がってきたのは、薄いビキニアーマーを身にまとった金髪の美女だった。むろん、ミーティアだ。ムチムチの肌には、傷一つなかった。大きな革袋のようなものを肩に担いでいる。

「お前たちか。心配かけてすまない」

「ああ、ミーティア様！　お会いしとうございました！」

　さすがはミーティア、あっさりと自力で脱出していたようだ。

「それにしても、よく無事だったな」

　落とし穴の下には、落ちてきた者を串刺しにする槍やりが設置されているのが普通である。普通は助からない。

　ああ、とミーティアは頷うなずき、少しバツが悪そうに顔を赤らめた。

「まさかあんなところにすべり台があるとはな」

「すべり台」

　いや、あんたが落ちたのは落とし穴のトラップだから。常人はもれなく死ぬやつだから。

「つい童心に帰ってしまった。なかなか面白かったぞ」

　開いた口がふさがらないとはこのことである。呆ぼう然ぜんとするアルヴィンの傍らで、キャロルが感激してミーティアの手を取った。

「不肖このキャロルも、ミーティア様と一緒に恋のすべり台を転げ落ちたいものですわ！」

「鯉こいのすべり台？　いや、やはりここは魚でなく肉だろう！」

　何を言っているのか分からない。

　ツッコミの言葉も見つからないアルヴィンに、そうそう、とミーティアは呟つぶやいて、

「土産だ」

　ドサリと、革袋を放り投げた。

　袋の口を開いて、中を確かめた。何かよく分からない赤茶色の物体が、たくさん入っている。百はあるだろうか。これは何だろう。

「牛タンだ」

「牛タン」

　意味が分からなかった。迷宮ラビリンスの下層に、精肉店でもあったのか。

「正確にはミノタウロスの舌だ。下の階で、ミノタウロスを百体ほどまとめて狩ってきた」

「何というステーキなお方！　このキャロル、惚れ直しましたわ！」

「いやあんたマジで何なの!?」

　唖あ然ぜんとするしかない。アルヴィンも地下一階でかなり大暴れしたが、倒した魔物は十五体ほど。いずれもボス級の強敵だったが、ミノタウロス百体よりはインパクトが落ちる。

「ミノタウロスって、一体倒しただけで英雄として末代まで讃たたえられるレベルの強敵なんだけど!?　それを百体？　一度に？　というかまずミノタウロス百体に襲われるって事態がありえないんだけど!?」

　何もかも分からない。

「そもそも……ミノタウロスってそんなにいるのかよ!?」

　びっくりである。ミノ王が本気を出せば、ベジタリア王国などいつでも簡単に滅ぼすことができただろう。

「いや、分かった。ミノタウロスが百体もいたとかウソだろ？　本当はアレだ、牧場だ。地下に牧場があったんだろ？　ミノタウロスが経営する肉牛牧場があってそこの牛の舌を。そうか、ミノタウロスが牧畜をする時代か。すごい時代になったなあ」

　自分を納得させるようにアルヴィンが推測を披露すると、ミーティアは呆あきれ顔がおで呟いた。

「私がそんな小細工を弄すロースるような小物に見えるのか？」

「そうですよアルヴィン。ミノタウロスが牧畜なんてするはずがないでしょう？　だいたい、光も届かない地下にどうやって牧草を生やすのですか。少し冷静になってください」

「あっはい」

　キャロルがまともなことを言っている。彼女が冷静でいられたのは、ミノタウロス百体斬りがどれほどトンデモないことかよく理解していないからだろう。

　そのキャロルの隣では、ブロッコが固まっていた。彼女はアルヴィン以上に驚きよう愕がくに打ちのめされていた。

「ミ、ミノタウロスを百体……？　たった一人で……？　一人でミノタウロスを百体……？　そ、そんなことがありえるはずが……」

　ブロッコの脳は、事実に追いつけていなかった。

「本当に……？　本当だとすれば……人間じゃない……」

「ミノタウロス、初めて見たが、なかなかカワイイ生き物じゃないか。牛の化け物と聞いていたからどんな怪力自慢の超巨大生物なのかと思っていたが、何のことはない、ただの半人半牛だったな。拍子抜けしたぞ？」

　と、ミーティアはこともなげに言う。

「いや、その半人半牛が、めちゃくちゃ強いんだが……」

「私の前には、まな板の上のバラ肉も同様だ。これが『覇肉の才』だ」

　得意げに、ミーティアは金色の髪を掻かき上あげた。まだ口をあんぐりと開けているブロッコに、自信に満ちた口調で語りかける。

「肉を食べれば、お前も私のように強くなれるぞ」

「は？　肉を食べたくらいで、そんなに強くなれるわけがありますか！」

　あまりに常識的な反応に、思わずアルヴィンはブロッコの手を強く握り締めた。

「そうだ。その通りだ。お前は正しい。お前は正しいことを言っている……！」

「うわっどうしたんですかアルヴィンさん？　大の男が涙まで流して気持ち悪い……」

「そうだよな……。肉を食べたくらいでここまで強くなれるわけがないよな……」

　よかった、ここにまともな奴やつが一人いた。そうアルヴィンは安あん堵どする。自分の理性が信じられなくなるような事態が次々と起こっているが、やはりおかしいのは自分の頭ではなくてミーティアの方だ……。

「強くなるためには、やっぱり身体からだを鍛えるしかないよな！　そうだよな、ブロッコ！」

「いえ、強くなるためには、野菜を食べるのが一番です！　野菜こそが力！　野菜こそが正義！　ビバ野菜！　世界は野菜の下に屈するのです！」

「……お、おう」

　アルヴィンは頭を抱えた。こいつはこいつで、ヤベえやつだった。

　一方、キャロルはひたすらミーティアを気遣っている。

「ミーティア様、お怪け我がはありませんか？　恐ろしいトラップはありませんでしたか？」

「ああ、そういえば石弓のトラップに遭遇したな。うっかり足を踏み入れた者に、四方八方から研ぎ澄まされた矢が襲いかかるトラップだ。私も危うく蜂の巣にされそうになったが、難なく切り抜けたぞ」

「まあ、ステーキなご活躍ですね！」

「なぜならハチノスとは食べるものであって、自分がなるものではないからだ！」

「名言っぽく言ってるけど全然名言じゃねえから！」

「さすがミーティア様。ミーティア様にできないことなど何一つありませんわ」

「私にだって失敗はあるぞ。うますぎる焼肉食べ放題の店で一人で三十人前を食べてしまい、店を出禁になったりとかな。いけないと思いつつも、箸が止まらなかったのだ……」

「ただの食いしん坊のアホじゃねえか！」

　だが、そのアホが恐るべき力を秘めていることも、また確かなのだった。
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　階段を下り、地下二階へと進む。

　一本道の通路には、敵の気配がまったくない。全部ミーティアが倒してしまったのだろうか。

　やがて開けた所に出た。大広間だ。アカンサスの装飾が美しい石柱が、左右に規則正しく並んでいる。天井には色とりどりの魔光石が配置されており、床のモザイク模様を鮮やかに照らしていた。

　壮麗な光景だ。もともとは古代帝国の練兵場だったのだろう。

「ここだ。ここでミノタウロス百体に襲われて返り討ちにした」

　確かに、軍隊が整列するのにちょうどいい広間である。

　だが……アルヴィンは何か違和感を覚えた。何かがおかしい。自分がイメージしていた光景と、何かが違う。むしろ、この広間に出る前から、何か異常がなかったか。思い起こそうとするが、特に変わったことはなかった……いや、何もなかったことが、そもそもおかしいのだ。

　そうだ。あるべきものがないのだ。

「ミノタウロスを百体も狩ったにしては、やけに綺き麗れいだが？」

　見渡す限りの大広間に、ミノタウロスの死体が、一体もなかった。

　百体とは、とんでもない数である。本当に倒したのであれば、あちこちに舌を切られたミノタウロスの死体が転がっていないとおかしい。

「お前の疑いはもっともだ。これは私の愛剣に秘められし力だ。この剣は、銘を『焼肉定食』という」

　背中の剣を指差しながら、ミーティアは言った。

　何だかよく分からないが、そのネーミングセンスはミーティアのものだろう。

「この『焼肉定食』でとどめを刺されると、魔物は関連のある動物の特定部位の肉を残して、その場で消滅するのだ」

「はあ」

「ミノタウロスと関わりのある動物といえば、もちろん『牛』だ。『焼肉定食』に斬られたミノタウロスは、牛肉のおいしいところを残して消える。そういうことだ」

「何だその都合のいい能力は!?」

「だって、半牛とはいえ、ミノタウロスの死体を捌さばいて肉を取り出すのは、いくら何でもグロいだろう？」

　そういう問題ではないと思うが。

「この『焼肉定食』は、とても賢い。私が何の肉を食べたいのか、ちゃんと考えてくれている。一番うまいところの肉を選んでくれるぞ」

「まあ、とってもステーキな剣ですね、『焼肉定食』ちゃん。そんな剣をお持ちとは、さすがミーティア様」

　キャロルは、ミーティアに関することなら何でも賞賛の的である。ミーティア絶対褒めるウーマンだ。

「この階層のミノタウロスは、一人残らず牛タンにした。だから死体は残っていない」

「どうして全部倒したと分かる？」

「私は肉の匂いを感知する鼻を持っている。どこに肉牛がいても分かる。『肉喰ぐらい』として当然の技能だな」

「ソウデスカ。ソレハスゴイデスネ」

「信じていないな？」

　信じていないというより、「もはや何でもありだな」と呆れかえっていたのだが、ミーティアは自分の能力を披露する必要に駆られたのだろう。鼻をくんくんさせて、

「地下三階から、ミノタウロスが一体、こちらに向かっているぞ。三分後には姿を現すはずだ。上階がやけに静かなのを不審に思って、様子を見に来たのだろう」

　と、予言した。

　そしてジャスト三分。

「ほんとに来た！」

　現れたのは、法ほう衣えを身にまとい、巨大な杖つえを手にしたミノタウロスの姿だった。

　アルヴィンたちの姿を見て……というより、仲間たちの姿が全然見えないので、相手も驚いたようだ。だがすぐに冷静さを取り戻し、杖を構えて呪文らしきものを唱え始める。問答無用で攻撃してくるようだ。

「まさか、ミノタウロスが魔法を!?」

「ボク、聞いたことがあります。あれは確か……」

　ブロッコが記憶を探りながら言った。

「『牛頭ゴズの魔法使い』というやつです。通称、杖ミノ。普通のミノタウロスより強敵ですよ」

　杖ミノの呪文が完成し、杖の前に巨大な火球が浮かび上がった。轟ごう音おんを立てながら渦を巻いている。明らかに、まともに喰らったら死ぬやつである。勝利を確信したのか、杖ミノは地を鳴らすような大きな声で笑う。杖を振り上げる。火球はもの凄すごい速度で、まっすぐにこちらへ向かってきた。

「オレに任せろ！」

　アルヴィンが前に躍り出た。鋭く剣を振るい、火球を薙なぎ払はらう。その勢いに呑のまれ、火球はしぼむように掻かき消きえた。

　剣で魔法を打ち消すなど、普通は不可能な芸当である。だが、アルヴィンの尋常でない技のスピード、技のキレが、それを可能にしたのだ。

　杖ミノは、目を疑ったに違いない。だが、アルヴィンが剣を片手に突進してきたのを見て、慌てて杖を胸の前で構えた。ミノタウロスの体格だからこそ扱える、頑丈で大きな鉄製の杖である。人間ごとき、この杖で殴れば簡単に撲殺できるとみているのだろう。

　並の戦士ならば、確かにその通りだろう。だが──アルヴィンは並の戦士ではなかった。

「動きが遅い！　止まって見えるぞ！」

　杖ミノが杖を振り下ろすより早く、アルヴィンは敵の胸に、深々と剣を突き刺した。

　断末魔の咆ほう哮こうを上げて、杖ミノはばったりとその場に崩れ落ちた。

「わあ、やりますね、アルヴィン」

　キャロルの黄色い歓声が気持ちいい。我ながら鮮やかな手並みだ、とアルヴィンは強い手応えを感じ、やや格好をつけて剣を静かに鞘さやに収めた。

　腕組みをしてアルヴィンの活躍を眺めていたミーティアに、彼は言った。

「見たか。何が『覇肉の才』だ。オレだって、お前に負けちゃいない。ミノタウロスを百体……とまではいかないが、今日は本当に調子がいいんだ」

「それは、お前が昨日、竜の肉を食べたからだ」

　そう来たか……。

　ミーティアは、何が何でも力を肉に結びつけるつもりらしい。

「竜カルビ、うまかっただろう？　食材となった竜に、深く感謝を捧ささげただろう？　おいしく残さず食べただろう？　その気持ちがお前を強くしたのだ。お前の今日の力もまた、肉の力……『覇肉の才』なのだ」

「違う！」

　ミーティアの戯ざれ言ごとを、アルヴィンは強く否定した。

「これは、オレの鍛錬の結果だ。オレが強くなったのは、オレ自身の努力の成果だ」

「そうムキになるな。肉の力といっても、元はお前自身の才能だ。昨日初めて自分に『覇肉の才』があると知って、翌日の今日ですでにこれだ。昨日得たばかりの力をすでにして使いこなすとは、恐ろしいほどの才能だ。やはりお前は、私以上の『肉喰らい』なのだ」

「確かに今日のアルヴィンは絶好調ですね」

　キャロルがにこにこした。

「もしかしてドラゴンの肉には、食べた者の力を一時的に増幅させるような特殊な魔力が秘められていたりするのでしょうか？」

　アルヴィンはハッとした。それは、十分にありうる話だ。ドラゴンの牙は炎を放つ魔法剣、鱗うろこはあらゆる魔法攻撃を防ぐ盾の材料になると言われている。肉にも、何か魔法の力が秘められていても不思議ではない。いや、何かそのような伝承を聞いたことがある……。

「いにしえの時代の皇帝は不老不死の存在となることを切望し、ドラゴンの肉を所望した、と聞いたことがある。ドラゴンは、全身に凄すさまじい量の魔力素マナを蓄えているからだと……。つまりそういうことなのか？　ドラゴンの肉に含まれる魔力が、オレの好調の素なのか？」

　ミーティアは鼻で笑った。

「迷信に惑わされるとは、愚かな。たかが竜肉にそんな力があるわけなかろう。肉に貴き賤せんなし。竜肉に特別な力があるのではなく、食べた者の『覇肉の才』によって、その力を得ることができるのだ。牛肉や豚肉と一緒だ。おいしくいただくことで、食べた者は強くなる。それだけのことだ。何もおかしなことはない」

「おかしなことしかないんだが」

「それはそうと……」

　ぐるるるる、とミーティアの腹が鳴った。

「昼食休憩にしよう」

　ミーティアの唇からは、よだれがだらしなく垂れていた。手に入れたばかりの牛タンを早く食べたくて仕方がなかったに違いない。







　火をおこし、肉を焼く準備をした。

　準備をするのは、アルヴィンの役目である。鉄板や焼き網、燃料の木炭などの焼肉セット一式は、すべてミーティアの私物だ。道具にこだわりはないらしく、あまり手入れがされていなくて汚い。ちなみにここまで運んできたのはキャロルである。せめて戦闘以外の部分で役に立ちたいと、アイテム係を申し出たのだ。

「ミーティア様と肉を食べるためなら、どんなことでもいたしますわ」

　何も地下迷宮ラビリンスの中で食べることはないと思うのだが、腹が減ったとミーティアがうるさいので仕方がない。アルヴィンは黙々と網の上に牛タンを載せた。

　それを、ミーティアとキャロルが次から次へと食べていく。

「あれっ、アルヴィンは食べないのれふか？」

　肉を焼く係に徹するアルヴィンを不審に思い、キャロルが声をかけた。口にものを入れながらしゃべるキャロル姫、はしたないけどかわいい。

「ええ。オレは、戦いが終わるまでは何も口にしない主義です。満腹になると、動きが鈍りますから」

　アルヴィンは、どこまでもストイックなのである。だがキャロルは納得しなかった。自分の箸で牛タンをつまむと、

「食べなきゃらめれふよ。はいっ」

　それをアルヴィンの口に押し込んだ。

（こ、これは……）

　キャロルに、「あーん」してもらったのだ。「あーん」である。しかもキャロルの箸だ。間接キスだ。

　天にも昇る気持ちに包まれながら、アルヴィンは牛タンをゆっくりと噛かみしめた。「戦いが終わるまでは何も口にしない主義です（キリッ）」とか言っていたのももうどうでもよくなっていた。

「うまい」

　何だろう。めちゃくちゃうまい。キャロルに「あーん」してもらったのでなおさらだが、それを抜きにしても純粋に牛タンがやたらめったらうまい。

　だが、そのアルヴィンの感想に、ミーティアは渋い顔になった。

「お前はうまいものを食べても『うまい』としか言わないのだな」

「だめか？」

「当たり前だ。そんなことで食レポが務まるか」

「いったいオレに何をさせる気だよ……」

「はふはふ、おいしいですねえ。まるで、甘酸っぱい初恋のキスの味」

「ほら、キャロルの見事な比喩表現を見習え」

「いや、牛タンがキスの味っておかしいから！」

　少なくとも、かなり独特の感性だ。その言語感覚はどうなのか。

「それとも何ですか、キャロル姫の初恋のキスの相手は肉牛ですか」

「まあ、いやですわアルヴィン」

　キャロルは頬ほおを赤らめ、もじもじした。

「ミーティア様の唇は、きっと肉汁の味がします」

　確かにミーティアはそうだろうが、それが初恋のキスの味でいいのだろうか。げんなりしながら、アルヴィンは無言で網の上の牛タンをひっくり返した。

　その場の雰囲気に流されて、なんだかんだで、アルヴィンも結局牛タンをガッツリ食べてしまった。だが、その輪の中に入っていない者がいた。

　ブロッコである。敬けい虔けんなベジタリア教徒である彼女は、肉を食べていない。一人だけ、生のキャベツをかじっている。

（いやいや、キャベツが主食はないだろ……）

　細いわけである。本人は「健康食」と言っているが、どう見ても不健康だ。

「ブロッコ。どうしても、肉は嫌か？」

「はい。でも、ミーティアさん、アルヴィンさんを見ていて、気付いたことがあります」

　アルヴィンが訊たずねると、ブロッコはぽつりと漏らした。

「お二人に比べて、ボクは弱い……あまりにも弱すぎる、ということです……」

「……え、今さら!?」

　申し訳ないが、それがアルヴィンの本音であった。自覚なかったのか……。

「だって、ボクは野菜が最強だと信じてましたから……。野菜を食べているボクは、世界最強だと信じていたんです。でも……違った」

「そりゃそうだ」

　野菜を食べていれば最強とか、申し訳ないが、アホではなかろうか。

　それならまだ肉の方が分かる。いやミーティアのは分からないが。

「アルヴィンさん。あなたはベジタリア教のことを誤解しています」

　アルヴィンからベジタリア教へのネガティブな感情を感じ取ったのか、ブロッコは弁明した。

「ベジタリア教は、とても『強い』宗教です」

「強い……？」

　よく分からなかった。ベジタリア教を信じて野菜ばかり食べた結果、この国の民はこれほど軟弱になったのではないのか。

「キャロル様が創始したベジタリア教は、みんなを笑顔にしたんです。何もないと言われていたこの国には、世界に誇れるおいしい野菜がある。それを発見して、宗教を作って国ぐるみで野菜推しを推進させたのは、キャロル様です。今では、世界中の人々がベジタリア印のブランド野菜を食べています。このまま品種改良を重ね、高品質の野菜をどんどん出荷すれば、この国は貧しさから脱却できる。そんな希望を、みんなが抱いたんです」

　アルヴィンは、黙ってブロッコの言葉に聞き入っていた。ベジタリア教の普及にそんな理由があったとは、考えたこともなかった。どんなヘンテコな行動にも、その人たちなりの理由がある……当たり前のことだが、それを彼はすっかり忘れていたのだ。

「だから、ボクたちベジタリア王国民……ベジタリア教徒は、誇りを持って野菜だけを食べていたんです」

（いい話じゃないか）

　アルヴィンはちょっとばかり感動した。

（いやでも、待てよ……？）

　今の話と、若干噛かみ合わない事実がある。

「でも……オレ、王都の人たちが肉を食べているところを見たぞ」

「えっ」

　ブロッコが顔色を失った。

「そ、そんなはずは……」

「いや、間違いない」

　王都に到着した、ちょうどその日だ。王宮に行く前に街の酒場に寄ったアルヴィンは、街の人たちが肉料理を普通に食べているところを目撃したのだ。

「メニューにはなかったが、何度か見かけたぞ。そうそう、確か『やれやれ、お姫様のワガママにも困ったもんだぜ』とか『バレなければ大丈夫さ』とか、そんなことを言ってたな。そのときは何のことだか分からなかったけど、宗教で肉が禁止されていたから、コッソリ食べていたんだな」

「いやっ、そんなはずはないです！」

　ブロッコは涙目になった。

「国民こぞって……ベジタリア教を歓迎して……ベジタリア王国は新鮮な野菜で大ブレイクして……それは全部キャロル様の功績で……だからそれを嫌がってた人なんているはずが……」

　まあブロッコの主張も、真実の一面ではあるのだろう。多くの人がベジタリア教を受け入れ、自分たちが育てた野菜に誇りを持っているというのは、事実には違いない。だが、すべての国民がブロッコたちと同じ気持ちを共有していると信じるのは、さすがに純真すぎる。

「確かに野菜は身体からだにいいかもしれないが、それしか食べないのは、ちょっとなあ。平和な時代の庶民ならまだしも、それで戦うのは無理だ」

「ブロッコも肉を食べましょう！」

　ここぞとばかりに、キャロルが熱弁をふるった。

「肉を食べることで筋肉もつきますし、きっとおっぱいも大きくなりますよ！」

「ちょ、胸は関係ないでしょう!?」

「今、『おっぱい』と言ったか？」

　ミーティアが目を光らせた。

「私はおっぱいが大好きでな。おっぱいのこととなると黙ってはおれんのだ」

　身を乗り出して、ミーティアはまくし立てた。すごい食いつき方だ。アルヴィンは驚いた。肉以外のものに、こうまでミーティアが興味を示すとは……。

「えっ、ほ、本当ですか!?」

　キャロルは恥ずかしそうにうつむき、もじもじした。

「よ、よろしかったら……も、揉もみますか？」

「ああ、おっぱいはよく揉んだ方がいい」

（オレは何ちゅう会話を聞かされているんだ……）

　この場に男子も混ざっていることを、キャロルもミーティアも忘れているのではないだろうか。めちゃくちゃ気まずい。

「なあアルヴィン。お前もおっぱいが好きだろう？」

「え……（オレに振るのかよ！）」

「お前もおっぱいは大好きだろう!?　そうだろう!?」

　前のめりに、ミーティアはアルヴィンに詰め寄った。その拍子に、ミーティアの爆乳が、どどーん、と揺れた。

　改めて目の当たりにすると、すごい迫力のおっぱいだ。サイズのまったく合っていないビキニアーマーからこぼれ出るそれは、まさにホルスタインだ。

　慌てて、視線をそらした。代わりに目の中に飛び込んできたのは、キャロルの白い巨乳だった。こちらも、清せい楚そなドレスに包まれてこそいるが、その暴力的な魅力をまるで隠し切れていないわがままボディだ。
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　再度、視線をそらした。今度はブロッコの真っ平らな胸が目に入り、アルヴィンはようやく落ち着きを取り戻した。危ない危ない。

「は、恥ずかしいですけど……ミーティア様がお望みでしたら……」

　キャロルはまだもじもじしている。こちらは全然落ち着いていない。

「ふつつかですけど……ど、どうぞ！」

　顔を真っ赤にして、ミーティアに胸を突き出すキャロル。

　だがミーティアは首をかしげた。

「どうぞも何も、どこにおっぱいがある？」

「は？」

　話が噛み合わない。

「え、えっと……それはつまり、わたし程度のおっぱいでは、おっぱいではないと？　確かに、ミーティア様と比べたら、そこまで大きくないかもですけど」

　いや、十分大きい。ミーティアと比べるのが間違いなのだ。

「さっきから何を言っている？　この場におっぱいがあったら、私はとっくにむしゃぶりついているぞ」

「ミーティア……あんた、また何か勘違いをしているな？」

「はあ？　勘違いなどしようがないではないか。『おっぱい』といえば、普通、雌豚や雌牛の乳房の肉のことだろう？　あまりメジャーな部位ではないが……」

　……やっぱり肉の話だった。

「いえ、普通、おっぱいと言えば、人間やエルフの女性の乳房のことだと思いますが……」

「そう……なのか？」

　勘違いに気付き、ミーティアは気まずそうにごまかした。

「そっちかー。まさかそっちだとは思わなかったわー」

　目が泳いでいる。

「だ、だって、焼肉屋で『おっぱい』と言って、そっちは出てこないだろう」

　そりゃそうだ。いや、そっちが出てくるコンセプトの店もあるかもしれないが、それは一般の焼肉屋とは趣旨が異なる店である。

「……疲れた」

　アルヴィンはぼやいた。ミーティアの相手をしていると、無駄に消耗してしまう。







　ミーティアはまだ食べ足りなそうな顔をしていたが（といっても、すでに十人前は食べている）、そろそろ探索を再開しなければならない。アルヴィンは火を消し、食材や調理道具を片付けた。

　忘れ物がないことを確認し、アイテム係のキャロルが道具を背負う。

「さあ皆さん、出発しましょう」

　アルヴィンは頷うなずいた。この大広間を抜けた向こうに、地下三階に続く階段があるはずだ。恐るべきミノ王が、待ち構えている。ミーティアといるとつい調子が狂ってしまうが、ここからは気を引き締めていかなければならない。

　そのときだった。

「その必要はない、招かれざる客どもよ」

　地の底から湧き起こるような大音声が、大広間に轟とどろき渡わたった。




　　　　５




　そのミノタウロスは、王冠を被かぶり、特大サイズの大おお斧おのを構え、黒光りのする大きな甲かつ冑ちゆうをまとっていた。

　普通のミノタウロスよりも、一回り大きい。大勢の手下たちを引き連れていたが、彼らの存在が目に入らなくなるほど、その存在は圧倒的だった。倨きよ傲ごうと剛胆を垣かい間ま見みさせる威圧的な風格が、その魔物にはあった。

　間違いない。ミノタウロスたちの、王だ。

「余の居城で、よくも暴れてくれたものだな、人間族の戦士たちよ」

　その声が、間違いなくミノタウロスの王から発せられたので、アルヴィンは驚きよう愕がくした。

「このミノタウロスは、ヒューマノイド語を話すのか」

　アルヴィンたちが普段口にしているヒューマノイド語は、人間族やエルフ族の間で広く話される言語である。知性の高い魔物の中にはヒューマノイド語を話すものもいるが、ヒューマノイド語を流りゆう暢ちように話すミノタウロスなど聞いたことがない。

　ミノタウロスの王は、不敵に笑った。

「人間族の中にも、我らミノタウロスのように貪欲な者もおれば、オーガのように他人を食い物にする輩やからもおろう。人間の言葉を話すミノタウロスがいたとて、不思議なことではあるまい」

　巧みな言葉遣いは、自身の知性を誇示するものである。なるほど、さすがに王だけあって、一筋縄ではいかないらしい。

　ミーティアが前に躍り出た。

「お前がミノ王か。私はミーティア、人間族の戦士だ。よろしくお願いするミノ」

　最後、語尾がおかしかったので、思わずアルヴィンはずっこけた。ミノ王も虚を突かれたらしく、とっさに反応に困り絶句している。

「ミノ王がヒューマノイド語を話してくれているのだ。こちらはミノタウロス語で応じなければ失礼だミノ」

「いや、ヒューマノイド語の語尾を『ミノ』にしただけでミノタウロス語にはならないから……」

「な、なかなか面白いお嬢さんだな、招かれざる客よ」

　ミーティアの振る舞いに、ミノ王も調子を狂わされている。

「ところで、招かれざる客……ということは、この店は一見さんお断りだったミノか？」

　まだミーティアはこの地下迷宮ラビリンスを焼肉屋だと誤解しているようだ。

「少なくとも、我が部下を害するような者どもを賓客として遇することはできぬな」

　そう言って、ミノ王は手振りで手下たちに指示を下した。わらわらと、手下たちがミノ王の周囲を取り囲んだ。

　斧を構えた、ごくオーソドックスなミノタウロス。

　金色の仮面と甲冑で武装したミノタウロス。

　銀色の仮面と甲冑で武装したミノタウロス。

　槍やりを構えたミノタウロス。

　さらには……馬に乗ったミノタウロスまでいる。

　王の号令の下、彼らは、一糸乱れぬ統率で、素早くフォーメーションを組んだ！

「は、早い！」

　相当に訓練された動きであり、事前によく練られた戦術であることがよく分かる。そして完成した布陣は──。

「余が編み出した鉄壁の布陣『ミノ囲い』だ」

「ミノ囲い」

「余の前にひれ伏すがいい！」

　ミノ王は、高らかに哄こう笑しようした。勝利を確信した表情だった。




　その守りを図で表すと、次のようになる。
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　これが何を意味するのか、熟練の戦士であるアルヴィンは瞬時に理解した。

「付け入る隙がない」

　素人には分からない。だが、どこから攻撃しても、巧みな連携で手痛い反撃を受けるようになっている。相当に堅けん牢ろうな陣形だ。さすがのミーティアでも、これは攻めあぐねるはずである。

「ミーティアさん！　アルヴィンさん！　お二人なら、あの守りも突破できるのではないのですか」

「無理だな。あれは決まった手順で攻略しないと、こちらが痛い目に遭う。闇雲に突っ込めばいいってものじゃない」

「問題ない。脳みそが肉でできている私に任せるミノ」

　自信たっぷりに、ミーティアがにやりと笑った。

（いや、「脳みそが肉でできている」って何だよ……）

「私はアホです」という意味にしか聞こえないが、多分彼女的には「私は頭がいい」と言いたいのだろう。どんな状況でも彼女にとって「肉」とは最上級の褒め言葉なのだ。

「要は、対戦型盤上遊戯の要領だミノ。であれば、私の得意分野だミノ」

「えっ」

　対戦型盤上遊戯がミーティアの得意分野とはどういうことか。

「焼肉は、網の上で繰り広げられる高度な盤上遊戯だミノ」

「ああ……」

　分かったような分かってないような、曖昧な返事をアルヴィンはした。考えるのも相あい槌づちを打つのも面倒になったのである。

（というか、いつまでその口調続けるんだろう……）

「この布陣は、横から崩すのが定石だミノ」

「定石とかあるのか」

　いつの間に研究されていたのか。実はどこかの地方では、よく知られた戦法だったりするのだろうか。何だか分からないが、定石があるということなら、それを探り当てればいい。そうと分かれば、正解を導き出すのはそれほど難しくはない。

「なるほど、つまりはそういうことか」

　アルヴィンは、単なる武辺者ではない。戦略戦術にも長たけている。ミーティアの考えている手筋を素早く理解し、

「この戦場を仮に九×九マスの盤上とみなすとして……まずは▲２一にミーティアが陣取り、さらに▲５五にオレ。そこからミーティアが△６一の金ミノに突進して倒し……あるいは、▲５五にオレが居座った状態で▲７四にブロッコを突っ込ませて囮おとりにして……よし、いずれにしても相手はこちらの攻めを受けきれずに詰みだ！」

　瞬時に、詰みを弾はじき出した。

　ミーティアに目配せをした。▲５五に自分が行くから、それに合わせて▲２一に移動せよという指示である。定石を理解している彼女なら、それだけで分かってくれるはずだ──。

　そのはずだった。

　だが……ミーティアはアルヴィンの意図などおかまいなしに、彼が動き出すよりも早く、前方の歩ミノに正面から突っ込んだ！

「えっ」

　アルヴィンは混乱した。それではどうやっても詰まない。ミーティアの言う「横から崩す定石」とも合わない。いったい彼女は何を考えているのか。

「馬鹿め。貴様は戦い方を知らん」

　ミーティアの無謀な手筋を、ミノ王がせせら笑った。それでアルヴィンは絶望した。もしかすると、ミーティアは彼が気付いていない、もっと短い手筋の「詰み」を見つけたのではないか──そういうわずかな期待が、泡と消えたのだ。ミノ王は、「ミノ囲い」に関わるあらゆる手筋を知り尽くしているに違いないからである。

　だが……ミーティアは余裕の表情だった。

「一番近い奴やつから殴るのが一番手っ取り早いミノ」

「わざわざ自分から不利になる手を選ぶとは、貴様は愚か者よ」

「違うな。私を敵に回すのだ。相手の方が不利に決まっているミノ」

（何だその理屈は……）

　アルヴィンは絶句した。もはや戦術だとか、手筋やら詰みがどうとかは関係ない。むちゃくちゃである。

　そのときだった。

　ミーティアが背中の剣を抜いた。抜かれたと同時に、彼女の愛剣『焼肉定食』が、静かに閃せん光こうとなって爆はぜた。

　ただ一瞬の出来事であった。

　ミノ王以外のすべてのミノが、瞬く間に、消滅した。

　本当に、瞬時に、何も残さずに綺き麗れいさっぱりと……。

「はあああああ!?」

　いや、何か残っている。ミノたちがいたはずのところに、赤みを帯びた白い塊があった。肉だ。おそらくはあれが……ミノ（肉の部位）だ。

　ミーティアの愛剣『焼肉定食』の力によって、ミノタウロスたちはおいしい牛肉を残してこの世から掻かき消きえたのである。

「そ、そんな馬鹿なあっ」

　部下たちが一瞬で焼肉屋の食材と化してしまい、ミノ王も呆ぼう然ぜんとしている。『冥府の四魔王』の一角として、魔物たちの畏怖を一身に集めているはずの彼である。こんな展開は、まったく予想していなかったに違いない。

「ミノタウロスには、致命的な弱点があるミノ。それは牛肉を食べると共食いになってしまうということだミノ」

　そう言って、ミーティアはクールに（多分本人はクールにキメているつもりのはずだ）笑った。

「ゆえに、ミノタウロスは牛肉を食べていない。よって、私よりも弱い。簡単な三段論法だミノ」

　それ三段論法と違う、とアルヴィンは思ったが、例によって面倒なのでツッコまなかった。

　もはやミノ王を取り囲むのは、頼もしい部下たちではなく、彼らの成れの果てであるミノ肉であった。




　図にすると、こんな感じだ。
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「これぞ真のミノ囲いだ！」

「さすがですわっ、何てステーキなのでしょう、ミーティア様！」

　キャロルはもうメロメロである。

「こ、こうなればヤケだ！　勝つためなら、余は何だってするぞ！」

　ここでミノ王は驚くべき行動に出た。なんと、彼は巨体に似合わぬ恐るべき跳躍力で、部下の成れの果てであるミノ（肉）の山を飛び越え、離れたところにぽつんと立っていたキャロルの目の前に着地したのである。目にも留まらぬ早業であった。アルヴィンが設定した盤面でいうと、８二から８八まで、一気に６マスも移動したのだ。玉将おうとしてあり得ない動きだ。間違いなく反則である。

　ミノ（肉）をどう調理するかで頭がいっぱいだったのだろうか、ミーティアともあろう者が、一瞬、反応が遅れた。

　ミノ王は、左手でキャロルの細すぎる腰を鷲わしづかみにし、軽々と持ち上げた。キャロルの清せい楚そで美しい顔は、恐怖で引きつっている。

「ぐわははは、このエルフの娘は人質だ」

　勝ち誇ったように、ミノ王が絶叫する。

「一歩でも動いてみろ。この娘の生命いのちは──がはっ」

　ミノ王は血を吐いた。驚きよう愕がくして、彼は自らの胸に目をやった。血ち塗まみれの剣が突き出ていた。

「な、なんだこれは……」

「薄汚い手でキャロル姫に触るな、牛野郎が」

　ミノ王に背中から剣を突き立てていたのは、アルヴィンだった。返り血を頬ほおに浴びながら、彼は剣を握る手を緩めなかった。

「き、貴様！　いつの間に!?」

「ミーティアだけにいい格好はさせられないんでね」

　常にキャロルを気遣っていた彼は、敵が彼女を人質に取る可能性をいつも考慮に入れていた。だからミノ王がミノ（肉）を飛び越えて跳躍したその瞬間、アルヴィンは正確に敵の意図を察した。そして、敵の死角から素早く背後に回り込んだのである。

　熟練の戦士としての勘で、ミノ王は、アルヴィンよりミーティアの方がずっと強敵であると考えていたのだろう。ゆえに、彼の注意はミーティアに向いており、アルヴィンが彼の予測を遥はるかに超えた速度で自らの背面に回っていたことに気付かなかったのである。

「魔王だか牛魔王だか知らないが、姫に手を出して生きて帰れると思うなよ」

　ミノ王は、頑丈そうな黒い甲かつ冑ちゆうを身につけている。その甲冑ごと、アルヴィンの剣はミノ王の背中から胸までを貫通していた。アルヴィンは自分に驚いていた。とっさの行動だが、こんな芸当ができるとは、自分でも思わなかったからである。

『冥府の四魔王』の一人として、圧倒的な力を誇るミノ王。まさか一介の人間ごときに後れを取るとは、思いもしなかったはずだ。

　ミノ王の左手から力が抜け、キャロルの身体からだは地面へと落下した。幸い、怪け我がもなく着地できたようだ。すぐにミーティアの背後へと身を隠した。

　血を吐きながら、ミノ王はよろよろと前につんのめった。その背中を、アルヴィンは容赦なく蹴飛ばした。

「さあミーティア、やってくれ」

「了解した。とどめだミノ！」

　ミーティアの愛剣『焼肉定食』が、咆ほう哮こうを轟とどろかせた。それはミノ王の左肩から右の脇腹を、ざっくりと切り裂いた。

「余が滅びるなど……そんな、そんなことが……嫌だああ……死にたくないミノおおお！」

　ミーティアの変な語尾に感染した断末魔の叫びとともに、ミノ王は消滅した──ミノ（肉）を残して。

「凄すごい、やりましたね！　ミーティア様！　アルヴィン！」

「お二人とも凄いです！」

　キャロルとブロッコが目を輝かせた。

　アルヴィンは、ここぞという見せ場を作ることができて満足だった。何もかもミーティアに全部持ってかれるかも──と密ひそかに心配だったのだが、杞き憂ゆうであった。

（これも日頃の鍛錬の成果だな）

　断じて、昨日竜肉を食べたからなどということではない。絶対に絶対に違う。

　確かにミーティアは強いが、その強さを過信して、注意力が散漫なところがある。だから今みたいに油断してピンチを招くのだ。

「最後の最後で詰めが甘かったな、ミーティア」

「そうだな、焼肉の締めは甘いデザートで決まりだな」

　ちょっと嫌みを言ってみたが、ミーティアには通じなかった。

（いや、何でそこ聞き間違えるの？）
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「おいしいですね、ミノ」

「うむ、そうだな」

　バーベキューパーティー。

　家族で、友達で、職場の同僚で、みんなでわいわい盛り上がる、楽しい食事イベントだ。空はよく晴れていて、小川のせせらぎがたいそう気持ちよい。時を忘れて、これまでのこと、これからのことを語り合いながら、肉をつつき合う。

　主な食材は、ミノタウロスからゲットした牛タンとミノだ。塩ダレにたっぷり浸した牛タンの味わいもさることながら、ミノのコリコリとした食感がたまらない。特にミノ王のミノは、まぎれもない絶品だ。ミーティアもキャロルもご機嫌である。黙々と焼きピーマンをかじるブロッコも、まんざらではなさそうな様子だ。

　のどかな光景である。

　本当はそんな場合ではないのだ。

　ミノ王の迷宮ラビリンスを攻略した後、一行は南の街セロポリスを訪れた。そして呆然とした。すでに廃はい墟きよとなっていたのだ。

　本来は、東西交易の中心地として栄えていた街だ。森と半ば同化したような緑豊かな都市で、古くからのエルフの伝統に倣い、樹上に木造の住居が建てられていた。街の中を鹿が走り、小鳥たちが戯れ、川の豊かな清流が日々の生活に追われる住人たちの疲れを癒やす。平和そのもののような街だった。

　だが、ここも王都とほとんど同時に魔物たちに襲撃され、滅ぼされてしまったらしい。

　木々は焼き払われ、草花は枯れ、住居もめちゃくちゃに破壊されていた。焦げた匂いがまだ漂っていた。住人の死体は見つからなかった。おそらく、魔物たちの攻撃にさらされた時点で抗戦を諦め、どこかに退去したものと思われた。

　魔物たちもここを占拠する意思はなかった模様で、破壊するだけ破壊した後は、自分たちの住すみ処かに帰っていったようだ。だから今のセロポリスはまったくの無人となっていた。

　その廃墟となった自然都市セロポリスに即席のキャンプ場をつくり、アルヴィンたちは静かにミノを食べていた。

（腹ごしらえは確かに必要だ）

　その点は、アルヴィンにも異議はない。

（だが、何だこれは。ピクニックじゃないんだぞ）

　大自然に囲まれて、川のほとりでバーベキュー。どう考えても、レジャーそのものだ。すぐ隣には、焼け焦げた住居や集会所や教会の跡もあるが、それはそれで「廃墟マニアおすすめの絶景スポット」みたいになっている。

　こんなことでいいのだろうか。ミーティアがマイペースなのはいつものことだが、キャロル姫にはもっと、事態を深刻に受け止めてもらいたいところだ。

「で、このミノ王のミノが、ミーティア様の探しておられた『最高のミノ』なのですか？」

「香りといい食感といい味といい、間違いなく最高級のミノだ……。だが、これは私の追い求める究極のミノではない」

「十人前食べながら今さら何言ってんだ」

　ツッコんだアルヴィンも、すでに二人前を平らげている。これは止まらない。

「アルヴィン。お前はこのミノをどう思った？」

「どうって……まあ、普通にうまいが？」

　アルヴィンが淡々と答えると、ミーティアは深く溜ため息いきを吐ついた。

「お前の語彙の貧困さには、つくづく失望させられるな。それでは大食い芸人としてやっていけないぞ」

「ならねえよ！　オレに何をさせる気だ！」

　アルヴィンのツッコミを、ミーティアはごく自然に無視した。

「そう、このミノは、普通にうまい。せいぜいその程度だ。私の追い求める『最高のミノ』であれば、『今まで私が食べてきたミノは一体何だったのか』と、これまでの人生観がぶっ壊れるくらいの美味であるはずだ。だが、そうではなかった。私の求める牛肉幻想郷ギユートピアは、ここではなかったのだ」

　牛肉幻想郷ギユートピアのことはさておき、これからどうするかを考えなければならない。『冥府の四魔王』の一角であるミノ王を倒したとはいえ、依然として魔物たちの勢力は強大だ。キャロルに判断を求めると、美しいエルフの姫はにんじん色の髪を揺らして答えた。

「そんなの簡単です。ミーティア様とアルヴィンで王都のオーガやゴブリンたちを全部やっつけてしまえばいいんです。お二人が力を合わせれば可能です」

　するとミーティアは渋い顔をした。

「勘違いするな、キャロル。私の旅の目的は、遥はるかなる牛肉幻想郷ギユートピアを見つけることだ。この国を救うのは、私の役目ではない」

「そんな……。ミーティア様がこの国を救ってくださったあかつきには、国中の肉という肉をすべて差し上げますのに」

「この国を救うのは、この男の役割だ」

　金の髪をさらさらと揺らして、ミーティアはアルヴィンを指差した。

「この国を守るための傭よう兵へいとして雇われたのは、アルヴィン、お前だろう？　だから、お前がこの国を救うのだ。『覇肉の才』で」

「最後の一言だけ余計だが、もちろん、オレはそのつもりだ」

「そう……でしたね。ええ、アルヴィンなら、きっとやってくれます」

　自分に言い聞かせるように、キャロルは頷うなずいた。

　アルヴィンは火を消し、ブロッコと一緒にバーベキューセットを片付け始めた。ミーティアはまだ食べ足りなそうな顔をしていたが。

「……ん？」

　人の気配がする。街の生存者だろうか。あるいは、廃墟となった街に物をあさりに来た盗賊シーフの可能性もある。アルヴィンが警戒しながらそちらに目を向けると、

「見つけたぞ」

　黒い髪、黒い瞳の少女が、強い眼まな差ざしをこちらに向けていた。肩と横腹の露出した、ワンピース型の水着のような衣装を身につけている。やや小柄で細身の身体はブロッコと似た体格だが、彼女とは違い、身のこなしには隙がない。

（何者だ……？）

　アルヴィンの知己ではない。そもそも異国風の顔立ちである。その視線は、ミーティアに向けられていた。

　わずかに、ミーティアの顔が引きつった。おや……？

「だ、誰だお前は」

　うわずったようなミーティアの声に、黒髪の少女は憤慨した。

「とぼけるな。あたしの顔を忘れたとは言わせないぞ！」

「私はミーティア・ホルスタイン。お前のような知り合いはいない」

「何がミーティアだ。お前は魚屋の娘、トトミだろうが！」

「ちょ、そ、それを言うな！」

　ミーティアは顔を真っ赤にしている。アルヴィンは目を疑った。彼女が本気で慌てるところを初めて見たからだ。

（魚屋の娘だと……？　ミーティアが……？）

「あたしはピスカ・スズキ。東の島国ニポンから来た」

　黒髪の少女はアルヴィンたちにそう名乗り、ついでミーティアを指差した。

「こいつは幼なじみのトトミ。今はミーティアと名乗っているらしいが」

「えっ、じゃあミーティアさんはニポン人なのですか？」

　ブロッコが驚く。ニポン人といえば、黒髪に彫りの浅い顔立ちや、小柄でスリムな体型が特徴と聞いている。金髪でおっぱいバインバインのミーティアからは、最も遠い種族である。とても信じられない。

「ニポンで生まれてニポンで育った、正真正銘のニポン人だよ」

「嘘うそを吐くのはよくないな、ニポンから来た知らない人よ」

「しらばっくれるのはやめろ、トトミ！　生みの親はどっか外国の人だけど、お前が生まれたのはニポンだろ!?」

　ミーティアとニポン。ミーティアと魚屋。あまりにも遠い言葉すぎて、なかなか頭の中で整理ができない。本当のことなのだろうか。

（いや、待てよ……）

　ミーティアは、とてつもない戦闘能力を持っている。しかも抜群のスタイルを誇る、目の覚めるような美女だ。どこに行っても、話題になるだろう。

　それなのに、アルヴィンは彼女のことを知らなかった。一流の傭兵たちの間で、まったく知られていない存在なのだ。おそらくそれは、彼女がまだこの大陸にやって来て間もないからだろう。東の島国出身なら、納得がいく。

「えーと、ピスカとか言ったか？　それであんたは、東の国から何をしにここに来たんだ？」

「もちろん、トトミを連れ戻しにだ。こいつのおばさんから頼まれたんだよ。トトミには、どうしても実家の魚屋を継いでもらわなきゃ困るんだ」

　おばさん、というのは、つまりミーティアの育ての親ということだろう。ミーティアは顔を背けた。

「私は、祖国も魚も、そして実の名も捨てた身だ」

「どうして!?　『きときと水産』の跡取り娘として育てられながら、何でその地位を捨てるんだ、トトミ！」

「その名で呼ぶなと言っただろう！　私は、肉の道に生きると決めたのだ」

「ふざけるな！　魚料理こそ至高！　ニポン人なら寿す司しを食え！」

「肉は究極！　人類は、肉を食べるために生まれてきたのだ！」

「魚こそ至高！　ニポンの刺身料理は世界一ィィィ！」

「何を！　たかが世界一で偉そうに！　特上カルビの絶品たるや宇宙一だぞ！」

「黙れ！　魚屋の娘に生まれながら魚を否定するお前に食を語る資格はない！」

「私が肉の道に進んだのは、肉こそ至高だと気付いたからだ。何を食べ、何をうまいと感じるか。これは人としてのアイデンティティの問題だ。そんなことも分からぬお前にこそ、食を語る資格はない！　私は何としても牛肉幻想郷ギユートピアに行くんだ！　邪魔をするな！」

　傍はたから見ているとコントにしか見えないが、二人はいたって大真面目であった。

（野菜、肉に次いで、今度は魚か）

　げんなりするアルヴィンだった。彼自身は、食にこだわりはない。うまいと思えば何でも勝手に食べればいいのだ。

「どうしても、話は平行線のようだな。よし、だったら料理対決だ！」

　ビシィッ、とピスカはミーティアに指を突きつけた。

「あたしは魚料理を、お前は肉料理を作る。そしてどちらがうまいかで勝負するんだ。お前が勝ったら、あたしはお前を連れ戻すのを諦める。あたしが勝ったら、お前はニポンに帰るんだ」

「断る。私はどんなことがあろうと、祖国に戻るつもりはない」

「負けるのが怖いのか？　トトミお前、意外に臆チ病キ者ンなんだな」

「そうだな、チキンもいいな。照り焼きにしよう」

「誰が今夜の献立の話をしてんだ！」

　ミーティアの性格をよく知っているのだろう。実に息の合ったピスカのツッコミだった。なるほどこれは幼なじみだ。

「それとも、ボケたふりをして勝負から逃げたのか？　肉で魚に勝てる自信がないんだろう。肉料理なんて、所詮その程度のものだからな」

「何だと！」

　ピスカの安い挑発に、ミーティアは憤慨した。

「私の肉料理が、魚に負けるわけがない。いいだろう！　その挑戦、受けて立つ！」

「ちょっと待ってくれ」

　二人の会話に、アルヴィンが割って入った。そんなことをしている場合ではない。

「見ての通り、ベジタリア王国は大変なことになってるんだ。今は料理対決よりも──」

「そんなのあたしの知ったことか！　たかがベジタリア王国の興亡よりも大事なことがあるだろう！」

　何ということを言うのか。アルヴィンの顔面は蒼そう白はくになった。ここには、ベジタリア王国の姫もいるのだ。とんでもない暴言だ。

　アルヴィンは、キャロルの顔色をうかがった。だが、美しいエルフの姫はくすりと笑って、ピスカのその言葉を受け入れた。

「面白いではないですか。わたしも、お二人の料理を食べてみたいです」

　慈愛に満ちた彼女の振る舞いに、アルヴィンは感服した。

（さすがはキャロル姫。心の広いお方だ……）

「単に脳天気なだけでは」「単においしい料理を食べたいだけでは」と思わないでもなかったが、そういうことにしておいた。キャロルにはとことん甘いアルヴィンである。

　ミーティアは、にやりと笑った。

「決まりだな」

「……そういうことなら、せいぜい勝手にやってくれ」

　投げやりな気持ちで、アルヴィンは言った。ミーティアが頷くと、やけにウキウキした様子で、キャロルが提案した。

「料理対決というからには、審判役が必要ですね。わたしが務めるということでいいでしょうか？」

「あ、姫は駄目です」

　すかさずアルヴィンが却下。彼女は、ミーティアをえこひいきするに決まっている。

　しょぼん、としょげかえるキャロル。その隣で、ブロッコが首を振った。

「ボクは肉も魚も食べませんよ。ボクが食べるのは、野菜だけです」

　ブロッコは徹底している。さすがは厳格なベジタリア教徒だ。肉野菜炒いためや海鮮サラダすらＮＧの原理主義者なのだ。

「そうすると、残るは──」

　呟つぶやくアルヴィンに、全員の視線が集中した。これは逃げられない。

「……オレかよ」

　深々と、彼は溜ため息いきを吐ついた。

　できれば、こんな変な争いには関わりたくはないのだが。




　　　　２




　勝負は明日と決まった。ミーティアとピスカは準備に取りかかった。

　それまでの時間を無駄に浪費するつもりは、アルヴィンにはなかった。彼はセロポリスの外れにある大きな滝の下にいた。背中を水に打たれながら、静かに息を吸った。

　精神を集中し、目を瞑つぶったまま、剣を振るう。上段、下段、中段。敵の姿をイメージ。動きを予測。あらゆる可能性を考慮に入れ、すべてに対応できるよう、研ぎ澄まされた斬撃を洗練された動作で何度も放つ。

　技の切れ。剣を振るう速度。持久力。敵の攻撃を見切る動体視力。凡庸な戦士からすれば、アルヴィンの戦闘能力はあらゆる意味で頂点を極めていると思えるだろう。だが、彼はまだ自分の能力に満足していなかった。技を繰り出した後に生じる一瞬の隙、慎重すぎることから生じる判断の迷い、フェイントに頼りすぎる癖、敵の急所を突くときのごくわずかな精度の悪さ。改善すべき点はいくつもある。

　また、彼の剣術は、主に人間やエルフのような相手に最適化されている。オーガのような人間よりもはるかに巨大な存在や、ましてドラゴンのような異形相手には、戦い慣れていない。

（強くならなければ。少しでも）

　キャロル姫を守り、ベジタリア王国を再興しなければならない。

　本来、彼は一介の傭よう兵へいに過ぎない。だが、王都に残された人々のことを心配する憂いに満ちたキャロルの表情、魔物どもによって無残に蹂じゆう躙りんされる女性や子どもたち、廃はい墟きよとなった美しい街……それらを見ていると、守ってやらなければ、何とかして助けてやらなければ、と思うのだ。

（あの頃の……かつてのオレみたいな子どもは、もうたくさんだ）

　戦乱により愛する者を失った悲しみは、誰よりもアルヴィン自身が知っている。絶対に、悲劇を繰り返させてはならなかった。

（それに──）

　彼が強くなりたい理由は、もう一つあった。

（ミーティア。あんなふざけた奴やつに、負けるわけにはいかない。オレには、これしかないんだ。肉を食べるだけで強くなるなんて、そんなバカなことがあるものか。オレは、鍛錬で強くなる！）

　その思いで、彼はひたすら剣を振るった。

　修行を続けること、三時間。さすがに疲労を自覚し始めたとき、誰かがそろそろと近づいてくる気配があった。

「精が出ますね、アルヴィン」

　キャロルの声だ。

　内心、アルヴィンはガッツポーズする。もちろん彼は「強くなりたい」という純粋な思いから鍛錬に励んでいるのだが、正直、キャロルに「まあアルヴィンが密ひそかに剣の訓練をしているわ。ストイックで素敵！」と思われたいという気持ちもちょっとだけあったのだ。あくまでも、ちょっとだけ、だが。本当だぞ。

「これはキャロル姫。お見苦しいところをお見せして申し訳ありません」

「肉を切る練習をしていたのですね！」

「何をどうしたらそう見えるんですか!?　敵を倒す特訓ですけど!?」

　この姫も、だいぶミーティアに毒されている。

「少しでも、時間を無駄にするわけにはいきませんから」

　アルヴィンは滝たき壺つぼから出て、タオルで裸の上半身を拭った。うっとりしたような顔で、キャロルは呟いた。

「アルヴィンは、本当に努力家なのですね……。素敵ですよ……」

「恐縮です」

「才能があるからといってそれに慢心するような人は、一流にはなれません。アルヴィンが常に鍛錬を怠らないことを、わたしはよく知っていますよ」

（お、これ……けっこういい雰囲気なのでは……？）

　アルヴィンの胸は高鳴る。キャロルの視線は、アルヴィンの逞たくましい上半身に引き寄せられていた。

（まあ、オレ、鍛えてるからな）

　キャロル姫も、強い男が好きなはずだ。この引き締まった肉体を見て、心惹ひかれぬはずがない……。

「戦士として、当然の心がけです」

「アルヴィンのそういうところ、わたしは好きですよ」

「えっ」

　今、「好き」って言った？　アルヴィンの心臓が激しく波打った。

　いや、早まるな。アルヴィンは自制する。この姫は、とても移り気な性格である。「アルヴィンのことも好きですけど、やっぱりわたしはミーティア様のことが！」とか言い出すに決まっている。そういうオチに決まっている。

「アルヴィンは、どうして戦士を志したのですか」

「それを話すと、長くなりますよ」

　などと言いながら、「よくぞ聞いてくれました」とアルヴィンは内心で喜んだ。

「オレの祖国は内乱の絶えない国でした。物心ついたときから、戦争が当たり前のようにすぐそこにありました。両親とともに戦火を逃れてあちこちを彷徨さまよう毎日でした。だけどそんな日々も長くは続かなくて……オレは八歳のとき、目の前で賊に両親と妹を殺されたんです」

　アルヴィンは、遠い目をした。

「力が欲しかった。力があれば、両親と妹を殺されずに済んだのです」

「苦労されているのですね」

「時々、思います。オレは、確かに強くなったけど、でも両親と妹は帰って来ない。強くなることに、何の意味があるのかと」

「意味はありますよ」

　キャロルは翡ひ翠すい色の瞳でアルヴィンを見つめながら、彼の肩に手を置いた。

「あなたはその力で、多くの人たちの生命いのちを救ってきたはずです。あなたがいなかったら、どれほど多くの子どもたちが、孤児になっていたことでしょう。あなたが正しいことに力を使う限り、意味は必ずあります」

　キャロルにそう言ってもらえて、アルヴィンは感激した。

　これはいい雰囲気だ。自分の人生は、苦労の連続だった。何度も絶望して、生きることを諦めかけた。それでも必死で戦い抜いてきたのは、いつか報われると信じてのことである。そろそろ、その時が来たのではないか。

「そういうアルヴィンのこと、わたしは好きですよ？」

　本日、二度目の「好き」である。アルヴィンの胸は、さらに高鳴った。

「キャロル姫。そ、その『好き』というのは、どういう意味で……？」

　思い切って、訊きいてみた。ふふ、とキャロルは可か憐れんに笑う。

「アルヴィンはどうも誤解しているようですが……わたし、恋愛は、男の人が好きですよ？」

「……え？」

　意外な発言である。アルヴィンは驚いた。てっきり、キャロル姫は男女どっちもいけるものだと思っていたのだが……。

「ミーティア様のことは、何というか、憧れといいますか、アイドルみたいなもので……」

「恋愛対象というわけではない、ということですか？」

「だって、女同士では子どもが作れないじゃないですか。えっと……わたし、子どもが大好きなんです。結婚したら、子どもは29人くらいほしいですね！」

「こ、子どもを……！」

　もうこれはプロポーズみたいなものである。こんな幸運があっていいものだろうか。アルヴィンの心臓がバクバクと音を立てた。もう我慢できない。流れに任せて、彼はそっとキャロルの肩を抱き寄せた。美しいエルフの姫君の顔が、すぐそこにあった。

　唇と唇が接近した。

　だが、アルヴィンの唇が、キャロルのそれにそっと触れようとしたそのとき──キャロルの人差し指が、それを阻んだ。

　エルフの姫君は、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「でも、今のわたしが一番好きなのは『肉』です！」

「アッハイ。デスヨネ」

「肉を極めるため、今は恋愛にうつつを抜かしている暇はないんです。だからごめんなさい、今は駄目なんです！」

「わ、分かりました……」

「アルヴィンが牛肉幻想郷ギユートピアを発見したそのときに、また続きをしましょうね」

　牛肉幻想郷ギユートピアよりも自分の国を何とかする方が先では、とも思ったが、幸せそうなキャロルを見ていると、なかなかツッコみづらいアルヴィンであった。

　そそくさとその場を後にするエルフの姫を見送りながら、アルヴィンはぽつんと呟いた。

「今日ほど、肉がニクいと感じた日はない」







　その頃、ミーティアは調理道具の確認をしながら、決意を固めていた。

「この戦い、負けるわけにはいかない」

　ドラゴンやミノタウロス相手に全く怯ひるむことのない彼女である。だが、料理対決となると、話は別だ。決して、自分が簡単に勝てるなどと自うぬ惚ぼれてはいなかった。

　アルヴィンは勘違いをしているようだが、ミーティアは決して、肉以外の食材を馬鹿にしているわけではない。新鮮な刺身料理や焼きたて熱々の焼き魚がうまいことも、彼女は十分に熟知していた（自分は肉しか食べないが）。

　また、ピスカの料理の腕も本物である。主に「食う専」で普段あまり本格的な料理などしないミーティアとは違って、彼女はニポンのリョーテーで丁稚でつち奉公をして腕を磨いている。強敵であることは間違いない。

「この勝負……厳しい戦いになる」

　まして、審判役はアルヴィンだ。これほど誠実で公平な男はいない、と彼女はアルヴィンを高く評価している。単に肉を食うだけで強くなったミーティアと異なり、彼は強くなるためにあらゆる鍛錬を重ねてきた。その観察力や判断力は、料理対決の審判役にも活いかされるだろう。手抜きなどをしたら、たちどころに見破られてしまうに違いない。

　手持ちの食材は、牛タンとミノ。これだけでは足りない。

「くんくんくん……」

　ミーティアは嗅覚を研ぎ澄まし、風の匂いを嗅いだ。『肉喰ぐらい』には、食肉となる動物の匂いを嗅ぎ分ける能力がある。

　街は廃墟となってしまったが、住人たちが逃げるときに置き去りにされた家畜が残っているはずだ。ベジタリア教が普及したとはいえ、肉食がまったく途絶えたわけではない。非ベジタリア教徒の人間族だっていただろう。

「……いた」

　家庭で飼われていたと思おぼしき鶏の匂いがする。それに、どこからか豚、羊、馬の匂いが漂ってくる。魔物たちの略奪から逃れた家畜が、どこかで息を潜めているのだ。量だけなら、十分な肉である。

　走り回って、家畜を集めた。あっという間に、ミーティアの手元にはおいしそうな動物たちが集まった。

　だが、ミーティアは満足しなかった。残念ながら、どれも高級食材ではない。おいしい肉料理が出来上がるのは間違いないが、勝負というからには、最高級の食材を集め、これぞという料理を作らなければならない。

「これで勝てるのか？」

　夜になっても、ミーティアはまだ迷っていた。

　月明かりの下、大樹に寄りかかって思案を続ける彼女に、声をかける者がいた。

「お悩みですか、ミーティア様」

「キャロルか」

　にんじん色の髪をしたエルフの姫は、涼しげな白い夜着に身を包んでいた。住居跡から、焼け残ったものを拝借してきたのだろう。清せい楚そな雰囲気で、いかにも彼女らしい。

「何を作ろうか、まだ迷ってらっしゃるのですか」

「ああ、肉料理にも色々あるからな。アルヴィンは、どんな肉料理が好きなのだろう。知らないか、キャロル」

「さあ……？　アルヴィンは、たいていのものは『うまい』と言いますし……」

「そうだな。いや、つまらんことを訊いてしまった。忘れてくれ」

　そんなことを訊いてしまうことそのものが、自分に自信をなくしてしまっているということなのかもしれない。元気のないミーティアを気遣ったのか、くすりと笑って、キャロルは話題を変えた。

「そういえば、ミーティア様はわたしのことを、『キャロル姫』でも『キャロル様』でもなく、『キャロル』と呼んでくださいますね」

「駄目か？」

「いえ……むしろ逆です」

　キャロルは豊かな胸に手を置いた。

「何だか胸がドキドキします。そんな風に呼ばれるのは、初めてのことなので」

「胸がドキドキするだと!?　心しん筋きん梗こう塞そくの疑いがあるな、すぐに医者を──」

「もう、ミーティア様ったら、冗談ばっかりなんですから」

　冗談を言ったつもりはないのだが。肉食は、悪玉コレステロールとの戦いである。心筋梗塞には、細心の注意を払う必要がある。

　健康への配慮という点では、やはり肉は魚よりも不利だな。ミーティアはそう認めざるを得なかった。ピスカもおそらく、魚料理のヘルシーさをアピールしてくるだろう。それに対抗するには……。ミーティアの脳裏に、ある肉の部位が思い浮かんだ。




「やはり、仔こ（牛）のハラミがほしい」

「えっ、子を孕はらんでほしい!?」




　驚きよう愕がくするキャロル。ちなみにハラミは牛の横隔膜の背中側の部位である。カルビよりは低カロリーで、高タンパク・低脂肪、食べると筋肉が増え、基礎代謝がアップするのだ。ダイエット向きの肉と言われることもある。

「お、女同士ですけど、大丈夫でしょうか……？」

「？」

「女同士では（子どもを作るのは）無理だと聞いているのですが……」

　一瞬、何のことだか分からなかったミーティアだが、すぐに彼女の懸念を理解した。

（ああ、女同士で焼肉屋に行くのは恥ずかしくないか、と心配しているのか）

　確かに、世間一般では「えー、女同士で焼肉とかどうなの？」という風潮が、過去にはあった。だが、最近では女性の間でも焼肉人気は高まっているし、そもそもミーティアはそんなことを気にする女ではない。

「確かに、とやかく言う輩やからもいるが、私はいっこうに気にしないぞ」

「で、でもアルヴィンに申し訳ないです……。さっき、あんなことを言ったばかりなのに」

「ん？　どうしてここでアルヴィンの名前が出てくる？」

「そ、それは……あの、もじもじ」

　もちろん、キャロルがついさっきアルヴィンといい雰囲気だったことは、ミーティアには内緒である。

「どうせなら、アルヴィンも含めて三人で（焼肉を食べる）、ということでいいではないか」

「さ、三人で!?　それはさすがに破廉恥なのでは!?」

　なぜか、キャロルは仰天した。ミーティアは首をかしげる。

「？　そんなことはあるまい。別に普通だぞ」

「普通!?　三人（で子作りをするの）が普通!?」

　キャロルはさらに仰天した。何を驚いているのか、ミーティアには全く分からない。

「にわかには信じられませんが……ミーティア様が生まれ育った文化ですから、わたしは受け入れます」

　決意に満ちた眼まな差ざしで、キャロルは言った。

「ええ、受け入れますとも！　ふ、ふつつか者ですが、わたしにお任せください！」

「そうか。任されてくれるか。頼むぞ」

「と、とても恥ずかしいのですが……不肖このキャロルが、ミーティア様の子を……ああっ、だめ、こんなこと恥ずかしくてとても言えない！」

（なぜ恥ずかしがるのだろう？）

　ミーティアにはよく分からなかったが、キャロルが仔牛のハラミを手に入れてくれるとなれば、一安心だ。なぜなら、ミーティアに言わせれば仔牛のハラミこそが──

「精肉の帝王、だからな」

「性欲の帝王!?　ミーティア様が!?」
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「そうだ。とても貴重なものだ」

「ええ、とても貴重な機会です。……ミーティア様と……その……こ、子作りができるなんて……」

　キャロルの声は次第に小さくなっていったので、後半部分はミーティアにはよく聞こえなかった。

「明日の朝まで、一晩で……できるか？」

「朝まで、ひ、一晩中ということですか!?」

「やはり無理か？」

「い、いえ。大変ですけど、ミーティア様がお望みなら……」

　確かに、一晩で仔牛のハラミを手に入れるのは、さぞ大変だろう。だがキャロルの翡ひ翠すい色の瞳には、強い意志がうかがえた。きっとミーティアの期待に応えてくれるだろう。

「わ、わたし、川辺で身を清めてきますね！」

　そう言って、キャロルは慌てて川の方へと向かっていった。

　なぜ仔牛のハラミを手に入れるのに身を清める必要があるのかはよく分からなかったが、彼女なりの思案があるのだろう。

「よし、任せたぞ」

　ミーティアはテントに入り、さっさと横になった。

　早く寝て、明日の料理対決に備えようと思ったのだ。

　ピスカは強敵だ。彼女の作る魚料理は、間違いなく絶品だ。

　だが、ミーティアはすでに勝ちを確信していた。

「この勝負、私の勝ちだ。何しろ、仔（牛）のハラミが手に入るのだ。ハラミさえあれば勝てる！　ふははははは！　ピスカよ、私の強さにヒレ伏すがよい！」




　……その晩、ミーティアの高笑いがうるさすぎて、アルヴィンはよく眠れなかった。




　　　　３




　翌、早朝。アルヴィンは慌てた様子のブロッコに叩たたき起おこされた。

「アルヴィンさん！　た、た、た、大変です！　キャロル様がさらわれました！」

　アルヴィンは蒼あおざめた。眠気がいっぺんに吹き飛んだ。

「姫は、ミーティアと同じテントじゃなかったのか」

　万一、敵に襲われても、ミーティアが一緒なら大丈夫だろう。そう思っていたが、甘かったのだ。

　そのミーティアは、アルヴィンよりも少し遅れて起き出してきた。寝グセがひどい。

「ミーティア！　どういうことだ!?」

　ミーティアは寝ぼけまなこで、軽くあくびをしながら説明した。

「キャロルなら、仔（牛）のハラミを探すため、夜を徹して奔走してくれているはずだが」

「ボクもミーティアさんからそう聞いていたんですけど、朝になっても戻ってこないからおかしいなと思って探してみたら、川辺にキャロル様の衣服が落ちていたんです！」

　つまり、昨夜、川辺に身を清めに行って、そのまま何者かにさらわれてしまったらしい。

（仔のハラミ……いったい何の話だ？）

　何やら、ミーティアとキャロルの間で、いつものように不幸な誤解があったのではないか。何となくアルヴィンはそう察したが、今はそこを追及している場合ではない。

「……すみません、アルヴィンさん。キャロル様から、目を離すべきではなかったです。ボクの失策です」

「起こってしまったことは仕方がない。自分を責めるな」

　アルヴィンたちは現場の川辺に急行した。ブロッコの言うとおり、キャロルが夜に着ていたと思われる衣服が散乱している。

（けっこうエロい）

　つい、アルヴィンはそう思ってしまった。透明感のある白い清楚な夜着だが、多分キャロルが着るとおっぱいの大きさが目立って大変なことになる。見たかった。

　首を振って、アルヴィンは妄想を振り払った。肉を感知する謎の嗅覚を持つミーティアが鼻を鳴らした。

「これは豚の匂いだな」

「豚……オークか」

　アルヴィンが呟つぶやくと、

「なるほど、オークか」

　ごく自然な感じで頷うなずいてから、ミーティアは付け足した。

「で、オークとは何だ？」

　そこからか。まあ、ミノタウロスを知らなかったのだから、オークを知らないのも無理はない。

「オークというのは、豚の化け物で……」

「今度は豚か！　至れり尽くせりだな、この国は」

　ミーティアは黒真珠の目を輝かせた。唇からは、よだれが垂れている。

　それはともかく、もう一人、姿が見えない者がいる。

「あのニポン人……ピスカの姿も見えないな。一緒にさらわれたか」

　現場を捜索すると、上流でピスカの釣つり竿ざおが見つかった。ここで魚を釣っていて、オークたちに拉致されたのだろう。

　まずいことになった、と蒼ざめるアルヴィンをよそに、ミーティアは胸を張った。

「問題ない。この豚の匂いを辿たどっていけば、奴やつらの巣に行き着くはずだ。私に任せろ」

「犬かあんたは」

「いや、犬肉は私は食べない。そういう文化を否定はしないがな」

　何言ってんだこいつ……。

「急ぎましょう。料理対決はお預けですね」

　ブロッコの言葉に、アルヴィンは頷いた。キャロルが心配だった。何しろ、美貌のエルフの姫である。オークたちに、どんな無法な扱いを受けているか、想像するだけでも身が張り裂けるような思いだった。
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　その頃、キャロルはオークたちに担がれて、彼らの本拠地へと連れられていた。

　神聖ベジタリア王国の南の国境沿いに、ダイコン山やまという山がある。命名したのはもちろんキャロルだが、この山には無数の横穴が四方八方に広がっていた。それらの横穴で構成される巨大洞窟が、オークたちの住すみ処かだった。

（まさかオークに捕まってしまうなんて。しかも、こんな格好で）

　かろうじて下着だけは身につけている。身を清め、下着を身につけたところでオークたちに捕まったのだ。

　ピスカも一緒だった。川で魚釣りをしていたところを、オークに襲われたのだ。

「ぶひひひひっ、うまそうなエルフの娘だな」

　オークはヒューマノイド語を話す。しかも、かなり流りゆう暢ちように。それがかえってグロテスクだった。

「やはりエルフは雌メス、しかも若い処女の肉に限る」

「胸の豊かな脂肪が、見るからにうまそうだな。早くむしゃぶりつきたいのう」

「さてはあなたたち、美しいエルフの姫であるわたしを陵辱する気ですね!?」

　キャロルの肩は、わなわなと震えた。

「裸にして縛り付けて、身動きのとれないわたしに、力ずくで、あんなことやこんなことを！　ああっ、口に出すのもおぞましい！」

「ふざけるな！　誇り高いオークがエルフや人間の雌を陵辱などするかっ」

　心外だ、とばかりにオークたちは憤った。

「そうだそうだ。エルフに興奮するオークがいたら変態だ。冗談じゃない」

「俺たちが欲情するのは、大きすぎる潰れた鼻、ぶよぶよの横腹、短くて太い脚の美少女オークだ。何が悲しくてエルフの雌なんかと交尾せにゃならん」

「お前らは食用だ。太らせて食ってやる」

　人間やエルフは豚や牛の肉を食べる。人間やエルフの肉を食べる種族があるのも道理である。

　二人はまとめて粗末な牢ろう屋やに入れられた。三方が土壁で、正面は鉄格子だ。藁わらの寝床など、生活のための最低限のものしかない。すぐに殺される心配はなさそうだが、自力で脱出するなどとうてい不可能だった。

「くそっ。あたしとしたことが、油断した」

　ピスカが吐き捨てた。

「大丈夫です、ピスカさん。きっとミーティア様とアルヴィンが助けに来てくれます」

「どうだかな。トトミはこれ幸いとあたしのことを見殺しにするぞ、きっと」

　容赦なく毒づくピスカの態度に、キャロルは違和感を抱いた。彼女はミーティアを連れ戻すために、はるばるニポンから来たはずだ。それなのに、彼女を嫌っているような言動が多い。いったいどういうことなのだろう。

「ピスカさん、あなたとミーティア様は、どのような関係なのですか。そもそもミーティア様は、いったい何者なのですか」

「昨日も言ったが、あいつは『きときと水産』という魚屋の一人娘だ。あるとき、波打ち際に捨てられていた金髪の赤子を、『きときと水産』を営む夫婦が拾った。子どものいない夫婦は、その子、つまりトトミを自分たちの子どもとして育てたんだ。あたしは『きときと水産』に出入りする魚肉加工業者の娘で、あいつとは小さい頃から一緒に遊んだ仲だ」

　魚屋で育ったミーティアだが、何かの拍子に肉のおいしさに目覚めた。おいしさどころか、肉にはとんでもない力が秘められていることまで知ってしまった。それで彼女は、魚屋を継ぐことを拒否して、肉の道を極めるべく、旅に出たのだという。

「まったく、とんでもないわがまま娘だよ」

「それの、どこがいけないのですか」

　キャロルは、わずかに声を張り上げた。家や親に縛られて自分の好きな道に進むことを反対されるなんて、ミーティアがあまりにもかわいそうだ。

「親が魚屋だからって、子がそれを継がなきゃいけない理由はありません。例えば養子を取るとかして──」

「『きときと水産』は、ただの魚屋じゃない」

　ピスカの黒い瞳に、険しい光が宿った。

「世界にネットワークを張り巡らす秘密結社、アルティメット・オーシャン。通称、ＵＯウオ。その元締めなんだ」

「うお……？」

「魚こそ至高。魚こそ最強。肉は、ニクしみしか生まない。ただ魚だけを食べよ。その教えを世界中に広めるために結成された組織さ」

「な、何ですか、それ！　誰ですかそんなこと考えた人!?　アホなんじゃないですか!?」

　自分のことを棚に上げて、キャロルは呆あきれ返かえった。

「そうバカにしたもんじゃない。ＵＯウオにはサンマん年の歴史があるんだ」

「そ、そんなに!?」

「ごめん、ちょっとサバ読んだ。正しくは三百年だ」

　サバを読み過ぎだが、それでもベジタリア教などよりはずっと古い。

「『きときと水産』のあるじは、誰にでも務まるものじゃない。組織を束ねるカリスマ、経営者としての判断力、そして何よりも、厳しい荒海の中でも生きていける強さが必要だ。あいつは『きときと水産』始まって以来の、最強の戦士だった」

　正直、ミーティアに経営者が務まるとは思えないが、強さだけなら文句なしだろう。

「深海に棲すまう恐ろしい魔物たち──レヴィアタンやダゴンにも、あいつなら勝てるだろうと、みんなが期待していたんだ」

　キャロルは、ハッとした。ニポンの人々が恐ろしい魔物たちの脅威にさらされていると知って、彼らの境遇を自分たちベジタリア人と重ね合わせた。

「そうですか。その恐ろしい魔物たちに、大勢の罪のない人たちが殺されたのでしょうね、きっと……」

「いや？　単に、どんな味がするのか一度食べてみたいというだけの話だけど？」

「……」

　人類の食への執念は、やはり恐ろしい。

「あなたとミーティア様は、仲が悪いようですが、それはどうしてですか」

「あんまりあいつが肉、肉と言ってるもんで、ふざけてあいつの額に油性ペンで『ニク』と書いたことがあったんだ。そしたらあいつ、烈火のごとく怒ってな」

「それは怒るでしょう」

「そこは『肉』と書かなきゃ駄目だろう！　やるなら徹底的にやれ！　……って、それはもう、な」

　怒るポイントがおかしいが、いかにもミーティアらしい。

「それで大ゲンカになってな。まあ、あたしはサバサバした女だから、すぐ水に流したんだけど、あいつはあたしと口をきかなくなってしまったんだ。あいつは根に持つ女だからな。あたしはサバサバしてるんだけど」

「はあ」

「たしカニ、肉が好きなあいつにとって漁業だけで成り立っているような世界は生きづらかったんだろう。でも、『きときと水産』やＵＯウオにとって、あいつは必要なんだ」

　色々どうかと思う点はあったが、とりあえずピスカたちの事情は分かった。

「王女からも、説得してくれないか。あいつにはハタハタ困ってるんだ」

「ミーティア様は、わたしに肉を教えてくださる師匠です。ニポンに帰っていただいては困ります」

　きっぱりと、キャロルはピスカの要請を拒否した。

「賭けをしませんか、ピスカさん」

「賭け……？」

「ミーティア様が助けに来てくださったら、わたしの勝ち。ミーティア様には、この神聖ベジタリア王国に滞在していただきます。助けに来なかったら、あなたの勝ち。どうぞミーティア様を連れ帰ってください」

「おいおい、そりゃ賭けが成立してないだろう」

　黒髪をいじりながら、ピスカは苦笑した。

「助けが来なかったら、あいつを連れ帰るどころじゃない。オークの餌になるんだぞ」

「そんなことにはなりません。わたしには、もう一人、素晴らしい方がついていますから」

　誇らしげに、キャロルは胸を張った。

「とても優しくて強い方です。彼は、絶対にわたしたちを見捨てません」

　自信たっぷりに言ってから、キャロルは「あっでも恥ずかしいので、本人には内緒にしてくださいね？」と付け加えた。

「あのアルヴィンとかいう傭よう兵へいのことか。ずいぶんと信頼しているんだな。でも……どっちにしても、賭けは成立しない。だって、あたしにも、トトミが助けに来てくれると信じたい気持ちはあるからさ」

　そう言って、ピスカは鉄格子の向こうをうかがった。見張りのオークの姿が見える。

「あたしもオークの餌になるのはサケたいからな」

　オークたちは、二人を太らせてから食べるつもりだ。しばらく、時間の猶予はある。

「できればあいつの世話にならずに自力で脱出しタイところだけど、イカんともしがタイな、この状況は」

　ピスカは壁に目を移した。ここは人工的に作った部屋というより、自然にできた空間のようである。壁も土そのままだ。ならばここを掘って、脱出することはできないか。そう考えた様子だが、

「無理ですね」

　と、その考えをキャロルは一蹴した。

「オークたちに占拠されるまで、このダイコン山やまは美しい地底湖が見られることで有名な観光名所でした。下手に掘り進めると、地底湖にぶち当たってしまいます。間違いなく溺死ですね。そもそも壁を掘るための道具もないですし……」

　キャロルは力なく笑った。ピスカが何か言いかけたそのとき、不意にキャロルは眉をひそめて、耳をそばだてた。

「ピスカさん、あの音は何でしょう」

「えっ」

　耳が長い分、エルフ族は人間族よりも聴覚に優れている。だから先に気付いたのはキャロルだったが、すぐにピスカにも聞こえてきた。ゴゴゴゴゴ、という凄すさまじい轟ごう音おんが。

　部屋全体が、激しく揺れた。

「な、何だ!?」

　突然、土壁に穴が開いた。同時に、そこから大量の水が流れ出てきた。

　キャロルは顔色を失った。地底湖の水が、何らかの理由でここにあふれ出してきたのだ。逃げ場はない。二人は、絶体絶命だった。
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　その頃すでにアルヴィンは、ミーティア、ブロッコとともに、オークの本拠地である巨大洞窟へと侵入していた。

　入り口を見張っていたのは、二体の下級オークだった。ミーティアと協力して難なくこれを倒したアルヴィンが中をうかがうと、長い通路がずっと奥まで続いている。忍び足で進んでいくと、やや広めの空間に出た。オークたちが手に入れた獲物を検分する広場であるらしく、物を載せる台や、動物の骨などが散らばっている。今は誰もいなかった。

　キャロルたちの手がかりとなるものは見つからなかった。そこからさらに奥へと、土壁の通路が延びている。より奥の方へ連れ去られてしまったのだろう。敵の警備も、おそらくはここからが本番だ。

　どんどん前へ進みながら、アルヴィンは二人の仲間に問いかけた。

「さて、どう攻略する？　オークはミノタウロスほどの強敵ではないが、この先どんな罠わなが潜んでいるか分からない。慎重に行動しないと」

「その必要はない」

　ミーティアは自信たっぷりに笑みを浮かべた。

「私の『覇肉の才』があれば、戦わずして豚肉どもを一掃することができる」

　嫌な予感しかしない。アルヴィンは首を振った。

「却下だ。何だか知らないが、そんな珍妙な手段は使わず、正攻法でいく」

「有効な戦術を、お前はタンなる勘で退けるのか？」

「アルヴィンさん、ミーティアさんの案を、ちゃんと聞いてあげてください。キャロル様とピスカさんを助けるために、あらゆる手段を検討すべきです」

　ブロッコの主張は正論だ。やむなく、アルヴィンは譲歩した。

「言うだけ言ってみてくれ。ただし採用するかどうかは──」

「唸うなれ私のトング！」

[image: ]

　ズバアアアア！　いきなりミーティアは何もない空間めがけてトングを振るった。

　突然の奇行にアルヴィンが呆ぼう然ぜんとしていると──しばらくして、




　ゴゴゴゴゴ！




　凄すさまじい轟音が、奥の方から聞こえてきた。

「ど、どういうことだ。何をしたんだ、ミーティア！」

「さっきブロッコに聞いたのだが、この洞窟の中には、巨大な地底湖があるらしい。そこで私は肉の力をトングに込め、洞窟全体に響き渡るようなマイクロ波を発生させたのだ。水分子の振動によって地底湖が決壊し、洞窟中に水があふれ出したのだ」

　色々とツッコミどころしかないが、ミーティアは得意満面で胸を反らした。

「ふはははは！　これで豚肉どもは一網打尽だ。私の強さにヒレ伏すがよい！」

「オレは許可していないぞ。何でいきなり実行した!?」

「言葉で説明しても、お前は信じないだろう？　やって見せるのが一番手っ取り早いと思ったのだ」

「馬鹿っ。姫たちが人質になっているんだぞ！」

「あっ」

　ミーティアの顔面が蒼そう白はくになる。忘れていたらしい。

　轟音は、さらに大きくなっていく。耳をつんざくような大音声とともに、天井に穴が開いた。叩たたきつけるように、その穴から濁流が流れてきた。

「人質だけじゃない。オレらの生命いのちも危ないだろうが！」

　三人は出口方面へと走った。濁流は、もの凄すごい勢いで押し寄せてくる。必死で逃げるしかない。

　逃げながら、ミーティアはアルヴィンに耳打ちした。

「さっきうっかり『一網打尽』という言葉を使ってしまったが、ピスカには内緒にしてくれ。奴やつのことだ。『ほうら見ろ、お前には漁業を愛する血が流れてるんだ』とかわけの分からないことを言い出すに決まっている」

「どうでもいいだろ、そんなことは！」

　ブロッコが一人逃げ遅れている。アルヴィンはとっさに、彼女を抱きかかえた。キャベツ色の髪をした少女は「ひゃあっ」と悲鳴を上げたが無視。お姫様抱っこして、アルヴィンは全力ダッシュした。

　ほんの少しでも遅れると、水の流れにつかまってしまう。一度つかまるとそのまま流されておしまいだ。夢中で走りながら、ふとアルヴィンは思った。

（オレ……こんなに速く走れたか？）

　ミーティアが同じ速さで走っていたので気付くのが遅れたが、どう考えても今の彼の足は速すぎる。もともとアルヴィンは人類最速クラスの俊足の持ち主だが、ブロッコを抱えているのに、押し寄せる濁流とほとんど同じ速さで走っているのは異常だ。人類に可能な速度ではない。

（まさかこれが、『覇肉の才』……？　いや待て、そんなわけがあるか！）

　脳裏に浮かんだ考えを、アルヴィンは即座に否定した。

　しばらく走って、三人は先ほど通過した広場へと抜け出た。ほとんど同時に、ざっぱぁん、と濁流が彼らのすぐ横を駆け抜けた。危ないところだった。

　広場の一角に、土を盛ってやや高くしてあるところがあった。アルヴィンはミーティアとともにそこに登り、ブロッコを下ろした。

「ありがとうございます、アルヴィンさん。助かりました」

　ブロッコは安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。だが、すぐに暗い顔になる。

「ボクは助かりましたけど、でも……」

　キャベツ色の髪を揺さぶり、ブロッコは洞窟の奥の方へと目を向けた。

「キャロル様が……」

　そう、キャロルとピスカの安否が不明だ。逃げ場のないところで水に襲われたとしたら、まず助からないだろう。

「ミーティア。あんた……いや、お前、何てことをしてくれた」

　いつになく険しい口調で、アルヴィンは問い詰めた。

「すまん……」

「すまんで済むか！」

「だが……ピスカと一緒なら、おそらく、彼女は無事だ。なぜなら……」

「適当な気休めを言うんじゃねえ！」

　アルヴィンは激怒していた。いつもいつもふざけた女だと思っていたが、冗談でやっていいことと悪いことがある。

「こんな大洪水だぞ！　無事なわけがあるか！　もう……もう二度と彼女はっ」

　アルヴィンは、拳を振り上げた。これまで彼は、女を殴ったことはない。どんな状況でも、それだけはしてはならないと戒めていた。だが、それも今日までのことだ……。

　さすがに反省しているのか、ミーティアも振り上げられた拳を避よけるような様子はなかった。彼女の頬ほおに、アルヴィンの拳が叩きつけられようとした──そのとき。

「ぷはっ！」

　声が上がった。同時に、見覚えのある顔が、水の中から浮かび上がる。驚いた拍子に、アルヴィンの拳は空を切った。

　ピスカであった。そのまま泳いでアルヴィンたちのところまで寄ってくる。彼女はキャロルを背負っていた。エルフ耳は垂れ下がりぐったりしているが、息はあるようだ。

　信じられぬ思いで、アルヴィンは安堵するよりもまず呆然とした。

「まさか泳いで来たのか？　どうやって？」

　魚をこよなく愛するピスカが水泳の達人であっても驚かないが、この洪水に呑のまれてしまっては、息継ぎもできないだろう。常人に可能な技であるとは思えなかった。

「どうやってって、エラ呼吸だが？」

「……」

「お前たちはできないのか、エラ呼吸？」

「できるかっ」

　さすがはミーティアの同類である。色々とどうかしている。

「あたしは魚を食べている。だからエラ呼吸ができる。何かおかしいか？」

「おかしいことしかねえよ！　ってか、エラなんてどこにあんだよ！」

「それならここに……って、ははん、そうやって乙女の柔やわ肌はだを見ようとしているな？　さてはお前ムッツリスケベだな！」

　笑いながら、ピスカはキャロルを地面に寝かせた。すぐさま、ブロッコが駆け寄って介助を試みる。アルヴィンも彼女に近寄ろうとして……慌てて目をそらした。キャロルは下着姿で、しかも全身ずぶ濡ぬれだった。エッチすぎるのである。

　ミーティアがぼやいた。

「魚が好きすぎるあまり、ピスカは色々とおかしいんだ」

「何を常識人みたいに言ってんだよ……」

　誰でも他人のことはよく分かるようだ。

「キャロル姫は大丈夫なのか？」

　アルヴィンが訊たずねると、安心しろ、とピスカは胸を叩いた。

「気絶してしまったが、口移しで酸素は与えてやったから問題ない」

「く、口移しだと……？」

「そう、つまりは、キスだな！　魚だけにな！　はっはっは！」

「誰がうまいことを言えと言った！」

　腹の立つ奴である。だがキャロルの生命を救ってくれたことも事実なので、アルヴィンとしては怒りをどこに持って行けばよいのか分からない。

「まあでも、よかったです」

　キャロルの脈を測りながら、ブロッコが安堵した。

「キャロル様もご無事でしたし、この様子ですと、オークたちは全滅でしょう」

「そうだろう、私はそこまで計算していたのだ」

「嘘うそを吐くな、嘘を！」

　一歩間違えれば、大惨事になっていたところだ。

「ああ……さすがミーティア様……」

　気を失っているキャロルが、不意に呟つぶやいた。意識がなくても、ミーティアの声が聞こえたのだろうか。あるいはミーティアが颯さつ爽そうと自分を救ってくれる夢を見ているのだろうか。

「素敵……さすがですアルヴィン」

　ついで、キャロルはアルヴィンを褒ほめ称たたえた。ちゃんと意識してくれていると分かり、アルヴィンは誇らしい気持ちになった。意識が戻らないまま、キャロルはさらに付け加えた。

「さすがです、アルヴィンの元気モリモリお肉パワー……」

「いったいどんな夢見てんの!?」

　ブロッコが吹き出した。ピスカが声に出して笑った。つられてミーティアも笑う。アルヴィンとしては面白くないが、何はともあれ、めでたしめでたしだ──。

「何を笑っている、無法な侵入者どもよ」

　剛ごう毅きそのもののような声が、突然、アルヴィンの耳に飛び込んだ。ぞっとした。この場にいる誰の声でもない。何者かが近くにいる！

「よくも暴れてくれたものだな。覚悟はできているのだろうな？」

　押し寄せる水の流れが、当初の勢いを失って緩やかになっている。その中を悠然と泳いでこちらに向かってきたのは、禍まが々まがしい顔つきのオークたちだった。
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「しまった、私としたことが失念していた」

　ミーティアが舌打ちした。

「豚は泳げる」

「えっ、そうなのか？」

　アルヴィンは驚いた。豚といえば、森や草原の生き物だ。泳げるイメージはない。

「泳げるんだ。古代帝国では、航海に出るときは必ず船に豚を乗せていたほどだ。陸地の方角が分からなくなったときはその豚を海に放し、豚が泳ぎ始めた方角に舵かじを切った、と言われている……」

「どこか南の島国では、『豚と泳げるビーチ』を観光名所にしているな」

　と、ピスカ。なるほど、豚が泳げるならオークも泳げても不思議はない。

　すべてのオークが生き残ったわけではないだろう。だが、多数のオークたちが難を逃れ、水の流れに従って下流のこちらへと現れたのだ。数は、十体ほど。自分たちの住すみ処かを台無しにされた怒りに燃えながら、彼らはアルヴィンたちが避難している高所へと上陸した。

　その中心にいるのは、ひときわ威厳のある大柄のオークだ。水難にあって薄汚れてはいるが、本来は絢けん爛らんたる輝きを放っていたであろう金糸の刺し繍しゆうを施した紫の衣をまとっている。明らかに高位の存在だ。右手には棘いばらのついた棍こん棒ぼうを持っている。

「『冥府の四魔王』の一人、オークロードだ」

　そのオークが名乗りを上げると、ミーティアが息を呑のんだ。オークロードは不敵に笑う。

「驚いたか？　『冥府の四魔王』と聞いて、恐れをなしたか？」

「いやそうじゃなくて、お前は豚に見えるが、実は牛なのか？」

「何を言っている？」

「いやだって、ビーフの四魔王なのだろう？」

「冥府だ！　ビーフじゃなくて、め・い・ふ！　貴様、ふざけおって！」

　オークロードは激高し、棍棒を振り上げた。おそらくミーティアはふざけているわけではなく本気で勘違いをしていたのだが、それをただす義理は、アルヴィンにはない。

　ドラゴンの咆ほう哮こうのような響きを唸うならせて、オークロードは棍棒を振り下ろした。その一撃を──ミーティアは軽くトングで受け止めた。

「私にかなうと思っているのか？」

　オークロードは驚きよう愕がくし、飛とび退のいてミーティアとの距離を取った。だが次の瞬間には、彼は笑みを浮かべていた。虚勢でもなければミーティアの力を見誤ったのでもない。ある種の武人にとって、強い敵に出会うことはこの上ない喜びである。一流の傭よう兵へいたちの中にも、時としてそのような男がいる。オークロードもその同類であるらしい。

「人間ふぜいが、ここまでやるとはな。面白い。軽く稽古をつけてやるぞ」

「よかろう、かかってくるがいい」

　トングを構えたミーティアを、だがアルヴィンは制した。

「いや、ここはオレにやらせろ」

「ほう。己の『覇肉の才』を試したくなったか？」

「違う。あんたに任せると不安なんだよ！」

　実力は文句なしのミーティアだ。だが、彼女には何をしでかすか分からない怖さがある。また暴走すると、今度こそ洞窟が崩壊して全員生き埋めだ。

「……いいだろう。ボンレスハム、竜カルビ、牛タン、そしてミノ。これだけ食べたお前だ。この怪物にも勝てるだろう」

「いや肉は関係ないけど!?」

　調子が狂うのを自覚しつつ、アルヴィンは剣を引き抜いた。

「話はついたか？　人間族の雄オスよ、お前が俺の最初の稽古相手になるのか？　いいだろう、どこからでも来い！」

　オークロードは、再び笑った。先ほどの笑みとは異なり、今度は自嘲の響きがあった。

「もはや我が本拠の壊滅は免れぬ。俺の王としての威厳も、今日までのものかもしれぬ。だが、せめて貴様らだけでも殺し尽くしてくれるわ！」

　オークロードが動いた。見た目は豚だが、素早い豚だった。彼が動く度に、空気が音もなく波打った。棍棒の一撃が、右から、左から、絶え間なくアルヴィンを襲った。ただ力任せの攻撃ではない。完璧に計算された、洗練され尽くした動作だった。

　凄すさまじい連撃を、アルヴィンはぎりぎりのところでかわし、剣で受け止め、受け流した。反撃に転じると、オークロードも巨体からは想像もできないほどの俊敏さで、アルヴィンの必殺の一撃を回避した。二人の戦士は互いの持てる力を駆使し、技を競った。

「強いな」

　素直に、アルヴィンはオークロードを褒め称えた。

　オークは、魔物としての格ではミノタウロスよりも遥はるかに劣る。だが、目の前にいるこのオークロードは、技の切れ、戦いの駆け引き、とっさの判断力、どれをとっても一級だった。あのミノ王にも全く引けを取らないだろう。

　どれほどの努力を重ねて、このオークは強くなったのだろう。想像を絶するほどの鍛錬の末に、このオークは武人として一級の評価を得て、やがてミノ王とも肩を並べるほどの存在になったのだ。

　武人としてのアルヴィンの魂が、激しく共鳴した。オークロードの方でも、そうであったろう。敵味方の垣根を越えて、二人は互いを理解した。

　だが、彼ら二人は敵として出会ってしまった。いずれかが倒れる運命にあるのだ。

　アルヴィンにとっては、魔物どもはベジタリアの民を苦しめる、憎い敵だ。だから、倒さなければならない。

　だが、もちろん、彼らには彼らの事情があるだろう。

（ずっと、日の当たらないところで暮らしていたのだな。何十年も、何百年も）

　大陸の「表の世界」を支配しているのは、人間族やエルフ族だ。オークたちは彼らに怯おびえ、彼らから隠れながら、「裏の世界」で必死に生き延びてきたに違いない。

　オークロードにも、養わなければならない家族がいるのかもしれない。

　それでも──二人は武人として相まみえた。どちらかがどちらかの息の根を止めるまで、戦いは続くのだ。

「行け、アルヴィン！　お前の『覇肉の才』を見せてやれ！」

　武人としての感傷に浸っていたアルヴィンに、ミーティアが余計な一言を浴びせかけた。

（オレの力は、オレ自身のものだ。肉とは何の関係もなく──オレの実力で、このオークロードを倒す！　あくまで！　実力でだ！）

　だが、自分のものとは思えないほど、身体からだが軽くなっていると感じているのも事実だった。

（まさか本当に、オレに『覇肉の才』とやらが宿っているのか？）

　いや違う。そんなわけがない。

　そんなわけはないが、全身から不思議な力がみなぎってくるのを、彼は自覚した。

　何しろ相手は『冥府の四魔王』の一人だ。いくらアルヴィンが人間界で最強の戦士でも、本来ならば一対一でかなう相手ではないのだ。そのオークロードを相手に、彼は互角の戦いを演じていた。普段以上の力を発揮しているのは間違いなかった。

「凄すごい、凄いぞ。『覇肉の才』を完璧にコントロールしている！」

　ミーティアが興奮して、声を高く響かせた。

「あれは『肉喰ぐらい』としてのポテンシャルがあればこその動きだ」

「そうなのですね！　さすがはわたしのアルヴィン！」

　いつの間にか目を覚ましたキャロルが、感激に声を震わせる。

「あの狙い澄ました猛牛のような一撃は、牛肉の力ですか!?」

「ああ、間違いない。ほら見ろ、今の大タンな動きを！　牛タンの力をごく自然に使いこなしている！」

「まさか、誰にも教えられていないのに『肉喰らい』の秘奥義を!?」

「そんな！　アルヴィンの『肉喰らい』としての天性の素質が、彼を目覚めさせたというのか!?」

「すごい、すごいです。アルヴィンの元気モリモリお肉パワー！」

「勝手な実況解説つけるのやめてもらえませんかね!?」

　アルヴィンとオークロード。人間界最強の傭兵と、最も高貴なオークの戦士。一流の武人同士の、正々堂々たる一騎打ちだ。それがやかましい外野のせいで台無しである。

　オークロードが、わずかに動揺した。

「さ、さっきから、あやつらは何を言っているのだ？」

「……気にしない方が幸せだ」

　肉のことは考えない方がいい。アルヴィンは、静かに息を吸った。お互いに疲労の度合いが濃い。そろそろ決着をつける時だ。

　不意に、オークロードの腕が止まった。痛みに顔をしかめるような仕草をする。太い二の腕から血が流れ出ていた。アルヴィン自身も気付いていなかったが、いつの間にか彼の剣がオークロードの腕をわずかにかすめていたのだ。

　それに激怒したのは、オークロードではなく、彼の部下たちだった。

「ぶひひぃっ。テメー、よくも王さまを！」

　二人の戦いを見守っていたオークたちは、各々の武器を手に取って、アルヴィンに襲いかかる。眼前のオークロードのみに神経を集中させていたアルヴィンは、とっさに反応できない。

「斬！」

　背中の剣を抜いたミーティアが、紫電一いつ閃せん。側近オークたちは、ただ一撃で全員が上下に真っ二つにされた。『焼肉定食』の特殊効果により、豚肉をドロップして消滅する。

「堂々たる一騎打ちだ。邪魔は許さん」

　ミーティアが厳かに宣言した。部下を殺されたにもかかわらず、オークロードは気を悪くした様子もなかった。

「武人の心を理解せぬとは、我が配下ながら、何とも情けない連中だ。人間族の雌メスよ、邪魔者を排除してくれて感謝するぞ」

　アルヴィンは慄然とした。これが、武の道を極めんとする者の執念だった。自分はここまで冷徹にはなれない、と思いながら、彼は再び剣を振るう。オークロードもまた、棍棒で彼に立ち向かう。

　どれほどの時が過ぎただろうか。ついにその時が訪れた。

「もらった！」

　アルヴィンが見せた一瞬の隙。オークロードはそれを見逃さなかった。

　だが──。

「甘い！」

　それこそがアルヴィンの罠わなだった。身体を軽くひねって、彼は跳躍した。オークロードの必殺の一撃を高く舞ってかわすと、そのまま彼は、天井に着地した。

「な、何ィ!?」

　天地が逆転したかのような感覚に、オークロードは襲われたに違いない。だが、そうではなかった。あたかも着地したかのように、アルヴィンは天井を強く蹴りつけて、そのまま今度はオークロードに向かって突進したのである。

　アルヴィンの剣が、オークロードの胸に深々と突き刺さった。

　アルヴィンが音もなく、今度は地面に着地すると、次の瞬間、オークロードの胸から赤い血がほとばしった。

「ばかな……この俺が……人間如ごときに負けるなど……」

　息も絶え絶えの様子で、オークロードは呟つぶやいた。

「そうか……そういうことか。古代帝国を滅亡に導いたという……現代ではもはや失われた力を、貴様は身につけているのだな。俺が敗れるわけだ……」

　そういうことでは全くないが、アルヴィンはあえて訂正はしなかった。「もしかしたら俺は『肉』とかいうわけの分からない力に負けたのかも」などと疑いながら最期の時を迎えるのは、あまりにも不ふ憫びんである。信じたいことを信じたまま逝かせるのが、武士の情けというものだ。

　オークロードは地に伏した。戦いは終わったのだ。

　ふう、と息をついて、アルヴィンは額の汗を拭った。

「す、すギョい……すギョすぎる……」

　呆ぼう然ぜんとして、ピスカがアルヴィンを褒ほめ称たたえる。

「ふむ、まあまあだな。お前も少しは『覇肉の才』をコントロールできるようになってきたか」

　誇らしげにミーティアがアルヴィンの肩を叩たたくと、キャロルも黄色い声を上げた。

「さすがわたしのアルヴィンです。こんなにも短期間で、元気モリモリお肉パワーを開花させるだなんて」

「さっきから何なんですかそのネーミング!?　めちゃくちゃクソダサいんですけど!?」

「……悔しいですが、ボクも認めざるを得ないようですね、『覇肉の才』──いえ、元気モリモリお肉パワー」

「ブロッコまで!?　いやそこは肉じゃなくてオレの実力を認めろよ！」

　みんなが褒めてくれるのは嬉うれしいが、どうにも納得のいかないアルヴィンだった。

「……！」

　ふと、何かの気配を、アルヴィンは感知した。

　その正体は、すぐに分かった。ぴく、とオークロードの腕がわずかに動いたのだ。恐るべきオークの武人は、まだ完全に死んではいなかったのだ。もう時間の問題だろうが……。

「ミーティア、やってくれ」

　アルヴィンは言った。できればこの尊敬すべき武人とは、友として出会いたかった。だが、それは永遠に叶かなわない願いだ。

「こいつはもう助からん。おいしくいただくことが、せめてもの供養だろう」

「了解した」

　ミーティアは愛剣『焼肉定食』を、静かに振り下ろした。オークロードの身体は消滅し、一片の豚肉だけが残った。

　今度こそ、すべてが終わった。

　ドロップされたその肉を見て、ミーティアはわずかに眉を動かした。

「……ほう、珍しいな、この部位は」
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　アルヴィンたちは、セロポリス廃はい墟きよのキャンプ場に戻ることにした。

　キャロルたちを救出し、また自分の実力で（あくまでも実力で！）オークロードを倒すことができ、アルヴィンはすがすがしい気持ちでいっぱいだった。

　だが、帰還の道中──そんな彼の気分をぶち壊す女がいた。ピスカだった。

「参ったな、あそこまで『覇肉の才』を見せつけられてはな。アルヴィンと言ったっけ？　お前、凄いな。トトミ以外にあそこまで『肉喰らい』の力を覚醒させる奴やつがいるなんて」

「いや違うけど!?　肉は関係ないけど!?」

「お前に免じて、今回はあたしの負けだ。肉は凄い。素直に認める」

「オレに免じるな！　そこはもっと食い下がれよ！　料理対決はどうなったんだよ！」

　さっきからずっとこんな感じだ。ミーティアやキャロル同様、彼女もアルヴィンの活躍はすべて肉のおかげだと信じているのである。

「でも、魚だって凄いんだぞ。魚を食べると血栓や心しん筋きん梗こう塞そくの予防になるし、悪玉コレステロールを減らすことができる。脳細胞を活性化させる効果もある。何よりうまい。なあトトミ、お前にだって好きな寿す司しネタの一つはあるだろ？」

「『牛握り』だがそれが何か？」

「お前に訊きいたあたしがバカだった……ニクらしい奴め」

　どうしてこうなったのだろう。ここは、恐ろしい魔王を倒した勇者と彼に救われた可か憐れんな姫のラブロマンスとか、そういったイベントが生じるところではないのか。どうして肉だの魚だのといった話になっているのか。まあキャロル姫も楽しそうだからいいのだが。

「今日の晩飯はモツ鍋といこう」

　ミーティアが提案した。もちろん、アルヴィンやキャロルに異存はない。ミーティアが手下オークたちを『焼肉定食』で瞬殺したとき、豚のホルモンがたくさん手に入ったのだ。

　ピスカだけは、釈然としないものを感じたらしい。

「本当に肉なら何でもいいんだな、トトミは。あたしやキャロル王女を食べようとした悪いオークの肉だけど、そこは気にしないのか？」

　するとミーティアは、満面の笑顔でこう答えた。

「罪をニクんで肉をニクまずだ」

　キャンプ場に戻ると、珍しく、ミーティアが本格的な料理に取りかかると言い出した。雄豚のホルモンは臭みが強いので、きちんと処理する必要があるのだという。

　アルヴィンも手伝って、モツ鍋の準備が始まった。脂を除去し、軽く水洗いしたホルモンに小麦粉をまぶしてごしごしと揉もみ込む。匂いやぬめりを吸収した小麦粉を水で洗い流すと、かなり臭みは消えていた。なるほど、丁寧な下準備が肉をおいしく食べるコツなのか、とアルヴィンは感心した。

　普段は万事大ざっぱなミーティアも、こういうときだけは手つきもきめ細かく、丁寧な仕事ぶりだった。

（案外、いい奥さんになるんじゃないか……？）

　そう考えた途端、アルヴィンの脳裏には、裸エプロンで愛する夫のために手料理を作る、新妻ミーティア（むちゃくちゃエロい）の姿が思い浮かんだ。

（何を想像しているんだ、オレは）

　ついでに、同じ格好をしたキャロルの姿も思い描いてしまう。赤面して、彼はその妄想を振り払った。

　鍋がぐつぐつと煮えている。モツ鍋の準備が整ったのだ。

　ただし、食べるのは、アルヴィン、ミーティア、キャロルの三人だけだ。ブロッコはいつものように野菜一筋。自分用の野菜炒いためを作って皿に盛り付けている。その隣で、ピスカは魚を焼いている。

　とはいえ、ピスカも鍋から漂ういい匂いには気を取られているようだ。ちらちらと様子をうかがっている。

「試しに聞くだけ聞いてみるが、どんな味なんだ？」

　ついに我慢できなくなったらしく、豚モツを堪能しているアルヴィンにそう訊たずねてきた。

「うまいぞ。普通にうまい」

「つまらん感想だな。『この子は独創性がない』って学校の先生に言われなかったか？」

　余計なお世話だ。

「ピスカも一口食べないか？」

「いらん。何度も言っているだろう。肉は、ニクしみしか生まない。『覇肉の才』の存在は認めるが、あたしは絶対に食べない。それよりも、だ」

　イワナの塩焼きをかじりながら、ピスカは指摘した。

「お前、自分でも薄々気付いているんだろう？　あの力は、間違いなく肉を食べたことで得られた力だ」

「あんたまで、ミーティアの言うことを信じてるのか？」

「肉にとんでもない力が秘められていること自体は、おそらく本当だ」

　ピスカの顔は真剣だった。

「ニポン人も昔、肉を食べていた。肉に秘められた力を求めて争った。それで国土が荒廃し、滅亡寸前の状況になったんだ。だからそれを反省して、ニポンは肉を禁忌とした。『肉を食べてはいけません、肉食は悪い文化です』と親が子どもに教えるようになったんだ」

　だからピスカは肉に対してあれほどのニクしみを見せていたのだ。

「代わりに、ニポン人は魚を食べるようになった。やがて人々は肉食の習慣を失い──肉に力が秘められているなんて、単なるおとぎ話だ、とみんなが思ってる。トトミがいくら『自分は肉を食べて強くなった』なんて言っても、またこいつ適当なホラを吹いてるな、と笑われるのがオチだった」

「私はいつも本当のことを言っていたのにな」

　早くも豚モツを八人前くらい平らげて、ミーティアがしみじみと頷うなずいた。

「だけど、『肉喰ぐらい』がトトミの他にもう一人現れた。つまりアルヴィン、お前だ」

　アルヴィンは無言で小皿のモツをかき込んだ。聞こえないふりをしたのだが、ピスカは気にせず続ける。

「トトミだけなら、ただの勘違いで済んだかもしれない。でも、肉を食べて強くなる奴が二人もいるとなると、話が違う。やっぱり『覇肉の才』は本当にあるんだ。お前の存在は、世界の勢力構造を変える。魚から肉へ、食の大変動が起こるかもしれない」

　ちょっと何を言っているのか分からない。ミーティアもわけが分からないが、このピスカも相当なものだ。頭が痛いアルヴィンだった。

「オレは、あくまでも鍛錬で強くなったんだ。肉に特別な力なんてない」

「そう信じるのは勝手だけど、あのオークロードだって言ってただろ？　古代帝国を滅亡に導いた、失われた力。たぶん、それが『覇肉の才』だ」

　随分とスケールの大きな話になってきた。いや、スケールの大きなホラ話、と言うべきだろう。

「凄すごいじゃないれふか！　アルヴィン、素敵れふ！」

　キャロルが翡ひ翠すい色の瞳を輝かせた。なお、語尾が若干おかしいのはモツを頬ほお張ばっているからである。

「そうだぞ。お前は面白くなさそうな顔をしているが、たぶん、これは誇っていいことだ。トトミの持つ『覇肉の才』は確かに強大だ。規格外と言ってもいい。だが、こいつはその力を全然コントロールできていない。そういう意味では、お前の方が遥はるかに素質がある」

　アルヴィンは無言だった。

　まさか、自分にそんな力が。そんな凄すさまじい力が。オレには、特別な才能があるということなのか──。

　などと考えたわけではなかった。

　単に、

「何言ってんだ、こいつ」

　と、呆あきれていたのである。

「何て顔をしているんだ、アルヴィン。さあ肉だぞ、食え」

　鍋の中では、たくさんの肉がぐつぐつと煮えている。どれもおいしそうだ。

「悩んだときは肉！　肉はすべてを解決する！」

　すべてを解決されてはたまらないが、肉をおいしく食べて今のもやもやした気分を追い払ってしまいたいのは確かだ。アルヴィンが菜箸で鍋の中をかき回すと、まだ誰も食べていない部位の肉が新たに姿を現した。オークロードからゲットした、とっておきの肉だ。

「まあ、このお肉は何でしょう」

　さっそくキャロルがそれを小皿に取って、口の中へと運び込む。アルヴィンも彼女に続いた。

「これは……」

　不思議な食感だ。豚のホルモンであることは間違いないのだが、アルヴィンも食べたことのない肉だった。よほど珍しい部位なのだろうか。

「ちょっと臭みがありますけど……独特の食感ですね。これは絶品です！」

「ほう、これに目をつけたか」

　ミーティアの黒真珠の瞳に、神秘的な光が宿った。

「さすが私の一番弟子。キャロル、お前は目が高い」

「はい。このお肉、癖になりそうです。いつまでもむしゃぶりついていたいです」

　ミーティアに褒められて、キャロルはウキウキだ。

「ああ、素晴らしいお肉……。こんな気持ち、初めて……」

　うっとりするキャロルに、ミーティアは嬉き々きとした表情で教えた。

「これはだな、豚オークの睾こう丸がんだ」

「えっ」

　キャロルの表情から、笑みが一瞬で消えていく。

「こう……がん……とは？　まさか……」

「つまり、豚のキ○タマだな」

　豚は、捨てるところがなく、ほとんどの部位を食べることができる。食用動物としてこの上なく優秀なのだ、とミーティアは力説した。

「そうか、エルフの姫君は豚オークの睾丸がお好みか。この良さが分かるとは、なかなか通だな！」

「いやあああああ！」

　すっかり感心しきりのミーティアをよそに、キャロルの悲鳴が、キャンプ場に高らかに響き渡った。

















第４話　人生、肉ありゃ苦もあるさ
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　オークロードとの戦いから、三日。

　旅を続けるアルヴィンたちの前に、石壁に囲まれた堅けん牢ろうな街が姿を現した。

　王都、セロポリスに次ぐ神聖ベジタリア王国第三の街、アカカブルクである。小高い丘の上にあるこの街は、城壁には守備のための矢や狭間はざまが無駄なく用意され、要所ごとに美しい尖せん塔とうが建っていた。落日の残ざん滓しを浴びて淡く輝くその姿は、見るからに防衛機能に優れた城塞都市だ。

「珍しいですね。エルフには、あまり街を城壁で囲む習慣がないと聞きましたが」

　アルヴィンが街の外観に見入っていると、にこにことキャロルが説明した。

「街を設計したのは、ドワーフの職人たちなんです」

　ドワーフといえば、手先が器用でずんぐり体型のヒューマノイドだ。

「昔、ドワーフの村が飢き饉きんに襲われたことがあって、わたしたちの祖先が食料を分けてあげたのです。それでお礼にということで街を作ってくれたそうですよ。古い神を祀まつった巨大な地下神殿もあるんです」

　祀られているのは、エルフたちが古来、信じていた神々の一人、牧畜の神ジャスラだとキャロルは説明した。キャロルがベジタリア教を開いたとき、古い神々の信仰は破棄されたが、今でもジャスラ神の地下神殿は多くの人が訪れるという。

「王国の誇る一大観光地ですから、ぜひいらしてくださいね」

「そんなことよりも肉だ。肉が食べたい」

「あたしも腹が減った。魚を食わせろ」

　ミーティアとピスカは、今日もブレていない。

　アルヴィンたちが城門に近づくと、城壁の上に人が現れた。人が手を振っている。エルフ族の兵士だ。

「よかった。ここは、まだ魔物の手に落ちていないようですね」

　ブロッコがほっと息を吐く。ここが魔物たちに滅ぼされていたら、お手上げだった。

　城門が開いた。キャロルを先頭に入城する。美しい姫君の姿を見て、中で待ち構えていたエルフたちがわっと歓声を上げた。みんな、王女の行方を心配していたのだ。

「姫様だ！　キャロル姫様だ！」

「教祖さま、ご無事でしたか！　よかった……！」

「おおい、みんなに知らせろ！　キャロル殿下がお越しだ！　王女殿下はご健在だぞ！」

　多くの国民から、キャロルは慕われているようだ。何しろ美人のお姫様で、国教の開祖である。ただのちょっと変な女の子ではないのだ。

「ほっほっ。キャロル殿下、ご無事で」

　出迎えたエルフたちの中に、いかにも威厳のある、白髪に白しら髭ひげの老人がいた。緑色のローブを着て、杖つえをついている。親しげに、キャロルが近寄った。

「これは大賢者ショカ・ツナール様。あなたこそ、よく無事でいてくれました」

「ワシは隠居の身でしたが、国家の危機と聞いて田舎から馳はせ参さんじましたですじゃ」

　そう言って、ショカと呼ばれた老人は破顔した。

「王都は大変なことになっておるようですが、ここは安全ですじゃ。セロポリスの住人たちも、ここに避難しておりまする」

「それはよかったです」

「で、殿下。この者たちは？」

　アルヴィンやミーティアを一いち瞥べつして、ショカは訊たずねた。

「こちらはアルヴィン。とても頼りになる傭よう兵へいです。その隣は、ミーティア様。旅の方で、世界で最強のトングの達人ですわ。どちらも、わたしの大切な人……きゃっ、言っちゃった☆」

　けっこう恥ずかしいカミングアウトをしたキャロルだったが、ショカは小首をかしげたのみだった。「トングの達人……？」と、怪け訝げんな顔をしている。そこに気を取られて、後半部分を聞き逃したようだ。キャロルは続いて、アルヴィンたちにショカを紹介する。

「こちらは我が国を代表する大賢者、ショカ・ツナール様です。ショカ様は、もともとはお父様……国王陛下に執事として仕えていて……」

「ヒツジだと!?　羊肉マトンがあるのか!?」

「……その叡えい智ちが認められて、やがて宰相となり、この国で並ぶ者がない賢者として知られるようになったのです」

「よろしくお願いします、賢者どの」

　アルヴィンが礼儀正しく挨拶すると、キャロルは得意げに翡翠色の目を光らせた。

「それだけではありません。ショカ様はベジタリアきっての大魔法使いなのです」

「まさか……例の『お花畑魔法』ですか？」

「いいえ、『お花畑魔法』は、ベジタリア王家の者のみに伝えられている秘伝の魔法。ショカ様が得意とするのは氷魔法です」

　氷魔法……！　ようやくまともそうな系統の魔法使いが登場して、アルヴィンは安あん堵どする。『ブリザード』で敵の集団をまとめて攻撃したり、『アイスシールド』で敵の炎系攻撃を防いだりと、氷魔法は強力で使い勝手のいいものがそろっている。

「ほっほっ。さっそく、ワシの扱える最強の氷魔法の成果をご覧に入れましょうかな」

　ショカ老師は、にっこり笑って人を呼び寄せた。弟子らしき若いエルフたちが、何やら宝玉のようなものを持参して現れた。魔法の力が込められた宝珠だろうか。魔物との戦いにおける決戦兵器が、満を持して登場したのだろうか。

　と思ったが、アルヴィンがよく見るとそれはガラスの器だった。中に入っているのは、シロップがたっぷりかかった氷の粒だ。

「ほっほっ。どうですかな、ワシの氷魔法で作ったかき氷は」

「さすがです、ショカ様！」

「ショカ様といえば、やっぱりコレですよね！」

　キャロルとブロッコは、歓喜してそれを受け取った。さっそく、ばくばくと食べ始める。

「うーん、たまりません！　ボク、小さい頃からショカ様のかき氷が大好きなんです！」

「ああ……最高……。焼肉のデザートにも合いそうです……」

　二人はうっとりしている。アルヴィンは戸惑った。

「……もちろん、ショカ様は攻撃系魔法も使えるんですよね？　ブリザードとか……」

「野蛮な攻撃系魔法は、ワシは好まんのじゃ。ワシはひたすら、いかにおいしいかき氷を作るか、これに人生を賭けておるのでな」

　……やはり、ベジタリアの人材にはロクなのがいない。







　アカカブルクで一番伝統のある宿屋が、キャロルとその一行のために割り当てられた。ようやくテント暮らしから解放される。久しぶりに、気持ちよく眠れそうだ。

　アルヴィンに与えられた部屋は、キャロルの部屋の右隣である。左隣は、ミーティア。何かあったときにすぐに駆けつけられるようにとの配慮だった。

　列国の実力者たちから見込まれていたアルヴィンだ。黄金や大理石をふんだんに使った、王侯貴族のような部屋に寝泊まりしたことも、一度や二度ではない。そんな彼にしてみると、伝統があるといっても、随分と質素な宿屋だった。一般にエルフたちはあまり派手な住まいを好まないのだ。だが、アルヴィンに不満はなかった。ベジタリア人たちは、彼のために精一杯の配慮をしてくれている。文句を言うと、罰が当たるというものだ。

　荷物を置いて、いったん部屋を出た。ちょうどミーティアも出てきたところだった。なぜか、ほのかに顔が赤い。

「アルヴィン、ちょっといいか？」

　辺りをきょろきょろとうかがいながら、彼女はそっと耳打ちした。

「その……だな」

　彼女にしては、妙に歯切れが悪い。アルヴィンがきょとんとしていると、ミーティアはとんでもないことを言い出した。

「後で、その、私の寝室に来てくれ」

「し、寝室に!?」

　アルヴィンは驚いた。年頃の女性が男性を自らの寝室に招き入れようというのだ。それが何を意味するのかはさすがにアルヴィンでも分かる。

「私はお前のことが気に入っているんだ」

「そ、それはどういう意味で!?」

「言わせるな、分かってるだろ？」

　ミーティアは言いい淀よどんだ。どこか落ち着きがなかった。

（……ミーティアがオレのことを？）

　ミーティアは、アルヴィンのことを高く評価してくれている。『覇肉の才』がどうとかはただの妄想だが、とにかく自分と互角に戦えるこの世で唯一の戦士として、アルヴィンのことを認めてくれている。その気持ちが、ついに恋愛感情にまで発展したのだろうか。

　言動がアレなのでつい忘れそうになるが、黙っていればミーティアはとびきりの美女である。自然とアルヴィンの視線が、ミーティアの身体からだのあっちやこっちに引き寄せられた。改めて見ると、露出度を極限まで高めたビキニアーマー姿は、あまりにも刺激が強かった。

（なんだこのムチムチの胸は。エッロ！　尻も、太もももエッロ！　このボンレスハム女エッロ！　というかこの格好ヤバいだろ！　ちゃんと服を着ろ！）

　急にミーティアを女性として意識してしまい、アルヴィンは赤面して目を逸そらした。

「いいな？　必ず来いよ」

　そう言って、ミーティアは先に下の階へ下りていった。

　ごくり、とアルヴィンは唾を呑のんだ。今夜、自分はミーティアに食われてしまう（性的な意味で）のだろうか。

（だがオレにはキャロル姫という、心に決めた女性ひとが）

　唐突なお誘いに、心が乱れまくるアルヴィンであった。

　宿屋の一階には、ベジタリア王国の要人たちの他、若いエルフの女性たちが大勢集まっていた。キャロルやブロッコの友人らしい。さっそく夕食会が始まったが、アルヴィンは落ち着かない。

　夕食会は大変な騒動になった。本来ならば野菜づくしになるはずのエルフたちの食事に、いきなり肉がどどーん、と出現したからだ。「ええっ、これは何？」「キャロル様、大変です。何か手違いが」「いいえ手違いではありません！　みなさん、肉を食べましょう！　肉です！　これからは肉の時代です！」「ええ!?」エルフたちは大騒ぎ。しかしアルヴィンは上の空であった。

「いったいキャロル様に何があったの？」「ブロッコ、説明してちょうだい」「ええと、ボクも何がなんだか……」興奮した言葉が乱れ飛ぶ中、アルヴィンが粛々と食事を済ませると、ミーティアが思わせぶりに、そっと彼に目配せした。彼女も早々に箸を置いている。早々に、といってもすでに十人前は食べているが、彼女にしては控えめだ。

　かなり恥ずかしそうにもじもじしている。ミーティアはすっかりその気なのだ。いつもとは違った態度が妙に色っぽく、アルヴィンはドキリとした。

（でも……やっぱりダメだ。こういうのはよくない。オレはキャロル姫が好きなんだ。ちゃんと断ろう）

　何度もそう思いながら、気がつくとアルヴィンはミーティアの寝室の中にいた。ミーティアは、いつの間にかセクシーな黒のナイトドレス姿に着替えている。ベッドに腰掛けて、妖艶な笑みを浮かべてアルヴィンを見つめていた。黒真珠の瞳が、妙に色っぽい。
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「さあ、二人でイケナイことをしよう」

「い、イケナイこと……？」

「ドキドキするだろ？　私もドキドキしている」

「ちょっと待ってくれ。オレは……キャロル姫を裏切ることはできない」

「？　よく分からんが、だったら三人ででもいいぞ？」

「さ、三人で!?　それはさすがに破廉恥なのでは!?」

　アルヴィンが仰天すると、ミーティアは切なそうな声を上げる。

「何をびびってるんだ？　私は、もう我慢できない……」

「ミーティア……あんたの気持ちは嬉うれしいが、オレは……」

「アルヴィン、一緒に大人の階段を上ろう……これで」

　そう言って彼女が取り出したのは──ソーセージだった。

「はい？」

「あと、これも」

　ビール瓶だ。コップを二つ並べ、ミーティアは悪童のように笑った。

「大人の味といったら、これだよな。就寝前にビールでソーセージ。この背徳感がたまらないよなあ」

「も、もちろん、そんなオチだと思ってたよ!?　オレはそう思ってたよ!?」

　恥ずかしい……。一人で勘違いしていたのが恥ずかしい……。

「まあ……そうだよな。ミーティアは、花より団子だよな……」

「ああ、肉団子はもちろん大好物だぞ？」

　仕方がないので、アルヴィンはビールとソーセージに付き合った。とても身体に悪そうだが、確かにこれは背徳的な幸せだ。

「やっぱりビールにはソーセージが合うな。うまい」

「また『うまい』か。本当にお前は語彙が貧弱だな。それで肉の頂点を極めようとは身の程知らずにも程がある」

「極めねえから！　オレが極めたいのは肉じゃなくて武の頂点だから！」

「同じことだろう？」

「どこが!?」

「いや、武を極めることは肉を極めることと同じだろう？」

　頭が痛い。ミーティアの話の通じなさは異常だ。

　とはいえ、そんなミーティアとの談笑が（認めたくないことだが）決して不快ではなくなってきているアルヴィンだった。こいつはそういう奴やつなのだ、と認識してしまえば、そう気にもならない。いちいち反応するから駄目なのだ。スルー力りよくが試されている。

　窓から、月明かりが漏れている。いい月だ。アルヴィンはビールとソーセージの味を堪能しながら、白銀のように輝く月を観賞した。

「確か、明日が満月だという話だ」

「そういえば、兎うさぎ肉は最近食べていないな」

「いや、何の話だよ……」

　何かと肉に発想を飛ばすミーティアだが、今回のはとびきり意味が分からない。

「私の祖国では、月には兎が住んでいるという言い伝えがあるのだ。それはそうとアルヴィン。少し真面目な話をしようか」

　ソーセージをダース単位で爆食いしながら、真面目な話もあったものではないが。

「ピスカも言っていたが、私は『覇肉の才』に目覚めたとはいえ、肉を食べる以外の強くなる努力は何もしていない。それで十分だと思っていた。何しろ私にかなう相手は、この世のどこにもいなかったのだから。これまではな」

　蠱こ惑わく的てきな瞳で、ミーティアはまっすぐにアルヴィンを見つめた。

「だが、お前が現れた。お前は、私よりも強くなる可能性を秘めている。ビーフの……ビーフじゃなくて、何だったかな」

「冥府の四魔王、な」

　そこでボケなくても、とアルヴィンは思ったが、おそらくミーティアは素で間違えている。

「そう、それだ。そいつらの残り二人にも、今のお前ならきっと勝てるだろう。もはや、怖いものなしだ」

「オレは、まだまだあんたにはかなわないさ。怖いものなしなのは、あんたの方だろう」

「いや、私にも怖いものはいくらでもある」

　さらりと、ミーティアは認めた。意外な返答に、アルヴィンは驚いた。

「あんたにも怖いものが？」

「私が何よりも恐れているのは、腸管出血性大腸菌Ｏ１５７だ」

「ちょうかんしゅっけつせいだいちょうきんおーいちごーなな？」

「生肉やレバーなどを感染源とし、人間に下痢などの消化器症状や合併症を引き起こす恐ろしい病原大腸菌だ」

「はあ」

「それに豚コレラ」

「とんこれら？」

「豚やイノシシに感染する恐ろしい伝染病だ。ヒトには感染しないが、強い伝染力と高い致死率が特徴で、発生した場合の被害は甚大だ」

「はあ」

「後は……焼肉を食べ過ぎた後の体重計」

「嘘うそつけっ、あんた体重なんて全然気にしてないだろ！」

　一人で三十人前の肉を食べる奴が、体重を気にするとは思えない。

「ちょっと話が脱線したが、要するにだ、『覇肉の才』に目覚めた今、武の頂点を極めるというお前の夢は、もはや手に届くところにあるということだ」

　アルヴィンは、複雑な気持ちだった。武の頂点。確かに、自分はそれを目指して努力してきた。だが、そうやって努力する、努力し続ける今の自分が嫌いではなかった。ずっと今のままがいい、今が永遠に続けばいい──そんな心境だったのだ。

「その先に、お前は何を目指す？」

　アルヴィンは沈黙した。オレは今後、何を目指すべきか。地上の何者にも負けない力を手に入れて、オレが為なすべきことは？　その力を、何に使うべきだろう。

　そこまで考えて、アルヴィンは苦笑した。どうも、ミーティアにのせられて、考えが先走ってしまったようだ。

「いやいや、『覇肉の才』なんて、ただの妄想さ。やめよう、こういう話は。取らぬ狸たぬきの皮算用、というやつだ」

「狸汁の味を知っているとは、なかなかやるではないか」

「（スルーして）オレがその域に達するのは、まだまだ先のことだ。その先のことは、そのとき考えるさ。ああ、それと……」

　さらに何かを言おうとしたミーティアであったが、アルヴィンは先手を打って言葉を続けた。彼女がアルヴィンに何を目指させようとしているのか、遅まきながら勘づいたのである。

「言っておくが、大食い芸人やら食レポーターやらは目指さないからな」

「駄目かあ」




　　　　２




　自分の寝室に戻り、アルヴィンはその夜はそのまま寝た。久々にアルコールを飲んだので、よく眠れた。

　そして翌朝。

「大変だ、キャロル王女がさらわれた！」

　すっかり寝坊してしまったアルヴィンは、ピスカの声に叩たたき起こされた。

「また!?」

　愕がく然ぜんとした。あの姫様は、何度さらわれれば気が済むのか。

　もっとも、アルヴィンもうかつであった。キャロルの隣の部屋をあてがわれたのだから、深夜まで警備に気を配るべきだったのである。ミーティアのお誘いのことで頭がいっぱいになり、すっかり忘れていた。

「ついでに言うと、ブロッコもいない」

「朝の散歩とかではなくて？」

「誰も目撃者がいないんだ。夜のうちに忽こつ然ぜんと消えている」

　部屋が荒らされた様子はないという。だから正確には「さらわれた」かどうかは分からないのだが、行方不明になっているのは確かだ。

　一階に下りると、大賢者のショカや、ベジタリア王国の高官たちが集まっていた。みな、大慌てである。ミーティアは、まだ部屋で眠りこけているようだ。

「この街の中なら、安全じゃなかったのか？」

「……むろん、ゴブリンやオーガに襲われる心配はないじゃろう。じゃが、身内の中に、よからぬことを企たくらむ者がいたら？」

　と、ショカが眉間にしわを寄せた。

「王都があれほど簡単に陥落したのも、内側から手引きした者がいるからだと主張する者がおる」

「まさか……ブロッコが裏切ったとでも？」

「ブロッコは、王都陥落の際にオーガたちに捕まったが、解放されたと言っておった。『食べるところがない』というのがその理由らしいが、やや不自然な気もするのう」

　言われてみると、そうかもしれないが……。

「この街でキャロル殿下を誘拐するなら、腕力にものをいわせるよりも、言葉巧みに殿下を騙だまして連れ出す方が有効的じゃろう。例えばブロッコの言葉になら、殿下は素直に従うじゃろうな」

　だが、ブロッコがキャロルを傷つけるような行為に走るなど、アルヴィンにはとても考えられなかった。

「ブロッコに、キャロル姫をさらう動機なんてありません。彼女がどれだけ姫を敬愛していたか、あなただって知っているでしょう」

　とはいえ、魔物が街の中に入り込んでいれば、さすがに誰かが気付くはずである。キャロルと親しい人物が彼女を連れ出したというショカの推測には、確かに説得力がある。

「ブロッコだけじゃない。王女やブロッコと同年代の子たちの姿が見当たらなくなっているみたいなんだ」

　ピスカが指摘したのは、昨夜、彼らと夕食をともにしていた少女たちのことである。彼女たちは、この街の中に自宅があったり、街の住人に避難先を提供してもらったりしている。つまり寝泊まりしている場所がばらばらなのだ。それなのに、一斉にいなくなっている……。

「殿下が、急に肉がどうとか言い出したので、ショックを受けておったのう。みな、ベジタリア教を熱心に信仰しておったでな」

　そういえば、大騒ぎしていたような気がする。ミーティアから寝室に誘われたことで頭がいっぱいで、アルヴィンはほとんど覚えていなかったが。

「ワシはまあ、そろそろ肉も食べたいと思っておったところじゃったから、ちょうどよい塩あん梅ばいだと思うたが、あの子らはそうではなかったのじゃろう」

　心の底からベジタリア教を信仰していたブロッコたちと、愛すべき姫の道楽に付き合っていただけのショカ。ベジタリア教徒も色々だ。

「それで、示し合わせてキャロル王女をさらった。その可能性は、あたしは否定できないと思うな」

「キャロル姫は、街の外に連れ出されたのでしょうか？」

「その可能性もないわけではないが、見張りの兵士たちは、見ていないと言っておった。むろん城門が開いた形跡もない」

　つまり、キャロルたちはこの街のどこかにまだいる可能性が高いのだ。

　ふとアルヴィンは思い当たった。この街には、人を隠すには最適な場所があるのではないか。昨日、キャロルが街を説明してくれた言葉の中に、それらしきものがなかったか。

「そうか、地下神殿だ！」







　アカカブルクの街の下に、驚くほど巨大な空洞がある。大きな柱が何本も立っており、中央には壮麗な祭壇がある。魔法のランタンが神秘的な輝きを見せており、地下だというのにそれほど暗くはない。

　古代エルフ族の神々の一人、牧畜の神ジャスラに捧ささげられた地下神殿であった。

　祭壇の周りには、エルフの少女たちの姿があった。その表情は、一様に険しい。全員が、怪しげな文様の入った黒いローブを着ていた。

　祭壇の上には、にんじん色の髪を長くした、美しい少女が横たわっている。キャロルだ。寝息一つ立てずに、静かに眠っている。

「ブロッコ、お手柄よ。うまくキャロル様を連れてきてくれたわね」

「う、うん……」

　少女たちの中に、ブロッコの姿があった。友人たちに言われてキャロルを連れ出したものの、彼女たちの計画に心から賛同しているわけではない。

「でも、こんなことをして本当によかったのかな」

　ブロッコが控えめに呟つぶやくと、少女たちは口々に叫びだした。

「何を言っているの！」

「そうよ、許せないわ！」

　怒りに燃えた瞳で、彼女たちはキャロルを糾弾した。

「ベジタリア教を棄すて、肉の道に走るなんて。そんなの私たちへの裏切りだわ」

「キャロル様の言うことを素直に聞いて、野菜だけを食べていた。そのせいで私たちは、こんなに貧乳に育ってしまったのよ！」

「それなのに自分だけちゃっかり巨乳に育ってるなんて！」

「きっと、本当は私たちに隠れて肉を食べていたんだわ！」

「何てニクらしい！」

　そう。ここに集うエルフの少女たちは、成長期に肉を食べず野菜ばかり食べていたせいで、そろってぺったんこに育ってしまったのである！

「うちは祖母も母も三人の姉もみんな巨乳の家系なのに、私だけ胸が小さいの。おかげで、いつになっても彼氏ができないわ。そんなのってある!?」

「わたしなんて、幼なじみにプロポーズしたのにフラれちゃったのよ。『まな板と結婚する趣味はない、台所用品に興奮する男がいたら変態だ』なんて言われて」

「あたしは結婚式の当日に新郎に逃げられたわ。パッドを入れていたことがバレちゃったの！」

「で、でも……」

　ブロッコはまだ気持ちの整理がついていなかった。

「キャロル様だって、悪気があったわけじゃないし……こんなことをしなくたって……」

「ブロッコは本当にお人ひと好よしなんだから。だからキャロル様にいいようにこき使われるのよ。ねえ、ナスカ」

「そうよ。あなたはもう少し人を疑うことを知りなさい。なに、ちょっと脅かして反省してもらうだけよ。だから心配しないで、ブロッコ」

　ナスカと呼ばれた栗くり色いろの髪の少女は無邪気に笑った。少女たちの中ではやや年長で、背も高い。彼女たちのリーダーのような存在だ。

「生いけ贄にえの儀式ごっこよ。キャロル様には、古代エルフ族のしきたりに従って、ジャスラ神への捧げ物になっていただくわ」

　この地下神殿は、牧畜の神ジャスラを祀まつっている。ジャスラは、本来は恐ろしい魔神だった。人を殺し、森を焼き、洪水を起こすなど悪逆の限りを尽くした。それが、英雄神によって退治されて、心を入れ替えるのである。古い伝説には、この魔神ジャスラが夜ごと生け贄を要求したとあり、生け贄を捧げるための儀式のやり方なども詳しく残っている。

　この少女たちは、ちょっとしたオカルト・マニアだった。世界を滅ぼす禍まが々まがしい魔神だとか、その魔神に生け贄を捧げる怪しげな儀式だとか、そういったおどろおどろしいものが大好きなのだ。思春期の少年少女にはよくあることである。

「ナスカに言われたとおり、儀式に必要なものを全部集めてきたよ。トカゲの尻尾に、鶏の血に、ええっとそれから……豚の足？」

「ありがとう。後は、私の方で準備を進めるわ。あなたたちは、少し休んでいて」

　少女たちはナスカの言葉に従い、祭壇の周りを離れた。ブロッコも、ためらいつつも彼女たちに従った。ナスカだけが、静かに眠るキャロルの前に残った。

　だから誰も気付かなかった。キャロルを見つめるナスカが、この世のものとは思えぬほど邪悪な笑みを浮かべていたことに。







「偵察に行った者からの報告じゃ」

　キャロル姫捜索本部となった宿屋の一階に、アルヴィン、ショカ、ピスカやエルフの要人たちが集まっている。

　一人寝坊していたミーティアも起き出している。まだ今日は肉を食べていないので、ちょっとぼんやりしている。

「地下神殿の『聖なる秘所』に、誰かが侵入した形跡があるようじゃ」

「やはりか……」

　地下神殿は観光名所になっているが、実際に観光客が出入りできるのは、途中までである。最奥部の『聖なる秘所』は、一般人の立ち入りが禁止されている神聖な場所だ。そこに、何者かが潜んでいるという。

「どうやら殿下は、地下神殿に連れ去られておるようだ。あのエルフの少女たちは、もともと殿下の影響を受けて、かなり敬けい虔けんなベジタリア教徒じゃった。殿下が肉に夢中になっていると聞いて、昨日もかなりショックを受けておった。あの年頃の娘たちは、何かと思い詰めるものじゃ。急進的な思想を抱くあまり、過激な行動に走ってしまったようじゃな」

「いったい何が目的で？」

　まさか、キャロルを殺すつもりではあるまい。いくら彼女に「裏切られた」と感じたからといって、そこまで暴走するとは考えられない。何を考えているのか。

「急進派の少女たちに、よからぬことを唆そそのかしておる者がいるに違いない。問題は、その者がどれほどの力を持っておるかじゃな」

　アルヴィンはそわそわした。もうのんびりはしていられない。

「すぐに行こう。キャロル姫を助けなければ」

「そう簡単にはいかん」

　険しい表情で、ショカは首を振った。

「そもそもあの地下神殿は、ただの神殿ではない。邪悪な魔神を封印しておるのだ」

「えっ」

　初耳である。のどかな観光名所ではなかったのか。

「伝説では、魔神ジャスラは英雄神に退治され、改心して牧畜の神ジャスラとして善なる神々の仲間入りを果たしたとある。じゃが、ワシの最新の研究によれば、それは誤りなのじゃ」

　そう言って、ショカは古びた巻紙を取り出した。

「ここに、牧畜の神についての古い石碑の写しがある。まだ神話がしっかりと確立しておらん時期のものじゃ。ここにある文字を読んでみい」

「なになに……」

　ミーティアが身を乗り出した。

「極厚熟成ステーキ食べ放題……今なら何と三千ゴールド……だと!?」

　ゴン！　と鈍い音が鳴り響いた。ピスカがミーティアの後頭部を思いっきり殴りつけたのである。

「焼肉店のチラシじゃないぞ！　真面目にやれ！」

「お茶ちや目めな冗談じゃないか。本気で殴らなくても……」

　頭を押さえてうずくまるミーティアに代わって、アルヴィンがショカの指差す文字を音読した。

「牧畜の神、ヅャスラ……？」

　そう書いてある。思わず二度見した。

「ヅャ!?」

　ピスカが素っ頓狂な声を上げた。

「さよう。牧畜の神ヅャスラと魔神ジャスラ。名前は似ているが、両者は本来、別々の神なのじゃ。それが誤って混同された結果、結びついて、同一の神という扱いになった。それで『魔神ジャスラは英雄神に退治されて改心した』などという伝説が、後から付け加えられた。じゃが本当は、魔神ジャスラは改心などしておらん。地下神殿は、牧畜の神ジャスラを祀ったものだとみんなが思うておるが、本来は魔神ジャスラを封印する聖域なのじゃ。牧畜の神は関係ない」

「姫を誘拐した黒幕は、それを承知の上で、地下神殿に姫を連れ去ったのでしょうか？」

　アルヴィンが疑問を呈すると、それには直接答えず、ショカは新たな情報を提供する。

「もう一つ、街の中央市場に派遣した者からの報告じゃ。娘たちのうちの一人が、どうやら今朝、買い物をしていたらしい。それも、鶏をまるごと一羽と、豚の足を購入したとのことじゃ」

「この街では、鶏や豚が売られているのですか？」

　ベジタリア教の信徒たちが鶏とり肉にくや豚肉を買うとは思えないが。

「この街は牧畜の神を守護神とする街。今はベジタリア教が国教になったとはいえ、もともと牧畜が盛んだったのじゃ。だからベジタリア教に改宗せず、牛や豚を飼っている者もおる。それに肉食や肉の売買を一切禁止したら、旅人も寄りつかぬでな。……それにしても、不思議には思わんか？」

「ベジタリア教の敬虔な信徒であるはずの少女が、鶏や豚を買うのはおかしい」

「じゃろう？　実は、魔神ジャスラに生け贄を捧ささげる儀式というのが記録に残っておってな、その儀式に必要な道具として、鶏の血や豚の足が出てくるのじゃよ」

「生け贄の儀式！」

　アルヴィンたちは戦慄した。

「そいつらはキャロル姫を、魔神に捧げる犠牲の山羊スケープ・ゴートにしようとしているのか！」

　彼の言葉に反応して、ミーティアが急に身を乗り出した。

「今度は山や羊ぎの肉か！　じゅるり」

「ちゃんと話聞いて？」

「もう一つ、生け贄の儀式には条件がある。満月の夜に執り行う必要があるのじゃ」

「満月の夜……って、今夜だ！」

　アルヴィンは蒼あおざめた。このままでは、本当に生け贄の儀式が実行されてしまう。

「魔神ジャスラに生け贄を捧げたら、どうなるんだ？　何が起こるんだ？」

　と、ピスカ。ショカは首を横に振った。

「そこまでは、ワシにも分からん。最悪、姫の身体からだを依より代しろに魔神を復活させる、などということも企てておるのかもしれんな」

「ブロッコたちが、そんなおぞましい悪事に荷担するとは思えませんが……」

「少女たちは、唆されただけじゃ。何も知らないのじゃろう」

　アルヴィンは立ち上がった。落ち着いてはいられない。

「すぐに助けに行こう」

「いや、その前にやることがある」

　思わせぶりに、ミーティアは彼を引き止めた。黒真珠の瞳が、淡い光を放っていた。
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　ミーティアの計画を聞いて、アルヴィンは耳を疑った。

「焼肉パーティーだと!?　どうしてキャロル姫が大変なときにそんなことをする必要があるんだ！」

「お前には分かっているはずだ」

　そうだろう？　とばかりにミーティアは胸を反らすが、彼女の行動は分からないことだらけである。

「肉を食べることで、我々『肉喰ぐらい』は最大限のパフォーマンスを発揮する」

「だから何度も言っているだろう。肉は関係ない。オレの強さは、オレ自身の鍛錬によるもので──」

「本当にそうか？　自分の心に嘘うそを吐つくな、アルヴィン」

「いや、心の底からそう思ってるけど……」

「生け贄の儀式が行われるのは、今夜。月が昇るまで、まだ時間はある。焦らず、万全の準備をした方がいい。だからここは焼肉を食べるのが正解だ」

「そう言って本当は、単に肉が食べたいだけだろ!?」

「いや、タンはちょっと飽きた。今日は違うものを食べよう」

『肉喰らい』うんぬんはともかく、腹ぺこのミーティアが十分な力を出せないのは事実だろう。それに、今日はまだ何も食べていない。腹ごしらえの必要は、確かにあった。

　アルヴィンとミーティアは市場に行って、一番いい焼肉用の肉を三十人前買ってきた。キャロルを救い魔物どもを倒した功績により、報酬はたっぷり貰もらっていた二人である。それを惜しげもなく使った形になる。

　宿に戻ると、その庭を借りて焼肉の準備を始める。今回は、肉だけでなく火をおこすための炭も、最高級のものを買ってきた。

　炭に火がつくと、ミーティアがにんまりした。

「この、炭の香りがたまらないな」

　炭火の上に網を配置し、肉を載せる。炭と肉の匂いが混ざり合って、何ともいえない食欲をそそる香りになる。匂いに引き寄せられたのか、ショカを筆頭にエルフたちが集まってきた。

「ほっほっ。では、ワシらもご相伴にあずかるとしますかな」

「久しぶりの焼肉ですね。実のところ、野菜には飽き飽きしていたところなんです。キャロル殿下が心変わりしてくれてよかった！」

「俺たちの分まで用意してくれるとは、君たちいい人だな」

　エルフたちの様子に、アルヴィンは表情を曇らせた。どうも彼らは勘違いをしている。

「いや、ちょっと待ってくれ。あんたたちの分はないぞ？」

「え、でも……」

　エルフたちは、山と積まれた食材に目をやった。何しろ、三十人前、である。自分たちの分もあると誤解するのも無理はない。だが、違うのだ。

「アルヴィンが二人前、残りは全部私の分だ」

「ええ……」

　エルフたちには申し訳ないが、ミーティアは本当に二十人前、三十人前は当たり前のように食べる。他人に分け与える余裕はない。

　ジュウジュウと音を立て、香ばしい匂いが立ちこめてきた。

「お、焼けてきたぞ」

　舌なめずりしながらミーティアは言い、アルヴィンの小皿にトングで肉をよそった。かなり分厚く、肉汁がたっぷり染み出ている。見るからにおいしそうだ。

「特上カルビだ。味わって食え」

　ふうふう、と息を吹きかけて冷ましながら、アルヴィンはその熱々の肉を口の中に放り込んだ。

「うまいな。はちゃめちゃにうまい」

「何だその平凡な感想は！　お前は食の鉄人を目指す気があるのか！　それでも私の二番弟子か！」

「食の鉄人とやらを目指す気はないし、あんたの弟子になった覚えもねえ！」

「そうか……（しょぼん）」

「でも、やっぱりうまいよ。今まで食べた肉の中で一番うまい」

　脂がのっている。いかにもカロリーが高そうでダイエット中の人にはお勧めしないが、味だけならまさに肉の王様だ。

「そして今日は、こいつも準備してある」

　ドヤ顔でミーティアが取り出したのは──。

「白米か」

　ほかほかの湯気を立てている白ご飯だ。さっそく食べてみるアルヴィン。

「うん、これはいい。焼肉には、白いご飯が合う」

「そうだろう。タンとお食べ」

　言われるまでもない。食欲が止まらない。遠巻きにこちらを眺めるエルフたちがよだれを垂らしているのを尻目に、アルヴィンはあっという間に二人前の特上カルビを完食した。ご飯も二度おかわりした。

　ところが、十五人前を食べたところで、急にミーティアのペースが落ちてきた。珍しいことである。

「どうしたミーティア？　顔色が悪そうだが」

　目が虚うつろだし、汗までかいている。何事だろうか。

「ついに、この時が来たか」

　ミーティアは自嘲気味に、ふっと笑った。

「『肉喰らい』の、避けられぬ宿命だ。肉を『喰らう』つもりが、いつの間にか肉に『喰らわれて』しまう。ついには己が肉に喰くわれ、哀れな肉塊と成り果てるのだ……。アルヴィン、覚えておけ。お前もいつかはこうなるのだ。肉によって生かされる私たちは、肉によって死ぬ。私の最期を、お前の目に焼き付けておけ。そして私のことを訊たずねてくる者には、こう答えてくれ。『肉喰らいミーティアは、最期まで真の肉喰らいだったよ』と……」

「誰か、医者を連れてきてくれ。内科じゃなくて頭の」

　そっけなくアルヴィンは言ったが、ミーティアは本当に苦しそうである。手が震えて、箸を取り落とした。

　アルヴィンは真顔になった。これは冗談では済まなそうだ。よりによって、こんなときに。急に不安になったアルヴィンに、ショカが名乗り出た。

「どれ、ワシに見せてみなさい。ワシは医学の心得もあるのじゃ」

　魔法に関してはかなりポンコツだったが、仮にも大賢者である。医学の知識を持っていてもおかしくはない。

「ちなみに、ワシは生粋のロリコンじゃ。キャロル殿下がご幼少のみぎり、お風呂上がりに裸でワシの前に飛び出してこられたことがあって、そのときに目覚めたのじゃ。じゃから診察と称してこのムチムチバインバインの娘さんにエッチなことをしようなどという下心は、もっておらんよ」

「その性癖暴露は要りますかね!?」

　アルヴィンがツッコむ間にも、ミーティアは腹を抱えてうずくまっている。ショカはエルフたちに命じて麦わらを運ばせ、その上にミーティアを寝かせた。

　診察を始めて、ショカは強く唸うなった。

「むう、これは……」

「これは？」

　ハラハラしながら、アルヴィンはショカの次の言葉を待った。

　本当に、何か悪い病気だったらどうしよう。ミーティア自身の言うように、『肉喰らい』は、いずれは恐ろしい病魔に取り憑つかれる宿命にあるのだろうか。自分も、肉を食べていたらいずれはそうなるのだろうか。

　顔を上げて、ショカは言った。

「ただの食い過ぎじゃな。胃の薬を飲んで楽にしていれば治るじゃろうて」







　決戦のための準備を整えなければならないのに、肝心のミーティアがダウンしてしまった。困惑するやら呆あきれるやらのアルヴィンに、さらなる悪い知らせが押し寄せてきた。

「大変です。オーガやゴブリンたちが攻めてきました！　すごい数です！」

　伝令兵の報告に、アルヴィンは舌打ちした。よりによって、こんなときに。

　まだ苦しそうなミーティアを寝かせたまま、アルヴィンはショカ、ピスカとともに、アカカブルクの城壁へと走り、塔の上から外を眺めた。

「うおっ。これはやばいぞ」

　ピスカが悲鳴を上げた。敵は、大地を埋め尽くすかのような大軍だった。

　ミーティアが普段の力を発揮できれば、造作もなく蹴散らせるだろう。だが、今の彼女はとうてい戦える状態ではない。それに、タイムリミットが迫っている。地下神殿へ、キャロルを助けに行かなければ。

「率いているのは、おそらくオーガエンプレスじゃ。『冥府の四魔王』の一人じゃよ。王都を襲った魔物たちを率いていたのも奴やつじゃ」

「絶体絶命だな……」

　どうすればいい？　アルヴィンは悩んだ。こいつらの相手をしていたら、キャロルが魔神への生いけ贄にえにされてしまう。といって、キャロルの救出に向かえば、この魔物たちの相手をする者がいない……。

「ここはあたしに任せろ」

「ピスカ!?」

「あたしも、誇り高いＵＯウオの戦士だ。ゴブリンやオーガごとき、蹴散らしてやる」

　いつの間にか、彼女の手には棍こん棒ぼうのようなものがあった。見たことのない武器だった。

「何だ、それは」

「カツオブシだ。当たると、いタイぞ？」

　そう言って、ピスカは笑った。

「アルヴィン。お前は王女を助けに行ってコイ。それまではあたしが食い止める」

「でも、いいのか？」

　アルヴィンは戸惑った。アルヴィンはベジタリア王国に雇われた傭よう兵へいであり、王国のために尽くすのは当然だ。だが、ピスカはただの旅人に過ぎない。生命いのちを賭ける必要は、彼女にはないのだ。

「あたしも、かっこよく戦いタイんだ。あの王女のことは嫌いじゃないしね。ホッとケないんだよ」

「分かった。しばらくここを頼む。キャロル姫は、必ずオレが助ける」

　アルヴィンが決然として宣言すると、ピスカは嬉うれしそうな顔をした。

「おっ、今の表情はいいな。悲壮な顔に強い決意をニジマス若き勇者……あたしも惚ほれてしまいそうだ」

　とっさにどう答えていいものか戸惑うアルヴィンに、ピスカは助言した。

「トトミを連れて行け。今は役に立ちそうにないが、調子さえ戻れば、あいつほど頼もしい仲間はいない」
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　アルヴィンは宿へ一度戻り、ミーティアを背負って地下神殿へと向かった。

「地下迷宮ラビリンス、巨大洞窟、そして地下神殿か。魔物たちは、よほど日の当たる場所が嫌いなようだな」

　いや、逆か。人間やエルフが地上を支配しているので、やむを得ず、地下で生活していたのだ。牛や豚が人に食われるために生きているのではないように、魔物たちにだって自分たちの生活がある。人間やエルフに強い憎しみを抱いていたとしても、責めるべきではないのかもしれない。

（それでもオレは、人間やエルフを守るためなら、躊ちゆう躇ちよなく魔物を討つ）

「うう……気持ちが悪い……」

　アルヴィンの背中で、ミーティアが呻うめき声ごえを上げた。朦もう朧ろうとした様子で、いかにも苦しそうだ。

「肉……肉をくれ……肉を食えば少しは楽になれる気がする……」

「食い過ぎでダウンしてる奴の台詞せりふじゃねえな!?」

　神殿の入り口は、地上にある。羊頭の神の像が鎮座する、壮麗な白亜の社やしろだ。そこから長い長い下り階段が伸びている。

　本来は観光地だが、今は全域が立ち入り禁止になっているようだ。だが、見回りのエルフ兵たちは、アルヴィンの顔を見て、すぐに中に入れてくれた。すべてショカの指示だろう。

　階段を下りると、美しい大理石の柱とともに、動物をイメージしたたくさんの石像が並ぶ、きらびやかな広間に出た。魔法の光で照らされているので、地下でも明るい。

「これは面白いな」

　石像は一つ一つが全部違っていて、職人の手により丁寧に作り込まれているようだ。こんな光景は、世界でここだけだ。普段はさぞかし賑にぎやかなのだろう。だが今は見物をしている余裕はない。

「この先か」

　神殿の奥に、二体の悪魔の彫像があり、その向こうに大きな両開きの扉がある。

　アルヴィンが先を急ごうとすると、悪魔の像が、突然動き始めた！

「ガーゴイルか！」

　二体の動く石像ガーゴイルは、左右からアルヴィンに飛びかかった。鋭い爪で引き裂こうとする。

「お前らの相手をしている暇はない！」

　腰の剣を引き抜くと、ただ一いつ閃せんで、アルヴィンは二体のガーゴイルを上下に切断した。

　彼の背中で、ミーティアが叫び声を上げた。

「見たか、これが『覇肉の才』だ！」

「違います」

　そっけなく言い放ったアルヴィンだが、内心、自分の剣技に驚いていた。

（『覇肉の才』とやらではないとすると、オレ自身の力ということになるが……）

　ガーゴイルは、歴戦の戦士に匹敵する強敵である。本来、苦戦は必至な相手だ。それをたやすく瞬殺できたのだ。しかも、ミーティアを背負ったまま。今の自分の剣技は、異常なほど冴さえ渡わたっている。（肉以外の）何かの力が働いているとしか思えない。

（深く考えるのはやめよう）

　足止めのガーゴイルがいるということは、やはりよからぬことを企たくらんでいる者がこの向こうにいるのだ。今は、敵との戦いに集中しよう。アルヴィンはそう考えた。

　両開きの扉を開くと、さらに奥へと続く通路が現れた。がむしゃらにアルヴィンは駆けた。

　どのくらい走っただろうか。前方に、小さな光が見えた。近づくと、それは人だった。キャベツ色の短い髪に、蒼あおい瞳。小さな革かわ鎧よろいを着込んで、小剣を手にしている。鋭い眼まな差ざしが、アルヴィンに降り注いだ。

「ブロッコ……」

「ここは行かせません」

　その言葉で、アルヴィンはすべてを理解した。やはり、キャロルを連れ出したのは、ブロッコだったのだ。

「まさか、お前がオレに太刀打ちできるとでも？」

「いいえ。でも、ほんの少しだけ、足止めをさせていただきます。少しだけでいい。その間に、キャロル様にはお灸きゆうを据えさせていただきます。そういう計画です」

「そうはいかないんだ。お前は騙だまされている」

　ミーティアを背負ったまま、アルヴィンはエルフの少女ににじり寄った。一瞬、たじろいだブロッコだが、自分のやるべきことを思い出し、力強く叫び声を上げた。

「どうしてもというなら、ここはボクを倒してから行ってふにゃあ！」

　颯さつ爽そうと小剣を構えたブロッコは、だが台詞せりふを言い終わる前に昏こん倒とうした。素早く駆け寄ったアルヴィンが、彼女の首すじにある経穴ツボを突いたのである。

「すまないな。しばらく寝ていてくれ」

「お前、そんなこともできたのか」

　ミーティアが感心した。ああ、とアルヴィンは頷うなずいた。

「丸腰のときに敵に襲われる可能性だって、あるからな。あらゆる事態に対応できるよう、身につけられる技はすべて身につけている」

「やはりお前は傑物だな。『覇肉の才』を得た今、もはや最強だな」

「だから肉は関係ない」

「またそれか。『肉は関係ないおじさん』と命名するぞ」

「するな！　てか、誰がおじさんだ！」

　気を失ったブロッコを寝かせて、先を急ぐ。

　通路を抜けた先には、大きな空間があった。祭壇の間だ。エルフの少女たちが集まっている。アルヴィンたちの姿を認めて、残念そうに舌打ちした。

「あちゃー、もう見つかっちゃったかあ」

「早いなあ。ブロッコじゃ、足止めにならないか」

　無視して、アルヴィンは少女たちに近寄った。彼女たちが取り囲む祭壇の上では、美しい娘が静かに眠っていた。キャロルである。

（よかった、息はあるようだな）

　まずは安心である。最悪の事態は、免れた。

「これは全部、お前たちが仕組んだことなのか？」

　アルヴィンが訊たずねると、少女たちは悪戯いたずらっぽく舌を出した。

「はーい。そうでーす」

「キャロル様を懲らしめて、反省してもらう作戦だったけど……」

「悪ふざけも、ここまでのようね」

　どうやら彼女たちは、自分たちの行いは、笑って済ませられる、他た愛あいもない悪戯だと認識しているようだ。確かに、これで終わりなら、そうだろう。ベジタリア人らしい能天気さで、微笑ほほえましい限りだが──。

「もうこれでお開きにしましょう、ね、ナスカ」

　仲間の一人に呼びかけられて、ナスカと呼ばれた長身の少女は、首をゆっくりと横に振った。栗くり色いろの髪が揺れ、紅あかい瞳が魔性の光をたたえて闇の中で輝いた。

「そうはいかない。キャロル姫は、魔神ジャスラ様の生け贄となるのだから」

「！」

　邪悪な笑みが、ナスカの顔に広がっていく。とっさに、アルヴィンは腰の剣に手を当てた。少女たちはまだ事態を理解せず、ぽかんと口を開けている。一人が、薄笑いを浮かべながらナスカに近寄った。

「え、ちょっとナスカ、何言ってるの？」

「気安く私の名を呼ぶな、エルフの小娘ふぜいが！」

　次の瞬間、ナスカの全身が、どす黒い光のオーラに包まれていく。尋常でない事態が発生していることをようやく悟って、エルフの少女たちはパニックを起こした。

「な、何!?　何なの!?」

「下がってろ！　危険だ！」

　アルヴィンは叫び、少女たちをかばうように前に出た。

　黒い光のオーラは、直視できないほど輝きを増している。次第に大きくなり、もはやナスカというエルフの少女の形を留とどめていない。目が眩くらむほどの強い光が、やがて淡く弾はじけていく。アルヴィンは、ゆっくりと、視線をそちらへ向けた。そこに立っていたのは、褐色の肌の女エルフだった。顔立ちはナスカのものだが、髪は栗色から銀髪へと変化していた。何よりも表情が、身の毛もよだつほど恐ろしい邪悪な気配に満ちている。

「エルフの少女とは、仮の姿。その正体は、『冥府の四魔王』の一人、ダークエルフクイーンのナスカ様よ」

　少女たちが、甲高い悲鳴を上げた。

「う、嘘うそでしょ、ナスカ……」

「嘘ではないわ。憎いエルフどもを滅ぼし、魔神ジャスラ様を蘇よみがえらせるために、私は変身魔法でエルフの小娘になりすましていたの。うまく騙されてくれたわね」

「王都があっさり陥落したのも、お前が手引きしたからだな？」

　アルヴィンが指摘すると、ナスカは頷いた。

「ご明察。もっとも、私が出る幕もないほど、ベジタリア人たちは軟弱だったけれど」

「大人しく降伏するんだ。魔神ならともかく、お前ではオレに勝てない」

「お前たちは、生いけ贄にえの儀式を直前で止めさえすれば、大事には至らないと思い込んでいるようね」

　アルヴィンは眉をひそめた。ナスカには、まだ余裕がある。それはなぜか。自分の力に自信があるからか。だが、いかにも狡こう猾かつそうな彼女が、敵の強さを見誤ることは考えづらい。アルヴィンが卓越した剣士であることも、とっくに理解しているはずだ。彼女は、何か切り札を隠している……。

「……まさか」

「ジャスラ様の復活の儀式は、もう完了しているわ」

　思わず、アルヴィンは横たわるキャロルへと視線を移した。だが、無む垢くな表情で眠り続ける彼女からは、邪悪な気配は感じられない。それに、まだ満月が昇る時刻ではない。生け贄の儀式は始まっていないはずだ……。

「依より代しろになるのは、彼女じゃないわ。ジャスラ様の肉体となるのは……私自身よ」

　次の瞬間、ナスカの身体からだが再び光に包まれ──そして弾けた。




　　　　５




　そこにいたのは、この世のものとは思えない存在だった。

　どす黒い毛に覆われた二足歩行の巨大な狼おおかみの胴体の上に、羊の頭を乗せたような怪物だ。

　何というグロテスクな姿、そして禍まが々まがしいオーラだろう。愛あい嬌きようのある羊の顔が、かえって不気味さを増している。

　エルフの少女たちは、その凄すさまじいばかりの迫力に圧倒され、全員が卒倒した。アルヴィンも、さすがに平静ではいられなかった。

「まさか、魔神がもう復活していたとは……」

「完全体ではないがな」

　羊の口から発せられたその声は、地を轟とどろかし、万人に恐きよう懼くの念を沸き起こすような力強さに満ちている。

「古来の儀式に則のつとり、このエルフの姫の血を飲めば、我はより強い力を取り戻すことができる……それこそが、我の目的」

　そうか。アルヴィンは悟った。ナスカは自身の身体を依り代に、すでに魔神復活の準備を完了させていた。その上で、キャロルを生け贄に魔神の力を完全なものとするために、ここアカカブルクで姫を待ち受けていたのだ。王都もセロポリスも陥落した以上、いずれ姫がここにやってくることを、彼女は計算していたのだ。

「その前に、貴様たちの相手をしてやる。世界を滅ぼすための準備運動としては、ちょうどいい」

　今まで戦った魔物たちとは桁違いの迫力に、アルヴィンは気け圧おされた。今まで、彼はどんな敵にも臆することは決してなかった。それは、どれほどの強敵でも、自分が十分に太刀打ちできることを知っていたからである。だが、この相手にはまるで勝てる気がしない。膝が、がくがくと震えた。

「アルヴィン、落ち着け」

　と、ミーティア。アルヴィンの背中から下りて、余裕の表情を浮かべる。

「こいつは今まで、ずっと封印されていた。ということは、こいつを倒してこの地に封印した者がいるということだ。おそらくは『覇肉の才』を身につけた勇者であったことだろう」

「なるほど……オレたちで倒すことも不可能ではないということか。肉はたぶん関係ないが。……で、あんたの身体はもう大丈夫なのか？」

「迷惑をかけたな。肉に誓って、もう万全だ。お前と一緒に牛肉幻想郷ギユートピアを目指さなければならないのに、こんなところで寝てはいられん。ここからは私に任せろ」

　不敵に笑って、ミーティアは魔神の前に立ち塞がった。

「さて、どう料理してくれようか」

「どう料理してくれようか、だと？」

　魔神ジャスラはせせら笑った。

「魔神たる我に、人間の貴様がかなうとでも？」

「？　いや、煮て食おうか焼いて食おうか考えていただけだが？」

「ふざけおって」

「献立は大切だ。ふざけてなどいない。行くぞ、羊肉マトン！」

「魔神だ！　魔神ジャスラ様だ！」

「マトン・ジャスラよ、喰くらわせてもらうぞ！」

「だからマトンじゃないと言うておろうが！」

　ミーティアは、ふざけているわけではない。彼女の黒真珠の瞳には、恐ろしい魔神もおいしい食肉にしか見えていない。本当に献立のことしか頭にないのだ。

「一つ確認しておきたい。貴様は首から下は狼のようだが、羊の化け物ということでよいのだな？　よもや羊頭を懸けて狗く肉にくを売るような真ま似ねはするまいな？　私はおいしいマトンが食べたいのだ」

「我は確かに羊の魔神だが、マトンではない！　いい加減にしろ！」

　憤然として抗議する魔神を前に、ミーティアは、颯爽と……トングを構えた。

「貴様、何だその武器は？　ふざけているのか？」

「お前の方こそふざけるな。トングは焼肉の必需品だぞ！　馬鹿にするな！」

　確かに、トングは焼肉には欠かせない道具だ。だが、決して戦闘中に振り回すものではない。おかしいのは魔神ではなくミーティアの方である。

「わけの分からぬことを。一撃で決めてくれるわ！」

　魔神は疾駆した。一瞬でミーティアに近寄り、腕を振り下ろす。鋭い爪の一撃が、雷光のようにミーティアを襲う。アルヴィンは戦慄した。

（速すぎる！　見切れない！）

　だが──その恐ろしすぎる一撃を、ミーティアはトングで受け止め、弾き返した。

　ジャスラは驚いたようだった。まさか人間に今の攻撃を防ぐことができるとは、思っていなかったのだろう。

「なるほど、人間ふぜいにしてはやるようだな。では、我も少しは本気を出そう」

　ジャスラはミーティアから距離を取り、両手を突き出した。手の中に、一瞬で逆巻く炎の渦が出現した。

「これは受けきれるかな？」

　ごおおおお、という激しい音を立てながら、炎の渦がミーティアを襲う。金髪の美女戦士は、静かに嘲笑した。

「ふん、この程度の火力で肉が焼けるか！」

　せせら笑いながら、ミーティアは炎の渦を難なく左手で受け止める……。

「えっ」

　と、ミーティアの顔色が変わった。受け止めたはずの左手が、炎の勢いに押されている。みるみるうちに、炎がミーティアの全身を包み込む。

「ちょ、待って、熱い！」

　慌てて、ミーティアは右手でトングを振り回す。間一髪だった。炎の渦がミーティアを丸まる呑のみしようとする寸前、トングの生み出した風圧によって、炎の勢いが脇に逸それた。

　軌道を変えた炎の渦が、壁を直撃する。ドゴオオオオォ！　鼓膜を殴打する爆音が響き、煙がもくもくと上がった。見ると、壁に巨大な穴が開いていた。アルヴィンは戦慄する。

「……何て恐ろしい『地獄の炎ヘルフアイア』なんだ」

「今のは『地獄の炎ヘルフアイア』ではない。ただの『火球フアイア』だ」

　魔神ジャスラは、余裕の表情だ。これにはさすがのミーティアも唖あ然ぜんとしている。

「おかしいだろ……。どうして肉を焼くのに、こんな強い火力が要るんだ……」

「……何を言っているのか分からんが、貴様を焼き尽くすには十分な火力だな」

　まずいな、とアルヴィンは思った。人間の戦士としては、ミーティアは規格外。だが、世界を滅ぼすほどの力を持つ魔神が相手では、さすがに分が悪いのだ。

「次は、こうしてくれるわ！」

　魔神ジャスラの、立て続けの攻撃だ。ミーティアに躍りかかり、必殺の回し蹴りを放つ。

「なんの！」

　ミーティアは、トングを振り下ろす。その意図を、アルヴィンは正確に察した。敵の攻撃力を逆手にとって、トングで反撃をしかけたのだ。魔神は、自らミーティアのトングに自分の脚を突き出した形になる。

　魔神の脚にトングがヒット。普通の敵であれば、激痛に脚を抱えてのたうち回るところだ。だが、魔神の蹴りは勢いが削そがれることもなく、そのままミーティアの胸を打った。『肉喰ぐらい』の女戦士は、強い衝撃で弾き飛ばされる。

　地に叩たたきつけられたミーティアは、だが、すぐに跳ね起きた。やはり彼女は、並みの戦士ではない。そのままトングを構え直す。だが──。

「あ、あれ……？」

　トングが、ぽっきりと折れていた。ミーティアの顔が、引きつった。

「もしかして、めちゃくちゃ強くないか、こいつ……」

「そりゃそうだ、魔神なんだから！」

「マトンがこんなに強いとは聞いていないぞ！」

「だからマトンではない！　何度言えば分かるのだ！」

（もしかしてミーティア、そもそも魔神とは何か分かっていないのでは……）

　魔神が相手でも堂々としていてさすがミーティア、と思っていたが、単に相手の強さが分かっていなかっただけらしい。

　ミーティアの顔から、表情が消えた。想定外の事態に、どんな顔をすればいいのか分からなくなっているようだ。自分より強い相手に出会ったことがないだけに、いざそのような相手と対たい峙じして、脳が思考停止に陥ったのだ。

　やがてミーティアはアルヴィンにすり寄って……ぽん、と彼の肩を叩いた。

「よ、よし。腹ごなしにはなった。そろそろ交代するぞ、アルヴィン」

「えっ」

　アルヴィンは焦った。ミーティアでも歯が立たない相手に、自分が勝てるとは思えない。

「いやいや、オレは無理」

「病み上がりの私に、戦いを押しつけるのか？」

「肉に誓って万全だ、とか言ってたのは誰だ？」

「お前ならできる！　『覇肉の才』を信じろ！」

「ふはははは、我に恐れをなしたか？」

　ジャスラが禍々しい声で嘲笑する。

（もう、駄目なのか……？）

　絶望しかけるアルヴィン。だがそのとき、彼の視界に、祭壇の上で眠り続けるキャロルの姿が映った。

　ちょっと変わったところはあるが……一いち途ずでひたむきな、可か憐れんな姫。

　ベジタリア人たちの、最後の希望。

　そして、アルヴィンが愛する女性だ。

（まだ諦めてはいけない）

　キャロル姫を助けられるのは、自分しかいない。自分が何とかしなければ、姫は生いけ贄にえにされてしまう。

　アルヴィンは、剣を引き抜いた。

「次は貴様が相手か。いくぞ」

　ジャスラの豪速パンチが襲いかかる。アルヴィンは剣で受け止めようとして──まるで間に合わなかった。強烈な一撃を脇腹に受けて、彼の身体は宙を舞った。壁に激突し、激痛が全身を駆け巡った。

「くっ、強い！」

　アルヴィンは戦慄した。まるで歯が立たない。

「ふはははは！　雑魚が！」

　ジャスラは嘲笑し、立て続けにパンチを放つ。二度目の攻撃こそかろうじてかわしたが、アルヴィンは防戦一方である。

（駄目か）

　悪あがきをしても、もはや無駄であるように思えた。

　ジャスラの何度目かの攻撃を喰らい、アルヴィンの剣が無残に折れた。万事休す、だった。

　アルヴィンは、がっくりと膝をついた。

「諦めるな、アルヴィン！」

　死を覚悟したアルヴィンの耳に飛び込んできたのは、ミーティアの𠮟しつ咤たの声だった。

「思い出すのだ、今日食べた、あの肉のことを。あの極上の肉厚を。ジュウジュウと音を立ててこぼれ出る肉汁の旨うま味みを」

（何を言い出すんだ……？）

　ミーティアの……𠮟咤（？）の声に、戸惑うアルヴィン。

「初めて出会ったとき、私が食べさせたボンレスハムを思い出せ。その次の、竜肉はどうだ？　お前にとって生涯忘れられない思い出になったはずだ。リメンバー・牛タン！　リメンバー・ミノ！　リメンバー・豚オークの睾こう丸がん！」

（最後のは思い出させなくていいだろ……）

「昨夜、私の部屋でソーセージを食べたのは、何のためだ？」

（何のためって、食べたかったから食べただけなんだが……）

　いったいミーティアは、何を言っているのだろう。魔神ジャスラも困惑して、攻撃の手が止まっていた。

　そのとき──不思議なことが起こった。アルヴィンの全身に、力がみなぎってきたのだ。

「思い出せ、あの特上カルビの味を！」

　そんなものを思い出している場合ではないのだが、ミーティアの言葉につられて、自然とあの絶品グルメの味を思い出してしまう。すると、どうしたわけか、疲れが一気に取れていく。気力が湧いてくる。自分はまだまだ戦えるぞ、という闘志があふれてくる。

（これが……『覇肉の才』……特上カルビの力……）

　自然に受け入れようとして、アルヴィンは慌てて首を横に振った。

（って、そんなわけあるか！）

　だが、『覇肉の才』でないとしたら、これは一体何だろう。

　アルヴィンは気付いていた。今の自分の運動能力は、飛躍的に上がっている。そしてそれは、人がどれほど鍛錬を積み重ねても、決して到達できぬほどのものだった。

（これほどの高みに、オレを押し上げているものは何だ？）

　肉以外で。肉以外で何かあるはずだ。オレに力を与えてくれるものが。

（これは……きっとキャロル姫を思いやる、オレの愛の力だ。そして、オレを思いやってくれる、キャロル姫の愛の力。そう愛の力だ）

　心の中で何度も頷うなずき、アルヴィンは自分を納得させた。

「魔神よ、オレは愛の力でお前を倒す！」

「アルヴィン……いったい何言ってんだ？　お前、今もの凄すごくこっ恥ずかしいぞ？」

「やかましい！　愛の力は無限だ！　人を愛する力は、すべてを超越する！」

「くだらぬことを！」

　魔神ジャスラは嘲笑し、凄すさまじい爪の連続攻撃を放った。アルヴィンは紙一重ですべてかわした。ジャスラの攻撃はとても見切れるものではない。だが、見切る必要はない。感じればいいのだ。五感が冴さえ渡わたっている今ならそれが可能だった。

「何だ？」

　ジャスラはうろたえた。

「こやつ……急に動きがよくなりおった」

　勝てる。アルヴィンは実感した。恐るべき魔神とはいえ、ジャスラはまだ完全体ではない。このオレでも、勝てる！

「だが、貴様の武器はもうないぞ」

「果たして、そうかな？」

　アルヴィンは不敵に笑い、腰に下げた革袋から、あるものを取り出した。それは、アルヴィンが普段は決して武器として使うことのないものだった。

　黒々と輝く二ふた叉またのそれは──。

「……！　貴様、何を取り出した!?」

「見ての通りだ。トングだよ」

「貴様まで我をコケにする気か!?」

「そんなつもりはないが、今のオレになら、これを扱える気がしたんでね」

　戦場に身を置く者には、そのときの、身体からだのリズムというものがある。例えば、剣を最も得意とする戦士であっても、「今日は槍やりを使いたいな」とか「何となく今は斧おのが具合がいいぞ」ということは、ままあるものだ。さらにはごくごく稀まれに、ものすごく低い確率で、「今日はちょっと変わった武器がいいな」ということも、ありうることだ。

　今回は、たまたまそれがトングだったというだけのことだ。あくまで偶然であり、これは断じて『覇肉の才』とかではない。

「ふざけおって。殺してやる！」

　爪を振りかざすジャスラに、アルヴィンは鋭いトングの一撃を放った。

「くらえええええ！」

　アルヴィンの斬撃が、魔神の角に命中した。強い衝撃音が、祭壇の間に響く。だが彼の渾こん身しんの一撃は、いとも簡単に弾かれてしまった。

「ふん、所詮は雑魚……」

　ジャスラはせせら笑おうとして……その笑みを凍り付かせた。次の瞬間、何かが彼の足下へと落下した。彼の頭に生えていた角だった。アルヴィンの一撃を受けて折れたのだ。

「ば、ばかなッ！」

　効いている！　再び、アルヴィンはトングを振るう。

「もう一度だ！」

　雷光一いつ閃せん。冴さえ冴ざえとしたアルヴィンのトングが、ジャスラを襲う。ジャスラは爪で防ごうとして失敗した。魔神の腕から、紅あかい鮮血が舞った。

「まさか……これは、あの『帝国』を滅ぼした……例の力なのかっ!?」

　ふと、魔神ジャスラはミーティアの方へと視線を落とした。トングをへし折られ、戦意を喪失したはずのミーティアが、何やら作業に没頭している。祭壇に添えられていた祭器を火で熱し、油を引いているのだ。

「さっきから貴様、何をしている!?」

「知れたことだ。マトンといえば、ジンギスカンだろう？」

「だからマトンではなくて魔神だ！」

「いい加減、腹が減ってきてな。待ちきれなくなってきたのだ。だから鍋の用意をしているのだ、魔神よ」

「鍋じゃなくて祭器！　魔神じゃなくてマトン！　いや違った、魔神であってる！　急に正解を言うと混乱するだろうが！」

（『腹が減ってきた』て……。さっきまで食い過ぎで唸うなってた奴やつが、もう空腹なのかよ）

「おのれ、許さん！　許さんぞおおお！」

　怒りに燃える魔神ジャスラは、両手を構えて、呪文を唱え始めた。生み出したのは、巨大な炎の渦。今度は、ただの『火球フアイア』ではない。今度こそ『地獄の炎ヘルフアイア』だ。最強クラスの炎魔法である。

「くらええええ！」

　渾身の力を込めて、アルヴィンに叩たたき込む。一瞬ですべてを焼き尽くすほどの猛火を、だがアルヴィンはトングで弾はじき返した。

「火力が足りない」

「ばかな！　何だ、この……トングとやらは!?」

　アルヴィンのトング捌さばきに、魔神ジャスラは仰天した。

「トングとは、かくも恐るべきものなのか。我が千年の眠りについておる間に、人間どもはかくも恐るべき神器を生み出しておったのか」

　人じん智ちを超えた力を持つ魔神たる者が、今や冷や汗をかいていた。

（すまん、ただの焼肉用具だ）

「ならば……」

　ジャスラは、再び炎の渦を呼び出した。さすがは魔神である。これほど強大な魔法を、立て続けに放つことができるのだ。アルヴィンは再びトングを構えた。だがそれは、アルヴィンに向けられたものではなかった。

　灼しやく熱ねつの『地獄の炎ヘルフアイア』が襲いかかったのは、ミーティアであった。

「ふはは、どうだ。トングのない貴様にこれを防ぐことができるか？　トングさえなければ、トングさえなければ貴様らなど何もできまい。ふはははは！」

「愚かな……」

　憐れん憫びんの情を込めてミーティアは呟つぶやいた。どこからともなく取り出した新しいトングで、彼女は炎の渦を受け止め、弾き返した。ジャスラは驚きよう愕がくした。

「ば、ばかな！　この女のトングはさっきへし折ったはず。おい女、なぜ貴様がトングを持っている!?」

「決まっている。スペアだよ」

「スペアだと!?　トングのスペアを用意していただと!?」

「トングというのはだな、適切なタイミングで交換するものだ。焼肉の知識の習得を怠ったお前の負けだ」

　焼肉の知識はこの際関係ないが、ジャスラに油断があったことは確かだ。

　怯ひるむジャスラに、アルヴィンは、思いっきりトングを突き出した。

「ぐ……はっ」

　トングに胸を貫かれ、血を吹き上げながら崩れ落ちるジャスラ。だがジャスラもただやられるだけではない。素手でアルヴィンのトングをつかみ、自らの身体から引き抜くと、それを遠くへと放り投げた。

　アルヴィンは迷った。今がジャスラにとどめを刺す千載一遇の好機だ。だが、トングを取りに行っていると、その好機を逃してしまう。

「これを使え！」

　ミーティアが放り投げたのは、彼女の愛剣『焼肉定食』だった。

　アルヴィンは地を蹴り、高く飛ひ翔しようして、空中でそれをつかむ。

「行け、アルヴィン！」

「言われるまでもない！」

　力強く宣言し、彼はジャスラめがけて『焼肉定食』を振り下ろした。

「喰くらわせてもらうぞ、魔神ジャスラ！」

「ぐあああああ！　そんな、そんな馬鹿なああああ」

　確かに、そんな馬鹿なである。まさか世界を滅ぼすほどの魔神が、トングにやられてしまうとは、想像もしなかったに違いない。

『焼肉定食』は、正確にジャスラの胸を真っ二つに斬り裂いた。ジャスラは光に包まれ──一切れの羊肉マトンを残して、この世から消滅した。
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「ミーティア様、それにアルヴィン。あなたたちが、わたしを助けてくれたのですね」

　目を覚ましたキャロルは、少しはにかんで、アルヴィンの手を取った。

　それだけでアルヴィンは報われた気持ちになった。この笑顔のために、彼は戦っていたのだ。

「キャロル姫。お怪け我がはありませんか」

「怪我はありませんけれど……」

　ぐう、とキャロルのお腹なかがかわいい声を上げた。

「お肉が食べたいです！」

「いいだろう。アルヴィンと三人で、酒池肉林の宴うたげを催そうではないか！」

「ぶっ」

　アルヴィンはむせかえった。

「まあ、酒池肉林の宴……ステーキな催しになりそうですね！」

　キャロルが翡ひ翠すい色の瞳を輝かせた。ミーティアは頷いた。

「ああ。メチャクチャになるまで肉欲を満たしまくるぞ！」

　こちらも目を覚ましたエルフの少女たちが、ひそひそと言葉を交わした。

「酒池肉林ですって。肉欲ですって」

「キャロル様とミーティア様と、あの人間の男が、メチャクチャになるまで……？」

「いやあああああ！　私のキャロル様が！」

　ちなみに『酒池肉林』とは、酒で池を作り、肉を吊つるして林に見立てるという、古代の帝王が考え出した王者の宴である。ミーティアはその本来の意味どおりの言葉の使い方をしているのだが、何となくエッチな響きのある言葉なのは確かだ。

「不潔！　けだもの！」

「ああ、けだものの肉は大歓迎だ」

　深く頷いてから、ミーティアはアルヴィンの肩を叩いた。

「やはり、私の見込んだとおりだ。お前の『覇肉の才』は私以上だ」

「何言ってるんだ？　オレが魔神に勝てたのは、肉じゃなくて愛の力のおかげだぞ」

「お前、よくそんなこっ恥ずかしい台詞せりふを真顔で吐けるな（ドン引き）」

「やかましい！」

　二人の前に、小柄な少女がおずおずと現れた。ブロッコである。アルヴィンに気絶させられた後、しばらくして彼女は目を覚まし、ひそかに彼と魔神との戦いを見守っていたようである。

「ごめんなさい。ボクは、取り返しのつかないことを……」

「あら、何のことでしょう」

　キャロルは微笑ほほえんだ。

「あなたは夜の地下神殿へと、わたしを誘ってくれただけでしょう？　夜なら観光客がいないから、自分たちだけでじっくり楽しめると。その地下神殿に魔神が眠っていたことは、あなたの責任ではありません」

「キャロル様……」

　するとエルフの少女たちが、口々にブロッコを慰めた。

「そうよ、ブロッコ。全然、あなたのせいじゃないわ」

「全部ナスカが悪いのよ。まったく、巻き込まれて迷惑だわ」

「いやお前らはもうちょっと反省しろよ……」

　アルヴィンは頭を抱えた。ベジタリア人は、みんなこうなのだろうか。

「どうやら、丸く収まったようだな。みんなで仲良く、が一番だ。ジンギスカンは、みんなで食った方がうまいからな」

「いや、ボクらは食べませんけど!?」

　ブロッコの言葉に、ミーティアは声に出して笑った。







　地下神殿から外に出ると、地上での戦いもすでに終わっていた。ピスカは身体からだ中に擦り傷を作っていたが、元気そうだった。随分と大活躍だったらしい。

「アルヴィン、お疲れさん。こっちも片付いたよ。魔物たちは逃げてった」

「ほっほっ。魔神ジャスラ復活を阻止されたことを知り、これ以上戦う無益を悟ったらしいの」

　大賢者ショカも健在だ。彼の氷魔法は戦いの役には立たないが、賢者としての知識を活いかし、軍師として活躍したようだ。

「今日はゆっくり休むといい。ご苦労じゃったな」

「いえ」

　ショカの言葉に、アルヴィンは首を横に振った。

「このままオレたちは一気に王都を奪還します」

「何と!?」

「戦いには、流れというものがあります。魔神ジャスラ復活に失敗し、敵は戦意を喪失しています。追撃の好機です。やるなら今しかありません。そうだな、ミーティア」

「先に肉……」

「後で、いくらでも食わせてやる。いいな？」

「肉……ジンギスカン……」

「お前は、オレと一緒に牛肉幻想郷ギユートピアを目指すんだろ？　こんなところで足踏みしている場合じゃないだろ？」

「そうか！　やっとお前もその気になってくれたか！　よし、さっさと都を奪還して牛肉幻想郷ギユートピアを目指そう！」

　たちまち元気になるミーティア。チョロい……。

　アルヴィンは、今ならどんな敵にも勝てる気がした。魔神ジャスラとの戦いでみなぎってきた力は、絶大だった。

（オレとキャロル姫の、愛の力だ）

　あくまでもアルヴィンの脳内では、そういうことになっていた。

「分かりました。お願いします、アルヴィン。成功のあかつきには、あなたには最高の栄誉で報います」

「最高の……栄誉？」

「お、お分かりでしょうに……」

　そう言って、キャロルはもじもじとうつむいた。ほんのりと、頬ほおに赤みが差している。

（これは……期待していいのか!?）

　もちろん、アルヴィンにとって最高の栄誉とは、キャロル姫の恋人に、そして夫となることだ。それ以上の栄誉はない。きっと、キャロル姫もそのつもりで……。

「あなたを新設の『ベジタリア焼肉大使』に任命します」

「嬉うれしくないですけど!?」

「あ、ちょっとネーミングが地味でしたね。『元気モリモリお肉パワー大使』でどうですか？」

「余計ひどくなってるんですけど!?」

「ほ、本当はわたし自身がなりたかったのですけれど！　でも他ならぬアルヴィンに譲るなら、いいかなって。アルヴィン、二人で肉の道を極めましょうねっ！」

　キャロルは目をきらきらと輝かせながら、アルヴィンの手を取った。

　そんなキャロルの姿が、アルヴィンにはたまらなく愛いとしく思えた。

（まあ……これはこれでいいか）




　これが、後の世に『雷光の焼肉将軍』『天下無双のカルビ・ウォリアー』と讃たたえられる、ベジタリアの英雄アルヴィンの伝説の始まりであった。








あとがき






　皆さん、肉、食べてますか？

　僕は、あまり食べてません！

　こんな作品を書いておいてアレなんですが、もともと僕はさほど食に関心がありません。

　というのも、僕はストイックなオールドタイプのオタク。「食費を削ってでも本やゲームを買うのが正しいオタクのあり方だ」と思っているところがあります。

　なので、ＳＮＳなんかで「これは飯テロ」だの「他人の金で焼肉が食いたい」だの、グルメをネタにした書き込みを目にしても、「なーにが飯テロだバカタレ」くらいに思ってました。「肉食ってる暇があるなら、その金と時間で少しでも多く本を読め！」と。

　グルメものラノベの流行も、自分とは関係のない世界だな、という感覚でした。

　そんな僕に、何の因果か「肉」を題材にした作品のアイディアが閃ひらめいてしまいました。本当に僕に書けるのか？　やや不安になりながらプロットを書いてみると……おお、意外にイケる！　肉の道は奥が深い！　ネタが尽きない！　これは面白くなるぞと確信しながら、ノリノリで書きました。

　お楽しみいただければ幸いです。







　さて、このところは新型コロナウィルスが流行はやっているせいで、僕も外出自粛の日々を強いられています。

　バリバリのインドア派の僕にとっても、一日中家にいるというのはなかなかつらいものです。仕方がないので、ＢＤブルーレイを垂れ流しながら軽く筋トレをしていました（本当は某リングフィットなゲームが欲しかったのですが、手に入りませんでした）。

　最近の体重計は、便利なことに体重だけでなく脂肪や筋肉の量まで測れますよね。毎日こまめに体重計に乗って、筋トレの成果を確認していました。

　が、ここでおかしなことが起こりました。

　何と、筋トレをすればするほど筋肉が減っていく……。

　食事量はそのままで運動をしているので、当然体重は徐々に減るのですが、お腹なか周りの脂肪ではなく、筋肉量が減ってしまう。なぜだ……。筋トレで筋肉が減るとは、そんな馬鹿な……。

　訳が分からず、首をかしげていたのですが、あるとき僕の脳裏に本作のヒロイン、ミーティアの声が聞こえてきました。

「それは、お前が肉を食べていないからだ」

　そう。タンパク質の摂取は大事。作中のキャラに作者が教えられた一コマでした。







　それでは謝辞を。

　素晴らしいイラストを提供していただいたMocoさん。本文が「骨」とすれば、イラストはまさに「肉」です。ありがとうございます。担当編集のＨさん。初めてお電話いただいたときに、本作のアイディアで大笑いしていただいたのが励みになりました。本作の制作に関わっていただいた方々、いつもありがとうございます。そして、この本を手に取ってくださったすべての読者の皆様に、心からの感謝を申し上げます。





二〇二〇年五月某日　２時９分　　高たか橋はし　祐ゆう一いち
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